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巻

地球の居候

-人類の振る舞い-

内嶋 善兵衛

内嶋 善兵衛(うちじま ぜん

ペえい)1929年生まれ｡農学博

士｡お茶の水女子大学名誉教授 ｡農
薬技術研究所 ･農薬環境技術研究所室長 ･科長､1987年よりお茶
の水女子大学理学部教授､1995

年より宮嶋公立大学人文学部教授 ･
学部長 ･学長を経て､2003年退

聴｡日本農薬工学会フェロー｡専門
分野は熱収支気候学､環境科学.

署 ･訳軌 ま｢農林 ･水産と気象｣､
｢日本の気候

｣､｢ゆらぐ地球漁焼｣､｢地球
温磁化とその影響｣､｢農業と気象｣､｢地表面の熱収支｣､｢生

命と気候｣､
｢気候の歴史｣､｢地球大気の歴史｣
｢生物圏の進化｣など多数｡

約65億人の人類と1--万にのぼる動植物種を生かしながら､太陽か

ら-･-億iEの宇宙

空間を周回している太陽系の第三惑星I地球は､まさに生命の星である｡この地球を生命の星にしたのは､46億年間にわたる固体地球

の
進
化



骸
と
が
再
利
用
の
た
め
に
分
解

･
処

理
さ
れ
る
場
で
あ
る
｡

こ
の
4
つ
の
働
き
は
､
環
境
と
生
物
群

と
の
織
り
な
す
物
質
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流

れ
と
循
環
に
よ

っ
て
発
揮
さ
れ
維
持
さ
れ

て
い
る
｡

そ
れ
ゆ
え
ー
広
い
地
球
上

(陸
地

‥
1

-
-
億

h
a
I
海
洋

‥
-
-
-
億

h
a
)

で
I
上
記
の
4
つ
の
働
き
が
備
わ
っ
て
い

る
場
所
に
お
い
て
の
み
､
各
生
物
種
は
豊

か
な
個
体
群
と
生
態
系
と
を
形
成
し
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
こ
の
原
則
は
t
優

れ
た
科
学
技
術
を
駆
使
し
て
地
球
を
支
配

し
た
か
に
見
え
る
人
類
に
も
当
て
は
ま
る
｡

現
在
1
65
億
人
の
人
類
は
'
豊
か
で
便
利

な
文
明
生
活
を
享
受
す
る
た
め
､
莫
大
な

資
源
と
空
間
を
独
占
的
に
利
用
し
て
い
る
｡

例
え
ば
､
エ
ネ
ル
ギ
ー

･
鉄
鉱
石
の
年
間

使
用
量
は
､
地
質
時
代
に
お
け
る
そ
れ
ら

の
形
成
速
度
の

10
-
20万
倍
に
な
る
｡
食

料

･
原
材
料

･
燃
料
と
し
て
の
人
類
の
年

間
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
量
は
ー
陸
上
植
生
の

年
間
純

一
次
生
産
童
の
約
1
/
-
に
達
し

て
い
る
｡
ま
た
t
農
耕
地

･
市
街
地

･
交

通
用
地
な
ど
を
含
め
て
､
約
30
億
h
a
の

陸
地
が
､
人
類
の
た
め
だ
け
に
独
占
的
に

利
用
さ
れ
て
い
る
｡
し
か
も
､
人
々
の
金

銭
的

･
物
質
的
な
欲
望
を
満
た
す
た
め
に
､

常
に
成
長
し
増
殖
し
続
け
る
こ
と
を
運
命

付
け
ら
れ
て
い
る
世
界
経
済
は
ー
地
球
環

境
と
人
間
活
動
と
の
調
和
的
な
発
展

･
保

全
の
た
め
に
提
唱
さ
れ
た

｢
持
続
的
な
発

展
｣
を

｢
地
球
資
源
の
持
続
的
な
消
費
｣

と

｢
地
球
生
態
系
の
持
続
的
な
破
壊
｣
に

変
質
さ
せ
て
し
ま
っ
た
｡
確
か
に
地
球
温

暖
化

･
種
多
様
性

･
水
資
源

･
人
口
問
題

な
ど
世
界
的
に
関
心
を
集
め
て
い
る
が
ー

多
く
の
人
は
地
球
規
模
に
肥
大
し
た
人
間

活
動
の
長
期
的
な
結
未
の
重
大
性
か
ら
白

を
逸
ら
し
て
い
る
｡
そ
し
て
人
々
は
経
済

活
動
の
も
た
ら
す
短
期
的
な
果
実
に
の
み

日
を
奪
わ
れ
､
豊
か
さ
の
さ
ら
な
る
獲
得

に
向
け
て
遇
進
し
て
い
る
.

前
に
説
明
し
た
よ
う
に
､
地
球
環
境
そ

し
て
地
球
生
態
系
は
､
地
球
上
の
全
生
物

を
扶
養
し
て
い
る
｡
そ
れ
ゆ
え
､
全
て
の

生
物
は
地
球
生
態
系
の
居
候
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
｡
こ
の
立
場
は
､
科
学
技
術
を

駆
使
し
て
神
の
座
に
接
近
し
た
か
に
さ
え

見
え
る
人
類
に
も
､
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま

る
｡
そ
れ
ゆ
え
､
人
類
の
生
存
と
活
動
と

は
-
地
球
生
態
系
の
持
続
可
能
な
枠
内
で

な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
｡

し
か
し
な
が
ら
､
18
世
紀
半
ば
に
始
ま

っ
た
産
業
革
命
は
ー
今
や
地
球
の
全
て
を

利
用
し
っ
く
す
地
球
資
源
化
技
術
と
し
て

完
成
さ
れ
､
人
口
増
と
科
学
技
術
の
発
展

を
糧
に
さ
ら
に
巨
大
化
し
て
い
る
｡
こ
の

た
め
全
て
の
生
物
を
扶
養
し
て
き
た
地
球

環
境
と
地
球
生
態
系
は
､
至
る
所
で
綻
び

を
見
せ
､
多
く
の
生
物
種
が
絶
滅
の
淵
に

強
制
的
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る
｡
そ
の
規

模
は
-
番
目
の
大
絶
滅
と
呼
ば
れ
て
い
る

程
で
あ
る
｡
そ
れ
は
居
候
が
主
家
の
米
堰

を
空
に
し
よ
う
と
す
る
姿
に
似
て
い
る
｡

こ
の
破
局
を
避
け
て
地
球
生
態
系
と
全
生

物
と
が
持
続
的
に
共
生
す
る
に
は
t
人
類

は
地
球
生
態
系
の
主
人
で
は
な
く
居
候
で

あ
り
､
全
て
の
活
動
は
地
球
生
態
系
の
持

続
的
な
発
展
の
枠
内
で
の
み
許
さ
れ
る
こ

と
を
深
く
知
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
｡

そ
し
て
～
持
続
的
な
共
生
を
可
能
に
す
る

新
し
い
生
活
様
式
と
社
会
シ
ス
テ
ム
へ
の

移
行
と
ー
そ
れ
に
役
立
つ
新
し
い
科
学
と

技
術
の
研
究

･
開
発
が
必
要
で
あ
る
｡

3
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懇
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催
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グローバリゼーションの光と影

-
T

(情
報
通
信
)

･
経
済
の
分
野
を

中
心
に
､
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
世

界
を
覆
う
潮
流
と
し
て
私
た
ち
の
日
々
の

生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
｡

(財
)
ア
ジ
ア
人
□

･
開
発
協
会
は
､

こ
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
ー71
ヨ
ソ
ガ
人
口
問

題
に
与
え
る
光
と
影
を
検
討
す
る
た
め
に

4
月
22
･
23
日
の
両
日
に
わ
た

っ
て

｢
第

22
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会

議
員
代
表
者
会
読

(通
称
A
P
D
A
会
議
)｣

を
イ
ッ
ド

･
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
開
催
し
た
｡

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
単
に
情
報

通
信
や
経
済
の
拡
大
だ
け
で
な
く
､
人
々

の
考
え
方
や
生
活
様
式
を
変
化
さ
せ
る
｡

人
口
問
題
に
グ
ロ
ー
バ
リ
せ
I
F71
ヨ
ツ
ガ

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
充
分

な
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
ず
､

新
し
い
視
点
か
ら
問
題
提
起
を
行
っ
た
今

回
の
会
議
は
世
界
的
に
見
て
も
画
期
的
な

も
の
と
な
っ
た
｡

会
議
は
イ
ン
ド
人
□

･
開
発
議
員
連
盟

(-
A
P
P
D
)
の
共
催
､
国
連
人
口
基
金

(U
Z
LI
P
A
)
､
国
際
家
族
計
画
連
盟

(-
P
P
F
)'
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア

ジ
ア
国
会
議
員
連
盟

(A
F
P
P
D
)
の

後
援
の
宅
と
開
催
さ
れ
､
ア
ジ
ア
太
平
洋

お
よ
び
C
1
S
地
域
17
カ
国
か
ら
国
会
議

員
､
国
際
機
関
､
各
分
野
の
専
門
家
約

9

名
が
参
集
し
た
｡

開
会
式
で
は
､
ア
ジ
ア
の
人
口
と
開
発

に
関
す
る
活
動
に
20
年
以
上
貢
献
し
た
功

績
に
よ
り
､
イ
ン
ド
国
会
議
長
､
デ
リ
ー

州
菖
相
､
イ
ン
ド
保
健

･
家
族
福
祉
大
臣

お
よ
び
福
田
康
夫
A
F
P
P
D
議
長
か
ら
､

清
水
嘉
弓
子

･
参
議
院
議
員

(A
p
D
A

副
理
事
長
)
､
樫
井
新

･
参
議
院
議
員

(同

理
事
)
､
マ
レ
ニ
ー
･
ス
カ
べ
ジ
ョ
ウ
オ
ラ

キ
ッ
ト

･
タ
イ
上
院
議
員

(A
F
P
P
D

事
務
総
長
)
へ
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
0

日
不
の
人
口
と
問
題
に
関
す
る
超
党
派

議
員
組
織

｢
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会

(J
p
F
P
)
｣
か
ら
は
､
福
田
康
夫

･
衆

議
院
議
員

･
A
F
P
P
D
議
長
､
樫
井
新
､

柏
村
武
昭

･
各
参
議
院
議
員

(
い
ず
れ
も

自
民
党
)
が
参
加
し
た
｡
会
議
で
は
､
5

つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
､
経
済
､
社

会
､
環
境
､
教
育
､
医
療
と
い
っ
た
多
角

的
な
側
面
か
ら
グ
D
I
バ
リ
ぜ
-

シ
ョ
ン

が
人
口
転
換
に
も
た
ら
す
影
響
を
考
察
し

た
｡

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ
｢
ア
ジ
ア
に
お
け
る
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
人
口
転
換
｣
で

は
福
臼
康
夫
議
員
が
議
長
を
務
め
､
グ
ロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
､
機
会
や
選
択
肢

の
拡
大
､
効
率
性
の
向
上
､
分
配
の
改
善
､

価
値
観
の
多
様
化
等
を
も
た

ら
し
､
経
済

成
長
の
強
力
な
手
段
と
な
り
う
る

t
方
で
､

社
会
的

･
経
済
的
､
地
域
的
格
差
を
拡
大

さ
せ
､
環
境
に
も
負
荷
を
与
え
て
い
る
と

指
摘
さ
れ
た
｡

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ
｢
経
済
成
長
-
グ
ロ
ー

パ
リ
ぜ
I
シ
ョ
ン
の
光
と
影
1
｣
で
取
り

上
げ
ら
れ
た
地
域
格
差
の
問
題
で
は
､
イ

ン
ド
で
は
1
9
9
7
年
か
ら
2
0
0
1
年

の
間
に
､
比
較
的
に
富
め
る
5
つ
の
州
で

は
男
女
の
格
差
で
改
善
が
見
ら
れ
た
が
､

他
の
州
で
は
格
差
は
深
刻
な
ま
ま
で
あ
る
､

と
の
報
告
が
な
さ
れ
た
o
ま
た
､
イ
ン
ド

の
子
ど
も
た
ち
の
3
分
の
-
が
低
体
重
児

で
あ
り
､
こ
れ
は
母
親
へ
の
教
育
や
識
字

率
の
問
題
､
社
会
的
格
差
が
背
景
に
あ
り
､

地
方
で
特
に
顕
著
で
あ
る
｡
ま
た
都
市
部

で
は
家
庭
内
暴
力
が
深
刻
化
し
て
い
る
と

い
う
｡
ま
た
､
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ
｢
経
済
成
長

･

6
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グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
光
と
影

(読

き

)
I
社
会
的

･
経
済
的
な
格
差
の
拡
大

に
見
る
弱
者
と
リ
プ
ロ
ダ
ウ
テ
ィ
プ

･
ヘ

ル
ス
/
ラ
イ
ツ
-
｣
で
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ

ー

シ
ョ
ン
の
拡
大
に
伴
い
社
会
的
格
差
が

拡
大
す
る
中
で
､
若
年
の
;
-
∨
/
エ
イ

ズ
感
染
､
ド
ラ
ッ
グ
の
使
用
､
レ
イ
プ
､

家
庭
内
暴
力
､
喫
煙
､
自
殺
率
が
増
加
の

傾
向
に
あ
り
､
失
業
問
題
､
早
期
出
産
に

よ
る
高
い
死
亡
率
､
低
い
避
妊
実
行
率
と

い
っ
た
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
｡

ア
ジ
ア
の
思
春
期
の
年
齢
層
は
今
後
ま

す
ま
す
増
え
続
け
､
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ

ョ
ン
の
影
響
を
最
も
受
け
や
す
い
｡
若
者

を
こ
う
し
た

リス
ク
か
ら
守
る
た
め
に
は
､

適
切
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
､
情
報
を
提

供
し
､
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
ヘ
ル
ス
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
､

と
の
提
言
が
な
さ
れ
た
｡

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅳ
｢
経
済
成
長
､
資
源
制

約
を
超
え
て
ー
淡
水
資
源
､
食
料
生
産
､

自
然
環
境
を
中
心
に
-
｣
で
は
､
辻
井

博

･
石
川
県
立
大
教
授
が
リ
ソ
ー
ス

･
パ

ー
ソ
ン
を
務
め
､
資
源
の
過
剰
消
費
に
よ

る
土
壌
の
悪
化
､
水
質
汚
染
､
地
球
の
温

暖
化
､
水
不
足
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
､

具
体
的
な
事
例
と
数
値
を
用
い
て
講
演
を

行
い
､
自
然
資
源

･
環
境
問
題
に
警
鐘
を

鳴
ら
し
た
｡
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
相
村
議

員
も
水
資
源
の
問
題
に
つ
い
て
積
極
的
な

提
言
を
行
い
､
水
憲
章
な
ど
国
際
的
な
共

有
財
に
対
す
る
各
国
の
守
る
'{
き
基
準
を

作
ら
な
け
れ
ば
今
後
地
域
の
安
全
保
障
に

吉
影
響
を
及
ぼ
す
と
述
べ
た
｡

会
議
を
総
括
す
る
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

ル

･
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
レ
ム
リ
ヤ
議
員
の
下
､
中
国
､
イ
ン

ド
､
日
本
､
韓
国
､
二
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
代
表
議
員
が
パ
ネ
リ
ス
ト
を
務
め
､
各

国
の
抱
え
る
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
国
会

議
員
と
し
て
の
提
言
を
行
っ
た
｡
日
本
か

ら
は
横
井
議
員
が
講
演
を
行
い
､
｢
一
人

一

人
が
働
い
て
食
べ
て
い
け
る
社
会
を
作
る

こ
と
が
開
発
の
基
本
で
あ
る
｣
と
主
張
し
､

狭
い
農
地
に
多
く
の
人
が
暮
ら
し
て
い
る

ア
ジ
ア
の
共
通
性
を
踏
ま
え
た
発
言
は
多

く
の
共
感
を
得
､
日
本
の
人
口
と
開
発
分

野
で
の
積
極
的
な
姿
勢
は
ア
ジ
ア
各
国
代

表
の
高
い
評
価
と
支
持
を
得
た
0

2
日
間
に
わ
た
る
会
議
の
中
で
グ
ロ
ー

パ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
が

検
討
さ
れ
､
数
多
く
の
課
題
が
浮
き
彫
り

に
さ
れ
た
ガ
､
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
只
中
に
あ
る
現
在
､
そ
の
進
む
方
向
を

予
見
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
｡
そ
の

意
味
で
は

″
こ
う
す
べ
き
〟
と
い
う
方
向

性
が
打
ち
出
せ
た
と
は
い
え
な
い
o
L
か

し
こ
れ
ま
で
問
題
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い

な
か

っ
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
が

人
々
の
価
値
観
な
ど
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
､
取
り
上
げ
ら
れ
た
意
義
は
非
常
に

大
き
い
｡

各
国
の
国
会
議
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
情

を
踏
ま
え
活
発
に
意
見
を
交
わ
し
､
危
機

感
を
共
有
し
､
対
応
策
を
話
し
合
う
中
で
､

国
境
を
越
え
た
力
強
い
連
帯
を
示
し
た
｡

こ
れ
も
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
効
用

の

一
つ
と
い
え
､
今
後
の
人
口
問
題
に
対

す
る
対
処
を
考
え
る
こつ
え
で
宅

一
石
を
投

じ
る
こ
と
が
で
き
た
｡
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プログラム-･---------･--------･---･･---･･---･---･･･---･---･--･
第22回 人口と開発に関するアジア国会議員代表者余弦
グローバル化する社会(=あける人ローアジア･太平洋E:焦点を当てて一

於 :インド･ニューデリー

2006年4月23日 (日)第1日目

開会式

点灯式､国歌斉唱

歓 迎 挨 拶 S.S.シソデイアllAPPD議長 (前連邦財務大臣)

主催者挨拶 中山太郎･衆議院議員･APDA理事長 (元外務大臣)

(樫井新 ･参議院議員･APDA理事･元AFPPD議長 代読)

挨 拶 福田康夫･衆議院議員･AFPPD議長 (元官房長官)

栄 典 授 与

声 明 文 ナフイス･サデイウ･国連事務総長エイズ特使

(ラウシユマン.シン･インド国会議員･AFPPD副議長 代読)

王貿開会挨拶 ソムナット･チャテルジー･インド団会議長

感 謝 の 辞 ラウシユマン･シン･インド国会議員･AFPPD副議長

セtiJ=Jヨツl:ア=}アl=あけるグローパリぜ-=Jヨツと人口転換

一価値観の変化､経済成長､格差拡大､人口構造へのインパクトー

議長 :福田康夫･衆議院議員 (日本)

リソース･パーソン:ジT?イラーム.ラメーシュ･インド商工担当国務大臣

P.K.ホタ･インド保健家族 ･福祉省次官

セツZJヨツH:経済成長-グローバリゼー=Jヨツの光と影一

議員 :桑国衛議員 (中国)

(1)高成長下の社会的疎外-1つのパラドクスー

リソース･パーソン :ビナ･アガルウル教授 ･経済成長研究所

(2)都市農村問の格差拡大-インド農村の女性に焦点を当てて-

リソース･パーソン:シフ･クマル･UNIC[Fコンサルタント

(3)グローバリゼーションと若者

議長 :マレ二一･スカぺジョウオラキット上院議員･AFPPD事務総長 (タイ)

リソース･パーソン:ウシム･ザマン･UNFPA-CST局長

シヤルタ･ジェイン博士･インド医療協会

2006年4月24日 く用)第2日百

七til=Jヨツ川:経済成長･グロー/TIJtf-EJヨツの光と影 (続き)
一社会的･経済的な格差の拡大に見る弱者とリプロダクティフ･ヘルス/ライツー

議長:ライオネル･プレマシリ議員 (スリランカ)

リソース･パーソン:マドゥ･バラ･ナート･lPPF南アジア地域局長

プロナプ･セン博士 ･インド政府計画委員会主任アドJでイザー

セツ=JヨンIV:経済成長､資源制約を超えて｢淡水資源､食料生産､白市環境を中心に一

議長 :リナ･パール議員 (マレーシア)

リソース･パーソン:辻井博･石川県立大教授

アブサL'･シャリフ博士･インド首相ハイレベル委員会事務局長

t=ツ=JヨツV:ラウンドテーブル･ディスカッションー持続可能な開発に向かって一

議長 :ギルバート･シーザー･レムリヤ議員 (フィリピン)

パネリスト:樫井新 ･参議院議員 (日本)､ラウシュマン･シン議員 (インド)

スティープ･チャドウイック議員 (ニュージーランド)

桑園衛議員 (中国)､リー･ヘ一･テン議員 (韓国)

閉会式

閉会挨拶 慢井新･参議院議員･APDA理事

挨 拶 ウシム･ザマン･UNFPA-CST局長

挨 拶 マドゥ･パラ･ナート･肝F南アジア地域代表

挨 拶 S.S.シソデイア･lAPPD議長

告別挨拶 K.ラフマーン･カーン･インド上院議長

感謝の辞 ラヴラ･チャンドラ･スカー･レディ･インド国会議員
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APDA会報

第 22 讃鱒 会養
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

主催者挨拶
理事長 中山 太郎 衆議院議員

代 読

横井 新 参議院議員

(APDA理事 ･AFPPD元議長)●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
本
日
は
､
第
22
回
人
口
と
開
発
に
関
す

る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
に
ご
参

集
賜
り
､
厚
く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
｡

中
山
理
事
長
に
代
わ
り
ご
あ
い
さ
っ
申
し

上
げ
ま
す
｡

こ
こ
イ
ン
ド
は

｢
人
口
と
開
発
に
関
す

る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

(A
F
P
P

D
)｣
設
立
の
地
で
あ
り
ま
す
｡
A
F
P
P

D
初
代
議
長
の
佐
藤
隆
先
生
と
と
も
に
イ

ン
ド
の
JJr
ッ
タ
ー
ル
上
院
議
員
が
A
LI
P

p
D
設
立
の
原
動
力
で
あ
り
､
大
き
な
柱

で
あ
っ
た
こ
と
は
､
ア
ジ
ア
の
人
口
と
開

発
に
関
す
る
国
会
議
員
活
動
に
関
わ
り
を

持
つ
者
に
と
っ
て
決
し
て
忘
れ
得
ぬ
こ
と

で
あ
り
ま
す
｡

ま
た
こ
こ
イ
ン
ド
は
日
本
人
に
と
っ
て

特
別
な
意
味
を
持
つ
土
地
で
も
あ
り
ま
す
｡

日
本
人
の
多
く
に
と
っ
て
今
宅
精
神
的
支

柱
･U
な
っ
て
い
る
仏
教
を
開
い
た
釈
尊
の

生
ま
れ
た
土
地
で
す
｡
そ
し
て
､
日
本
人

の
多
く
TdI
ィ
ン
ド
独
立
の
父
で
あ

る
マ
ハ

ト
マ

･
ガ
ン
ジ
ー
に
敬
愛
の
念
を
抱
き
続

け
て
お
り
ま
す
｡

こ
の
よ
う
に
歴
史
的
に
も
､
議
員
活
動

の
面
で
も
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
ロ

･
開
発

協
会

(A
P
D
A
)
､
A
F
P
P
D
と
深
い

か
か
わ
り
の
あ
る
イ
ン
ド
で
､
第
22
回
A

p
D
A
会
議
を
開
催
で
き
主
催
者
と
し
て

大
変
喜
ば
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
｡

今
回
の
テ
ー
マ
は

｢グ
ロ
ー
バ
ル
化
す

る
社
会
に
お
け
る
人
口
-
ア
ジ
ア
太
平
洋

に
焦
点
を
当
て
て
-
｣
で
す
.
今
､
グ
ロ

ー
バ

リゼ
ー
シ
ョ
ン
が
世
界
中
で
進
展
し

て
い
ま
す
.
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は

情
報
通
信

(-
T
)
と
経
済
の
分
野
で
急

速
に
拡
大
し
て
い
ま
す
｡
例
え
ば
-
丁
分

野
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り

世
界
中
の
情
報
を
世
界
の
ど
こ
に
い
て
も

入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
し
､
経
済
の
面
で
宅

｢ヒ
ト
｣
｢モ
ノ
｣

｢
カ
ネ
｣
の
全
て
の
面
で
国
境
の
枠
を
越
え

相
互
依
存
が
大
き
く
拡
大
し
て
い
ま
す
｡

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
世
界
を
覆

い
尽
く
す
巨
大
怠
潮
流
と
し
て
私
た
ち
の

生
活
を
大
き
く
変
化
さ
せ
て
い
る
の
で
す
｡

こ
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
強
い

も
の
が

1
人
勝
ち
を
す
る
と
い
う
側
面
を

持

っ
て
い
ま
す
O
情
報
の
面
で
は
娯
楽
を

中
心
と
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
発
信
し
て
い

る
欧
米
の
影
響
力
が
強
ま
り
､
そ
の
価
値
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観
や
近
代
的
ilL15価
値
観
が
世
界
を
圧
倒
し

て
き
て
お
り
ま
す
し
､
経
済
の
面
か
ら
見

て
も
利
益
の
ほ
と
ん
ど
は
ご
く
少
数
の
勝

者
の
許
に
集
中
し
ま
す
｡

そ
の
結
果
､
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

中
で
､
社
会
的
に
も
経
済
的
に
も

｢
勝
ち

組
｣
と

｢
負
け
組
｣
の
格
差
が
拡
大
し
､

地
域
的
に
も
都
市
と
農
村
の
格
差
を
拡
大

さ
せ
て
い
ま
す
｡

こ
の
よ
う
な
中
で
社
会

的
弱
者
は
ど
ん
ど
ん
と
社
会
の
片
隅
に
追

い
や
ら
れ
､
教
胃
や
家
族
計
画
機
材
な
ど

の
利
用
機
会
す
ら
失
わ
れ
て
い
き
ま
す
｡

こ
れ
は
人
口
を
支
え
る
食
料
生
産
の
分

野
で
も
同
じ
で
す
｡

一
般
的
に
い
っ
て
､

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
簡
単
に
い
え

ば
､
市
場
で
売
れ
る
も
の
を
作
ら
な
け
れ

ば
農
業
が
成
り
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
を

意
味
し
ま
す
｡
地
域
の
環
境
に
適
合
し
た

伝
統
的
な
作
物
で
あ

っ
て
宅
国
際
的
な
市

場
性
を
持
た
な
け
れ
ば
､
収
入
に
は
な
り

ま
せ
ん
｡

こ
の
よ
う
な
作
物
を
作
る
た
め
に
世
界

の
穀
倉
地
帯
で
は
地
下
水
の
過
剰
揚
水
や

化
学
肥
料
の
過
剰
施
肥
､
傾
斜
地
に
お
け

る
森
林
伐
採
と
耕
作
が
引
き
起
こ
す
土
壌

流
出
な
ど
､
持
続
可
能
性
の
な
い
農
業
が

進
展
し
て
い
ま
す
｡
こ
の
よ
う
に
グ
ロ
ー

バ
リ
ぜ
I
シ
ョ
ン
は
格
差
を
拡
大
し
､
環

境
負
荷
を
増
大
さ
せ
､
食
料
の
安
全
保
障

を
脅
か
し
て
い
る
の
で
す
｡

し
か
し
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
は

異
な
っ
た
側
面
も
あ
り
ま
す
O
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
､
経
済
の
寡
占
化
や
持

続
的
で
な
い
農
業
の
促
進
な
ど
の
問
題
を

作
り
出
す

一
方
､
多
様
性
や
新
た
な
機
会

を
作
り
出
し
て
モ
い
る
の
で
す
｡

例
え
ば
､
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
で
､

こ
れ
ま
で
世
界
の
情
報
に
触
れ
る
機
会
が

な
か

っ
た
人
々
が
情
報
に
触
れ
る
こ
と
で

世
界
の
現
実
を
理
解
し
､
新
し
い
変
化
の

主
体
と
な

っ
て
き
て
い
ま
す
｡

ビ
ジ
ネ
ス

の
面
で
も
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
産
業
な
ど
､
か

っ
て
想
像
も
つ
か
な
か

っ
た
分
野
が
産
業

の
牽
引
力
と
な

っ
て
い
ま
す
し
､
価
値
観

の
面
で
も
欧
米
の
巨
大
な
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
が
世
界
を
席
巻
す
る
と
同
時
に
､

日
本
で
も
､
こ
れ
ま
で
見
る
こ
と
の
で
き

な
か

っ
た
イ
ン
ド
の
芸
能
な
ど
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
O

農
業
の
分
野
で
ilj
持
続
的
で
沿
い
農
業

が
大
規
模
に
進
展
し
て
い
る

一
方
で
､
現

在
で
は
ま
だ
市
場
規
模
と
し
て
は
僅
か
な

宅
の
で
す
が
､
先
進
国
の
消
費
者
は
有
機

農
法
の
農
業
や
こ
れ
ま
で
市
場
に
出
回
る

こ
と
の
な
か
っ
た
在
来
品
種
な
ど
に
新
し

い
価
値
を
見
出
し
､
環
境
保
護
的
な
農
業

や
､
生
産
者
の
顔
の
見
え
る
農
業
に
関
心

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
｡

こ
れ
ら
の
全
て
の
側
面
が
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
で
あ
り
､
そ
の
影
響

は
非
常
に
多
様
な
領
域
に
及
ん
で
い
る
の

で
す
｡
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
は
大
き

な
潮
流
で
す
o
し
か
し
な
が
ら
､
そ
の
流

れ
は

一
方
向
だ
け
の
流
れ
で
は
な
い
の
で

す
｡さ
ら
に
､
こ
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
は
経
済
や
情
報
の
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず

価
値
観
の
変
化
を
引
き
起
こ
し
､
婚
姻
や

出
生
行
動
の
変
化
と
い
う
形
で
人
口
問
題

に
も
直
接
的
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
o
私
ど
宅
が
(Ln
国
A
p
D
A
会
議
の
テ
ー

マ
を

｢グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
に
お
け

る
人
口
｣
と
し
た
理
由
が
こ
こ

にあ
り
ま

す
｡
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
､
人
口

10
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問
題
の
解
決
と
持
続
可
能
な
開
発
の
実
現

と
い
う
私
た
ち
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
は
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
テ
ー

マ
で
あ
り
､
直
接
人
々
の
行
為
を
変
化
さ

せ
る
吉
の
で
あ
り
な
が
ら
､
充
分
に
そ
の

実
態
が
把
握
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ

ん
｡こ
の
問
題
に
私
た
ち
国
会
議
員
は
ど
の

よ
う
に
対
処
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
O

″

た
だ
死
ぬ
た
め
だ
け
に
生
ま
れ
て
き
た

と
い
わ
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
あ
っ
て
は
怠

ら
な
い
〟
こ
れ
は
A
F
P
P
D
の
理
念
で

す
O
こ
の
よ
う
な
悲
惨
沿
状
況
を
な
く
す

た
め
に
は
､
各
々
の
国
の
自
然
環
境
と
調

和
し
た
生
活
を
可
能
に
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル

な
協
力
が
最
古
大
切
な
こ
と
で
あ
ろ
う
と

思
い
ま
す
.
働
け
る
も
の
は
皆
が
働
い
て
､

子
ど
も
た
ち
を
育
て
､
教
育
を
し
､
老
人

や
心
身
の
障
害
を
持
つ
弱
者
を
支
え
な
が

ら
生
き
て
い
け
る
社
会
を
作
る
こ
と
が
私

た
ち
の
目
標
で
あ
る
と
思
い
ま
す
o

先
日
､
ベ
ト
ナ
ム

･
ト
ゥ
エ
ン

･
ク
エ

ン
省
シ
ュ
ワ
ン
バ
ン

･
コ
ミ
ュ
ー
ン
を
訪

問
し
ま
し
た
｡
そ
こ
で
は
村
の
竹
材
を
利

用
し
た
割
り
箸
作
り
が
重
要
な
農
外
収
入

と
な
っ
て
お
り
､
最
も
解
り
や
す
い
有
効

な
智
恵
だ
と
感
動
い
た
し
ま
し
た
｡
具
体

的
な
対
策
を
積
極
的
に
と
り
な
が
ら
､
将

来
に
禍
根
を
残
さ
な
い
よ
う
に
､
私
た
ち

国
会
議
員
が
智
恵
と
力
を
出
し
合
い
協
力

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
｡

私
ど
宅
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
□

･
開
発

協
会
は
､
ア
ジ
ア
の
人
口
と
開
発
に
関
す

る
国
会
議
員
活
動
を
支
援
で
き
る
こ
と
を

誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
｡

今
回
の
会
議
で
熱
心
な
討
議
が
行
わ
れ
､

こ
れ
を
機
会
に
､
こ
れ
か
ら
の
ア
ジ
ア
の

人
口
と
持
続
可
能
な
開
発
問
題
を
解
決
に

向
け
る
う
え
で
有
意
義
な
視
点
と
成
果
が

生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
て
お
り
ま

す
｡



●●●●●●●●●●●●●●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

挨
拶衆
議
院
議
昌K
･
A
LL
P
P
D
議
長

福
田

康
夫

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

第
22
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア

国
会
議
員
代
表
者
会
議
に
ご
参
集
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
｡
ま
た
会
議
を
ホ

ス
ト
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

｢
人
口
と
開

発
に
関
す
る
イ
ン
ド
議
連

(-
A
P
P
D
)｣

な
ら
び
に
､
｢財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
□

･
開

発
協
会

(A
P
D
A
)｣
に
心
よ
り

御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
｡

私
は
､
昨
年
11
月
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ

ャ
カ
ル
タ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

〟人
口
と

開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

(A
F
P
P
D
)
大
会
〟

で
谷
津
義
男
前
議

長
の
後
任
と
し
て
､
第
4
代
目
の
A
F
P

p
D
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
｡

不
日
は
第
2
代
議
長
を
務
め
ら
れ
､
A

F
P
P
D
活
動
を
多
く
発
展
さ
せ
ら
れ
た

棲
井
新
先
生
も
､
主
催
者
で
あ
る
A
p
D

A
代
表
と
し
て
ご
参
加
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
､
今
後
､
こ
れ
ま
で
先
人
の
築
き
上
げ

ら
れ
た
実
績
を
活
か
し
'
ア
ジ
ア

･
太
平

洋
地
域
の
人
口
と
持
続
可
能
な
開
発
問
題

の
解
決
に
向
け
て
､
微
力
な
が
ら
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
念
願
い
た
し
て

お
り
ま
す
｡
こ
の
席
を
お
借
り
し
て
､
心

よ
り
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
｡
こ
こ
イ
ン
ド
は
皆
様
ご
存
知
の
通
り
A

F
P
P
D
設
立
の
地
で
す
｡
A
F
P
P
D

の
最
初
の
大
会
は
1
9
8
4
年
に
､
こ
こ

ニ
ュ
ー
デ

リ
ー
で
開
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リ
で
す
｡
こ
の
カ
イ
ロ
会
議
で
人
口
を
単

独
で
捉
え
る
の
で
は
な
く
､
持
続
可
能
な

開
発
の
文
脈
の
中
で
捉
え
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
い
う
観
点
が
強
く
打
ち
出
さ
れ

ま
し
た
｡

私
た
ち
の
先
輩
の
国
会
議
員
は
､
そ
の

10
年
右
前
に

〟人
口
問
題
を
持
続
可
能
aL15

開
発
の
文
脈
の
中
で
考
え
る
〟

と
い
う
現

在
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
基
本
的
な
理
念

を
国
際
的
に
打
ち
出
し
､
先
鞭
を
つ
け
た

の
で
す
.
こ
の
よ
う
な
先
見
性
を
示
し
て

く
れ
た
先
輩
国
会
議
員
に
改
め
て
敬
意
を

表
し
た
い
と
思
い
ま
す
｡

こ
の
20
年
間
の
ア
ジ
ア
の
変
化
は
目
覚

し
く
､
公
衆
衛
生
の
面
で
宅
大
き
な
進
展

が
あ
り
ま
し
た
し
､
ま
ず
初
め
に
N
-
E

s
､
続
い
て
A
S
E
A
N
､
そ
し
て
現
在

で
は
B
R
I
C
S
と
し
て
ア
ジ
ア
の
国
々

が
次
々
と
世
界
経
済
の
牽
引
車
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
｡
こ
の
成
果

は
人
口
問
題
に
も
反
映
さ
れ
､
多
く
の

国
々
で
乳
児
死
亡
率
の
低
下
を
は
じ
め
と

す
る
死
亡
率
の
低
下
と
平
均
余
命
の
急
速

克
増
加
が
見
ら
れ
ま
し
た
O

こ
の
よ
う
な
中
で
人
口
安
定
化
に
最
も

大
き
沿
影
響
力
を
持
つ
の
か
出
生
で
す
.

特
に
大
事
な
指
標
は
1
人
の
女
性
が
生
涯

に
産
む
子
ど
も
の
数
で
あ
る
T
F
R
で
す
｡

ア
./[71
ア
域
内
で
､
最
も
劇
的
な
変
化
を
遂

げ
た
の
は
イ
ラ
ン
で
1
9
8
0
年
頃
に

6
･
63
人
で
あ
っ
た
T
F
R
が
2
0
0
0

年
に
は
2
･
47
に
ま
で
急
減
し
ま
し
た
｡

続
い
て
､
モ
ン
ゴ
ル
が
5
･
74
か
ら
2
･

45
へ
､
ベ
ト
ナ
ム
は

4
･50か
ら
2
･
32

へ
と
大
き
く
変
化
し
た
の
で
す
｡

そ
の

一
方
で
残
念
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
変

化
し
て
い
な
い
国
々
も
あ
り
ま
す
O
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
で
TdI(Ln
な
お
そ
の
T
F
R
は

7
･
48
に
達
し
､
ア
フ
ガ
ン
紛
争
の
後
遺

症
に
よ
り
国
家
再
建
が
容
易
に
進
展
し
な

い
中
で
､
多
く
の
女
性
が
望
ま
な
い
妊
娠

を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
｡
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
ほ
ど
極
端
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ガ
､
ま
だ

ま
だ
T
F
R
が
4
以
上
の
国
吉
数
多
く
存

在
し
､
こ
れ
ら
の
国
で
は
人
口
増
加
が
環

境
劣
化
や
食
料
生
産
に
対
し
て
強
い
圧
力

を
加
え
､
そ
の
対
策
が
緊
急
の
課
題
と
な

っ
て
お
り
ま
す
｡

ま
た

l
方
､
韓
国
､
日
不
､
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
な
ど
で
は
そ
の
T
LI
R
が
-
･
40
を

下
回
り
､
人
口
を
維
持
す
る
の
に
必
要
な

2
･
05
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
｡
こ

れ
は
長
期
的
に
は
人
口
規
模
の
減
少
を
引

き
起
こ
し
ま
す
｡
そ
れ
以
前
に
､
人
口
構

造
の
変
化
を
引
き
起
こ
し
､
少
子
高
齢
化

が
将
来
の
財
政

･
社
会
保
障
な
ど
政
策
的

に
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
｡
し

か
し
こ
れ
は
､
人
口
の
爆
発
的
増
加
を
抑

制
す
る
過
程
で
､
避
け
る
こ
と
の
で
き
な

い
速
で
も
あ
り
ま
す
｡

A
F
P
P
D
の
活
動
が
始
ま
っ
て
以
来
､

こ
の
25
年
間
に
ア
ジ
ア
の
人
口
は
26
億
3

0
0
0
万
人
か
ら
約
39
億
人
へ
と
増
加
し

ま
し
た
｡
39
億
人
と
い
う
人
口
は
1
9
7

4
年
頃
の
世
界
人
口
に
相
当
し
ま
す
｡
増

え
続
け
る
人
口
を
こ
の
地
球
が
無
限
に
支

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
､

自
明
の
こ
と
で
す
o
そ
の
中
で
人
口
が
増

加
し
続
け
れ
ば
､
人
間
ら
し
い
生
活
も
で

き
ず
､
社
会

･
経
済
発
展
の
果
実
を
享
受

す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
｡
人
口
が
増
加

を
続
け
る
中
で
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
っ

た
と
し
て
も
､
持
続
可
能
な
社
会
実
現
は

あ
り
え
ず
､
飢
餓
に
さ
い
な
ま
れ
な
が
ら

人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
持
て
な
い
生
活
を

13



強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
o

人
口
増
加
抑
制
へ
の
努
力
な
く
し
て
､

未
来
へ
の
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
は
､
改
め
て
確
認
し
て
お
く
べ
き
で

す
｡
私
た
ち
は
持
続
可
能
(1LTd社
会
萱
実
現

す
る
た
め
に
必
要
と
な
る

l
つ
の
ス
テ
ッ

プ
を
乗
り
越
え
つ
つ
あ
り
､
次
の
ス
テ
ッ

プ
へ
入

っ
て
来
て
い
る
の
で
す
o

こ
の
成

果
を
築
き
上
げ
た
先
人
た
ち
の
努
力
に
深

い
感
謝
を
捧
げ
た
い
と
思
い
ま
す
｡

ま
た
日
本
や
韓
国
な
ど
が
直
面
し
て
い

る
急
速
な
少
子
化
も
ま
た
､
中

･
長
期
的

に
見
て
社
会
に
困
難
を
も
た

ら
し
ま
す
か

ら
､
そ
れ
に
対
す
る
適
切
な
対
策
を
と
る

こ
と
が
重
要
で
す
O
特
に
､
子

ど
tD
を
持

ち
た
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
持
て
な
い
若
い

人
た
ち
､
に
子
ど
も
を
持
て
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
O

こ
の
よ
う
に
ア
ジ
ア
に
お
け
る
先
人
た

ち
の
努
力
が
実
り
､
ア
ジ
ア
の
人
口
問
題

は
大
き
く
前
進
し
て
い
ま
す
｡

そ
の
結
果

と
し
て
人
口
の
様
相
は
非
常
に
多
様
な
宅

の
と
な

っ
て
お
り
ま
す
が
､
こ
の
各
国
が

お
か
れ
た
条
件
の
中
で
適
切
な
努
力
を
行

う
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
す
｡

今
回
の
テ
ー
マ
は

｢グ
ロ
ー
バ
ル
化
す

る
社
会
に
お
け
る
人
ロ
ー
ア
ジ
ア
太
平
洋

に
焦
点
を
当
て
て
ー
｣
で
す
｡
こ
こ
イ
ン

ド
は
現
在
の
世
界
経
済
の
牽
引
車
で
あ
る

B
R
-
C
s
の
構
成
国
と
し
て
､
ま
た
-

T
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
拠
点
と
し
て
､
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
う
え

で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
C
ご

存
知
の
通
り
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は

-
丁
･
経
済
の
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
を
始
め
と

し
て
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
を
大
き
く

変
化
さ
せ
､
私
た
ち
の
社
会
は
経
済
の
面

で
も
情
報
の
面
で
も
か
つ
て
な
い
ほ
ど
相

互
依
存
を
強
め
て
い
ま
す
｡

こ
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
大
き

な
影
響
を
私
た
ち
の
世
界
に
与
え
ま
す
が
､

そ
の
最
も
大
き
な
影
響
は
､
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
伴

っ
て
人
々
の
考

え
方
や
行
為
が
急
速
に
変
化
し
て
い
る
こ

と
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
｡
そ
し
て
､
こ

の
変
化
は
人
口
問
題
に
対
し
て
も
直
接
的

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
o
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
の
今
後
を
予
測
す
る
こ
と
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
｡
し
か
し
こ
の
発
展

著
し
い
イ
ン
ド
で

｢グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る

社
会
に
お
け
る
人
口
｣
を
テ
ー
マ
に
会
議

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
､
今
後
の
私
た
ち

の
進
む
べ
き
途
を
考
え
る
う
え
で
も
非
常

に
有
意
義
克
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
｡

私
た
ち
は
政
治
家
と
し
て
政
治
の
判
断
に

責
任
を
持
っ
て
お
り
ま
す
｡
そ
し
て
今
の

判
断
の

l
つ
L
つ
が
未
来
萱
作
る
の
で
す
｡

皆
様
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
え
て
､
会

議
が
成
功
い
た
し
ま
す
こ
と
を
確
信
い
た

し
て
お
り
ま
す
｡

14
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

閉
会
挨
拶

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
□
･
開
発
協
会
理
事

参
議
院
議
員

横

井

新

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

第
22
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア

国
会
議
員
代
表
者
会
議
を
､
皆
様
方
の
熱

心
な
ご
協
力
の
お
か
げ
で
成
功
裏
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡

ま
た
講
師
の
先
生
方
に
は
卓
越
し
た
ご

講
演
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
｡
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
｡

今
回
の
会
議
は

｢グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
と
人
口
｣
を
テ
ー
マ
に
開
催
い
た
し

ま
し
た
｡
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
世

界
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
地
域
に
影
響
を
与

棲井 新 参議院議 員(さくらい

しん) え､社会の制度

や人々の考え方を大きく変えつつあ

ります｡グローバリゼーションは

世界経済を活性化し､これまで世界の情報に緑のなかった人々に世界の情報を知る機会を与え､新たなどジネr<チャンスを生み出して

います｡それと同時に､強者がそ

の富を独占し､社会的な弱者はこれまでより以上にその進歩から取り残されています｡農業生産は市場性を持つ､限られた商品作物に特化し､その生産に適切な環境条件を持たない地域でも､無理な生産が行われて

います.その結果､新規耕地の開

拓に伴い丘陵地では土壌流出が起こり､またこれまで世界の穀倉地帯とされてきた地域でも､地下水の過剰揚水などの深刻な問題を引き起こしています.大きな利益を生み出している反面､その影で大きな代償も生み出しているのです｡私たちAFPPDの精神は〟ただ死ぬためだけに生まれてくる子ど吉があってTはおらない

″
と
い

う

l
個
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

こ
の
人
々
が
誇
り
を
持
っ
て

､
自
信
を

持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
を

作
る
た
め
に
こ
そ
､
国
際
協
力
が
な
け
れ

ば
怠
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
｡

今
回
グ
ロ
ー
バ
リ
ぜ
I
シ
rTlン
の
大
き

克
牽
引
力
と
し
て
世
界
的
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
こ
こ
イ
ン
ド
で
､
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ
に
第
22
回
人
口
と

開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者

会
議
を
開
催
で
き
た
こ
と
は
､
主
催
者
と

し
て
こ
の
う
え
沿
い
喜
び
で
し
た
｡

各
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
卓
越
し
た
報
告
を
行

っ
て
く
だ
さ
っ
た
リ
ソ
ー
ス
･
パ
ー
ソ
ン

の
先
生
方
､
そ
し
て
活
発
な
討
議
を
行
っ

て
く
だ
さ
っ
た
各
国
国
会
議
員
の
皆
様
に

は
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
｡
こ
の
討
議
が
帰
国
さ
れ
て
か
ら
皆
様
方
の

手
で
､
各
国
の
人
口
と
開
発
政
策
に
反
映
さ

れ
る
こ
と
を
心
よ
り
念
願
し
て
お
り
ま
す
｡

来
年
は
ア
ジ
ア
人
□

･
開
発
協
会
設
立

25
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
と
な
り
ま
す
.

こ
の
年
に
改
め
て
皆
様
と
お
会
い
で
き
る

こ
と
を
楽
し
み
に



柏村議員 APDA会議を語る
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院
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武
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A
P
D
A
会
誌
に
参
加
さ
れ
た
柏
村
参
議

院
議
員
に
､
会
議
の
印
象

･
成
果
な
ど
に

つ
い
て
伺

っ
た
｡

(聞
き
手

楠
本

修
)

柏
村
議
員

A
p
D
A
会
議
に
は
初
め
て
参
加
し
た

が
､
参
加
国
が
20
カ
国
と
規
模
も
大
き
く
､

非
常
に
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
素
晴

ら
し
い
会
議
だ

っ
た
｡
今
回
の
テ
ー
マ
は

｢
グ

ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
に
お
け
る
人

口
｣
と
い
う
こ
と
で
､
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
と
人
口
を
め
ぐ
る
最
初
の
会
議
で

あ

っ
た
と
聞
く
｡
こ
れ
か
ら
の
政
策
を
考

え
る
う
え
で
極
め
て
有
意
義
訟
問
題
設
定

で
あ
っ
た
と
思
う
｡

グローバリゼーションは-T技術革新､選択肢の拡大､効率化といったプラスの側面を持つ一方､社会格差の増大､環境破壊､市場競争力のある商品作物への特化といったマイ

ナス部分を引

き起こしているoその柏村 武昭

参議院議員(かしむら たけ

あき)1944年生まれ｡早稲田大学卒
築後､テレビキャスター､司会､ラジオ

パーソナリティーとして35年間活躍｡2001年第19回参議院通常選挙

に広島選挙区から初当選｡現在､総
務委員会委員､行政監視委員会委員

､憲法調査会委員､政府開発援助 (
ODA)等に関する特別委員会委員

等｡ 影響は､各国の置かれた状況に

よって大きく異なってくる｡その意味でもそれぞれ環境の違う各国の代表者である国会議員の発言は非常に説得力があり､各国の事情を聞く良い機

会だった｡開催国インドは､最低

開発国に分類されるバングラデシュより国内総生産(GDP)が大きいにモかかわらず

､
乳
児
死



APDA会議

示
し
て
お
り
､
人
口
増
加
を
減
ら
し
た
い

イ
ン
ド
の
よ
う
な
国
と
､
出
生
率
低
下
に

悩
む
日
本
の
よ
う
な
国
の
間
で
ど
う
整
合

性
を
と

っ
て
い
く
か
､
そ
こ
が
大
き
な
課

題
で
あ
る
｡
全
体
と
し
て
見
れ
ば
人
口
増

加
を
抑
制
し
た
い
イ
ン
ド
の
中
で
宅
､
イ

ン
ド
北
東
部
出
身
の
議
員
か
ら
､
彼
の
部

族
が
少
数
民
族
で
あ
る
た
め
絶
滅
の
危
機

に
あ
り
､
人
口
を
維
持
し
な
い
と
他
の
部

族
の
勢
力
に
負
け
て
し
ま
う
､
と
の
切
迫

し
た
危
機
感
が
述
べ
ら
れ
る
な
ど
､
ア
ジ

ア
の
多
様
性
を
強
く
意
識
す
る
会
議
で
も

あ
っ
た
｡

基
本
と
し
て
い
る
中
で
､
全

体
の
福
利
と

民
族
の
利
益
の
対
立
と
い
う
葛
藤
が
起
き

て
い
る
と
も
い
え
る
｡

楠
本か
つ
て
別
の
会
議
で
､
″

民
主
主
義
と
人

口
問
題
は
原
理
的
に
矛
盾
す
る
面
が
あ
る
〟

と
発
言
し
た
イ
ン
ド
の
議
員
が
い
た
｡
政

府
の
人
口
政
策
に
真
面
目
に
取
り
組
み
､

人
口
抑
制
に
成
功
し
た
州
は
､
人
口
比
率

が
減

っ
て
し
ま
う
た
め
に
議
席
を
失
う
､

と
の
こ
と
だ

っ
た
｡

民
主
主
義
の
中
で
は
､

人
口
政
策
に
対
し
て
努
力
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
､
地
域
の
力
を
失
う
と
い
う
矛
盾
を
は

ら
ん
で
い
る
｡

現
代
社
会
が
民
主
主
義
を

柏
村
議
員

人
口

問
題
は
地
球
規
模
的
な
問
題
の
基

礎
で
､
全
て
の
課
題
の
根
底
に
あ
る
問
題

だ
が
､
ま
さ
し
く
人
が
生
き
て
い
く
と
い

う
こ
と
を
問
わ
れ
る
問
題
だ
と
い
う
こ
と

を
実
感
す
る
｡

ま
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ぜ
I
シ
ョ
ン
の

J
つ

の
側
面
と
し
て
､
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
の
議

員
か

ら
問
題
提
起
が
あ
っ



会
議
で
は
､
H
-
∨
/
エ
イ
ズ
､
自
殺
､

ド
ラ
ッ
グ
､
栄
養
失
調
､
若
年
結
婚
､
フ

リ
ー
セ
ッ
ク
ス
と
い
っ
た
若
者
が
抱
え
る

問
題
も
率
直
に
話
し
合
わ
れ
た
｡
イ
ン
ド

医
療
協
会
の
シ
ャ
ル
ダ

∴
ソ
ェ
イ
ン
さ
ん

の
″

思
春
期
を
ど
う
扱
う
か
〟

に
つ
い
て

の
講
演
に
は
大
変
感
銘
を
受
け
た
｡
こ
の

テ

ー
マ
は
今
後
の
世
界
の
大
き
な
テ
ー
マ

だ
ろ
う
｡
10
歳
か
ら
25
歳
の
年
齢
層
は
世

界
で
15
億
人
お
り
､
彼
ら
が
こ
の
時
期
を

ど
う
過
ご
す
か
で
､
地
球
の
将
来
が
変
わ

る
と
い
う
強
い
印
象
を
受
け
た
｡

ア
ジ
ア
で
は
50
%
の
女
性
が
18
歳
未
満

で
結
婚
し
て
お
り
､
思
春
期
で
結
婚
し
た

場
合
､
母
親
が
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
は
3
､

4
倍
に
も
fiよ
る
と
い
う
o
ま
た
､
知
識
を

持
た
な
い
た
め
に
;
-
∨
/
エ
イ
ズ
に
感

染
し
て
し
ま
う
若
者
も
多
い
｡
デ
リ
ー
で

H
-
∨
陽
性
の
若
者
は
8
0
0
人
､
世
界

で
は
若
者
だ
け
で
も
1
2
0
0
万
人
に
宅

の
ぼ
る
と
い
う
｡
し
か
し
､
ビ
ハ
I
ル
州

の
女
性
の
20
%
し
か
コ
ン
ド
ー
ム
が
エ
イ

ズ
予
防
に
有
効
だ
と
わ
か

っ
て
い
な
い
と

の
こ
と
だ
っ
た
｡
こ
う
し
た
若
者
の
問
題

に
対
応
す
る
に
は
､
家
庭
､
学
校
､
宗
教

教
育
､
と
い
う
3
つ
の
教
育
が
必
要
で
あ

る
と
の
意
見
は
非
常
に
勉
強
に
な

っ
た
O

グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
若
者
に
与
え

る
影
響
は
非
常
に
大
き
く
､
広
が
る
社
会

格
差
の
た
め
､
機
会
を
奪
わ
れ
て
い
る
若

者
も
い
る
｡
こ
う
し
た
問
題
に
対
処
す
る

包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
も
必
要
で
あ
る
｡

環
境
の
面
で
は
､
自
分
が
長
年
主
張
し

て
き
た
水
の
問
題
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
｡

近
年
､
地
下
水
の
水
位
は
毎
年
低
下
し
て

い
る
｡
多
く
の
国
の
農
業
は
地
下
水
に
依

存
し
､
地
下
水
の
揚
水
で
濯
瀧
農
業
を
行

っ
て
い
る
O
日
本
の
よ
う
に
天
水
を
利
用

し
て
水
臼
を
作
り
､
そ
の
水
田
が
ま
た
地

下
水
の
泡
義
に
繋
が
る
と
い
う
循
環
型
農

業
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
な

い
｡
水
は
循
環
し
て
い
る
だ
け
で
無
限
に

あ
る
わ
け
で
は
な
い
O
こ
の
点
に
早
く
気

付
き
､
地
球
全
体
の
財
産
と
し
て
管
理
し
､

大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
怠
ら
な
い
､

と
会
議
で
発
言
し
参
加
者
の
賛
同
を
得
た
｡

バ

ン
グ

ラ
デ

シ

ュ
の
議

員
か

ら
も

｢
我
々
の
危
機
感
を
声
明
文
と
い
う
形
で
出

そ
う
｣
と
い
う
意
見
が
出
て
お
り
､
こ
の

人
□

･
開
発
会
議
か
ら
水
の
問
題
に
つ
い

て
全
世
界
に
提
唱
し
て
い
き
た
い
｡

18

楠
本今
ま
で
､
グ
ロ
ー
バ
リ
ぜ
I
シ
ョ
ン
と

人
口
を
結
び
つ
け
て
考
え
る
こ
と
は
な
か

っ
た
が
､
こ
の
意
義
を
ど
う
見
ま
す
か
｡

柏
村
議
員

食
料
安
全
保
障
も
､
水
の
問
題
も
､
人

口
問
題
が
原
点
で
あ
る
｡
世
界
で

一
番
の

財
産
は
〟

人
〟

で
あ
る
と
思
う
｡
共
生
の

精
神
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
､
地
球
を
維

持
し
､
人
類
が
未
来
永
劫
に
生
き
て
い
く

方
法
で
あ
る
O
そ
の
た
め
の
人
口

･
開
発

会
議
で
あ
り
､
そ
の
意
味
で
も
非
常
に
重

要
な
会
議
だ
.

楠
本今
回
の
会
議
で
は
､
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
矛
盾
す
る
姿
が
取
り
上
げ

ら
れ

た
が
､
政
治
家
と
し
て
､
人
口
問
題
も
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
宅
理
想
を
踏
ま
え

な
が
ら
現
実
に
対
処
し
て
い
く
難
し
さ
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
｡



APDA会報

柏
村
議
員

国
情
に
よ
っ
て
考
え
方
が
異
な
る
中
､

世
界
が
同
じ
よ
う
に
出
生
率
を
整
え
て
い

け
る
か
ど
う
か
｡
こ
れ
は
こ
の
人
□

･
開

発
会
議
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
が
､
言

っ
て
み
れ
ば
こ
れ
は
先
進
国
の
わ
が
ま
ま

の
可
能
性
吉
あ
る
｡
会
議
で
は
世
界
貿
易

機
構

(W
T
O
)
や
京
都
議
定
書
に
つ
い
て

も
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
､
今
は

〟共
生
〟

の
た
め
で
は
な
く
､

〟大
国
の
た
め
″

の
W

T
O
や
京
都
議
定
書
に
な
っ
て
い
る
｡

r

度
解
体
し
て
で
も
､
共
生
の
た
め
の
ル
ー

ル
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
i115い
o

政
府
開
発
援
助

(O
D
A
)
等
に
関
す

る
特
別
委
員
会
の
委
員
だ
が
､
各
回
で
も

援
助
と
自
立
に
つ
い
て
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
.
例
え
ば
ア
フ
リ
カ
で
は
､

米
作
の
た
め
の
田
ん
ぼ
を
作
り
､
自
国
で

コ
メ
を
生
産
す
る
よ
り
も
､
米
を
輸
入
し

た
ほ
う
が
安
い
o

r
見
､
経
済
的
に
い
え

ば
合
理
的
な
よ
う
に
も
見
え
る
が
､
そ
の

国
の
国
民
が
将
来
に
わ
た
っ
て
生
き
て
い

く
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
時
に
は
､
そ
れ

で
は
何
己
本
質
的
な
対
策
に
は
な
ら
な
い
.

自
国
で
作
る
こ
と
が
輸
入
よ
り

も
高
く
つ

い
た
と
し
て
吉
､
そ
の
努
力
を
行
う
こ
と

が
重
要
だ
と
思
う
.
援
助
の
本
質
は
魚
を

あ
げ
る
よ
り
､
魚
を
と
る
綱
を
あ
げ
て
自

助
努
力
を
促
す
こ
と
で
あ
る
｡

日
本
も
食
料
自
給
率
が

40
%
を
切
っ
て

お
り
､
1
0
0
%
を
超
え
て
い
る
英
国
､

フ
ラ
ン
ス
に
比
べ
る
と
著
し
く
低
い
.
日

本
が
こ
の
事
態
を
深
刻
に
受
け
止
め
て
い

な
い
の
は
､
政
治
家
の
怠
慢
で
あ
る
と
思

う
｡
世
界
の
6
割
が
飢
え
て
い
る
と
い
っ

て
も
､
食
料
の
4
割
を
残
し
て
い
る
日
本

人
に
は
信
じ
ら
れ
沿
い
の
が
現
状
だ
｡
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
出
生
率
だ
け
で

な
く
､
さ
ま
ざ
ま
沿
矛
盾
が
あ
ふ
れ
て
い

る
が
､
こ
う
し
た
問
題
を
扱
う
う
え
で
も
､

人
口

･
開
発
に
関
す
る
団
会
議
昌
活
動
は

今
後
よ
り
大
き
な
影
響
力
を
持
ち
､
共
生

の
世
界
を
実
現
す
る
た
め
に
貢
献
し
て
い

か
LLbけ
れ
ば
な
ら
な
い
O

楠
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情視察

試問 賢m -㌍ミ

インド国

ピア･エデュケーターとの対話 4月22

､23日のAPDA会議に引き続き､樫井新･参議院議員､竹本直一･衆議院議員､柏村武昭･参議院議員(いずれも自民党)は､4月25日から27日の3日間にわたりインド国内
の人口･開発事情を視察した｡40
度を超える猛暑の中､デリーでは国際協力機構(J-CA)の無償資金協力事業である医科大学付属小児病院と公開大学を視察｡小児病院の代表からは｢日本からの資金援助のおかげで新病棟も建てられ､設備も整

い､死亡率も

低下した｣との話があった｡インドの場合､患者の農事は家族がまかなうことが普通であるため､1人の患者が入院すると､その付き添いとして家族も病院内にとどまることになる｡高度医療を担う中核病院が限られていることもあり､悪者だけでなく､付き添いの人々で病棟は内外を問わずごった返していた｡それでも視察した日は､日本の国会議員の訪問に備えて､着の身着のままで

煮
炊
き
や
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ら
来
た
患
者
の
家
族
た
ち
を

一
時
的
に
退

去
さ
せ
た
と
聞
い
た
｡
日
本
の
視
察
団
の

た
め
に
患
者
の
家
族
を
退
去
さ
せ
る
の
は

本
末
転
倒
で
あ
り
､
イ
ン
ド
側
の
配
慮
が

実
態
を
覆
い
隠
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
は
残

念
で
あ
っ
た
｡

そ
の
後
､
訪
問
し
た
デ

リー
の
イ
ン
ド

家
族
計
画
協
会

(F
P
A
-
)
の
ヘ
ル
ス

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
､
H
-
∨
/
エ
イ
ズ
予

防
､
安
全
な
出
産
と
中
絶
､
避
妊
と
い
っ

た
若
者
へ
の
啓
発
活
動
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
､
裁
縫
や
タ
イ
ピ
ン
グ
等
の
生
活
技

術
を
若
者
に
指
導
す
る
施
設
を
見
学
し
た
｡

イ
ン
ド
は
国
際
家
族
計
画
連
盟

(-
p
p

F
)
発
祥
の
地
で
あ
り
､
F
P
A
I
も
そ

の
加
盟
組
織
と
な
っ
て
い
る
｡
イ
ン
ド
で

は
年
少
人
口
が
全
人
口
の
40
%
を
占
め
て

お
り
､
F
P
A
-
は
思
春
期
対
策
に
特
に

重
点
を
置
き
､
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
い

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
｡

2
日
日
は
､
デ
リ
ー
か
ら
飛
行
機
で
イ

ン
ド
西
部
に
位
置
す
る
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州

ウ
ダ
イ
プ
ー
ル
へ
移
動
し
た
｡
砂
漠
の
州

で
あ
る
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
の
ウ
ダ
イ
プ
ー
ル

近
辺
は
､
ア
ラ
バ
リ
山
脈
の
中
に
位
置
し
､

岩
肌
の
見
え
る
丘
陵
が
連
な
る
荒
涼
と
し

た
風
景
で
あ
る
O
視
察
団
は
到
着
早
々
国

連
人
口
基
金

(U
N
F
P
A
)
か
ら
ブ
リ

ー
フ
ィ
ン
グ
を
受
け
､
そ
の
ま
ま
山
道
を

片
道
約

1
2
0
加
､
車
で
2
時
間
半
か
け

南
下
し
､
U
N
F
P
A
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

サ
イ
ト
で
あ
る
緊
急
産
科
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

に
到
着
し
た
｡
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
母
子

の
健
康
と
家
族
計
画
の
促
進
を

目
的
と
し
た

″ジ
ャ
ン

･
マ
ン
ガ
ル
プ
ロ
グ

ラ
ム
〟
に
つ
い
て
､
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

た
ち
か
ら
直
接
話
を
聞
い
た
｡
こ
の
セ
ン

タ
ー
ま
で
の
道
中
､
広
域
に
わ
た

っ
て
家

が
点
在
し
て
い
る
様
子
を
実
際
に
見
､
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
が
戸
別
に
訪
問
し
､

村
人
を
会
合
に
集
め
る
苦
労
は
大
空
な

吉

の
だ
ろ
う
と
推
測
し
た
｡

ま
た
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
で
は
､
国
際
協

力
銀
行

(J
B
-
C
)
の
支
援
に
よ
り
､

州
政
府
が
植
林
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
実
施
し

て
い
る
O

こ
の
植
林
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
よ

り
周
辺
井
戸
の
水
位
が
上
昇
し
､
土
壌
の

浸
透
性
や
保
水
能
力
も
向
上
し
､
生
物
多

様
性
だ
け
で
な
く
､
雇
用
創
出
に
も
貢
献

し
て
い
る
と
の
成
果
報
告
を
受
け
た
｡

最
終
日
に
は
､
u
z
LI
P
A
を
含
む
国

連
機
関
と
州
政
府
と
の
共
同
プ
ロ
ジ

工
ウ

ト
で
あ
る
;
-
∨
/
エ
イ
ズ
に
関
す
る
自

発
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
/
検
査
セ
ン
タ
ー

(V
C
T
C
)
を
視
察
し
た
｡
同
セ
ン
タ
ー

で
は
､
村
で
実
際
に
Z
I
∨
/
エ
イ
ズ
予

防
の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
ピ
ア

･

エ
デ

ュ
ケ
ー
タ
ー

(地
域
の
活
動
普
及
員
)

と
視
察
議
員
が
円
座
と
な
り
話
し
合
い
を

行

っ
た
｡
こ
の
地
域
は
イ
ン
ド
を
特
徴
付

け
る
カ
ー

ス
ト
制
度
の
中
に
も
入
る
こ
と
の

で
き
な
い
″

ア
ウ
ト
カ
ー
ス
ト
〟

に
属
す
る

最
下
層
の
人
々
が
多
く
住
む
地
域
で
あ
り
､

文
化
的
に
性
規
範
が
ゆ
る
く
､
ま
た
識
字

率
が
低
い
た
め
､
H
I
V
/
エ
イ
ズ
教
育

が
難
し
い
と
の
話
だ

っ
た
｡
ま
た
季
節
労

働
者
が
多
く
人
口
移
動
が
活
発
な
た
め
､

H
I
V
/
エ
イ
ズ
へ
の
新
規
感
染
率
も
高

く
沿
っ
て
い
る
.

ピ
ア

･
工
デ

ユ
ケ
-

タ
I
は
､
村
の
家

庭
を
訪
問
し
､
そ
れ
ぞ
れ
彼

ら
の
都
合
に

合
わ
せ
て
月
2
回
程
､
75
-
1
0
0
人
を

集
め
て
衛
生
環
境
や
H
-
∨
/
エ
イ
ズ
に

つ
い
て
話
を
し
た
り
､
コ
ン
ド
ー
ム
を
配

布
し
て
い
る
｡
こ
う
し
た
彼
ら
の
活
動
に

21



よ
り
衛
生
面

も
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
り
､
こ

の
セ
ン
タ
ー
に
H
-
∨
検
査
に
来
る
人
の

数
は
増
加
し
て
い
る
と
い
う
｡

ピ
ア

･
工
デ

ユ
ケ
ー
タ
I
は
基
本
的
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
り
､
そ
の
報
酬
は
月

に
1
0
0
ル
ピ
ー

(約
2
ド
ル
)
で
あ
る
｡

た
だ
現
実
的
に
は
彼
女
た
ち
に
と
っ
て
重

要
な
収
入
源
と
も
な
っ
て
お
り
､

〟も
う

少
し
増
額
し
て
欲
し
い
〟
と
の
要
望
が
で

た
｡
こ
れ
に
対
し
横
井
議
員
は

｢
彼
ら
の

継
続
的
な
収
入
源
を
確
保
す
る
た
め
に
､

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
雇
用
創
出
を
図
り
､

所
得
水
準
を
上
げ
て
､
そ
の
分
を
彼
ら
に

回
し
た
ら
い
い
の
で
は
｣
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
た
｡
ま
た
視
察
議
員
団
か
ら
の

｢
あ

な
た
た
ち
の
活
動
は
と
て
も
意
義
の
あ
る

こ
と
で
す
｡
皆
さ
ん
の
努
力
は
必
ず
実
を

結
ぶ
の
で
､
あ
き

ら
め
ず
が
ん
ば

っ
て
く

だ
さ
い
｣
と
の
言
葉
に
､
緊
張
し
た
面
持

ち
だ

っ
た
ピ
ア

･
エ
デ

ュ
ケ
ー
タ
ー
た
ち

か
ら
､
は
に
か
ん
だ
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
た
｡

(恒
川
ひ
と
み
)
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インド国人口 ･開発事情視察日程

4月25日 (火)デリー

●カラウティ･サラン国立小児病院 <JlCA無償資金協力事業>

●インド家族計画協会 (FPAl)クリニック <lPPF加盟協会>

●インド雷内事情ブリーフィング <在インドE]本大使館>

●インディラ･ガンジー国立公開大学 (lGNOU) <JICA無償資金協力事業>

●ラジャスタン州植林プロジェクトブリーフィング <国際協力銀行 (JBIC)>

4月26El(水)ラ=)やユタツ州ウダイプール

●UNFPA活動プリ-フィング<UNFPA>

●緊急産科ケアセンター <UNFPA>

●ジャン･マンガルプログラム (母子保健と家族計画のコミュニティーぺ-スプログ

ラム)<UNFPA>

●植林プロジェクトブリーフィング<ラジャスタン州政府>

4月27日 (木)ラ=)やユタツ州ウダイプール

●H】∨/エイズに関する自発的カウンセリング/検査センター (VCTC)

●チャルカプログラム (H]V/エイズ予防啓発コミュニティーペースプログラム)
<ともに州政府 ･UNFPA･UNDPIUNAIDS･UNIFEM･lLO∫UNICEF･UNODC･

WHO･UNESCO共同プロジェウト>



インド視察

インド

視察報告

衆議院議員

▲直本竹

(財
)
ア
ジ
ア
人
口

･
開
発
協
会

(A

P
D
A
)
が
主
催
す
る
､
イ
ン
ド
国
人

□

･
開
発
事
情
視
察
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
o

イ
ン
ド
は
気
温
43

度
と
い
う
大
変
暑
い

熱
帯
地
帯
｡
連
日
続
く
暑
さ
の
中
､
ヘ
ル

ス
セ
ン
タ
ー
や
イ
ン
デ
ィ
ラ

･
ガ
ン
ジ
I

EB)立
公
開
大
学
な
ど
の
施
設
を
視
察
し
､

各
要
人
と
の
会
談
な
ど
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
､
中
で
宅
印
象
的
だ

っ
た
の

は
カ
ラ
ウ
テ
ィ

･
サ
ラ
ン
国
立
小
児
病
院

で
し
た
｡

こ
の
病
院
は
J
I
C
A
の
無
償

資
金
協
力
で
設
置
さ
れ
た
も
の
で
､
大
空

混
雑
し
て
は
い
ま
し
た
が
､
小
児
科
病
院

と
し
て
は
そ
の
地
域
の
期
待
に
十
分
応
え

て
い
る
の
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
｡
日
本

人
医
師
と
現
地
の
医
師
が

一
緒
に
働
い
て

い
る
様
子
は
､
ま
る
で
以
前
見
た
エ
ジ
プ

ト
の
カ
イ
ロ
に
あ
る
小
児
科
病
院
に
近
い

も
の
を
感
じ
ま
し
た
｡
し
か
し
カ
イ
ロ
の

小
児
科
病
院
で
は
日
不
人
医
師
が
現
地
の

竹本 直一 乗説院議員(たけも

と･なおかず)1940年生まれ｡
京都大学法学部卒｡1996年､第
41国衆許院総選挙大阪15区で初
当選 (現在4期日)｡経済産煮大臣

政粍官､国会対策垂員会副委員長､

経済産草委員会理事､財務金融委員
会委員､厚生労働大臣政務官を歴任
｡2005年より財務副大臣を務め

る｡ 医師を指導し､現地の医師が診

察にあたるというシステムをとっていたのに対し､インドのこの小児科病院では診察をする現地の医師がイギリスやアメリカに留学経験があるなど能力レベルが非常に高いため､日本の医師が現地の医師を指導するということは少ないとのことでした｡とはいえ､-名ではあるが日本人医師は駐在しているとも言っておりました｡インドでは年間2600万人の子どもが生まれ､そのうちの180万人が1年以内に死亡し､さらにそのうちの120万人が1カ月以内に死亡するというのが現状だそうです｡これは小

児
科
病
院



緊急産科ケアセンターにて- 左端が筆

者 ということは､医療対策として

放置できない状況といえるでしょう
｡他方､毎年2600万人という

北朝鮮の人口に近い数の子どもが生まれるという人口増加の問題が､果たしてインドにとっても､あるいは世界各国にとってもいいのかどうかは考えさせられるところです｡ちなみにインドの人口は約日億人となって
中国の約13億人に迫っており､い
ずれは抜くだろうとの予測も当然あり

ますo人口問題というものはイン
ドのみならず､アジア全域､あるいは全世界において大きな関心のあるこ

とですoEJの問題を考えるために
今回のApDA会議も｢グローバル化する社会における人口のあり方について､アジア太平洋に焦点を当てた問題を考えよう｣と国連の支援を受けて行われました

｡我が国の外交を考えた場合､現
在中国とは経済的に極めて密接な関係を持っていますが､政治的には極めて冷却しています｡またいろいろな

意
味
で
過
度
に
中
国
と
は
深
い
関
係
を
持

っ
て
い
ま
す
が
､
反
面
他
の
園
と
の
関

係

が
薄
い
と
い
う
状
態
は
外
交
の
展
開
上
望

ま
し
い
こ
と
と
は
い
え
ま
せ
ん
o
例
え
ば

日
本
-
中
国
間
の
航
空
便
数
に
比
べ
､
日

本
-
イ
ン
ド
間
の
航
空
便
は
約
50
分
の
-

し
か
行
き
来
し
て
い
沿
い
の
が
現
状
で
､

少
な
く
と
も
同
じ
ぐ
ら
い
に
ま
で
変
え
な

い
と
い
け
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
｡

こ
の
よ
う
な
点
を
考
え
て
吉
､
イ
ン
ド
と

の
o
D
A
を
通
じ
た
更
な
る
密
接
な
関
係

を
築
く
こ
と
が

一
番
望
ま
れ
る
こ
と
だ
と

感
じ
ま
す
｡

イ
ン
ド
は
､
戦
後
の
東
京
裁
判
の
際
に

パ
ー
ル
判
事
が
日
本
の
A
級
戦
犯
を
戦
勝

国
の
判
事
や
裁
判
官
で
裁
く
こ
と
の
不
当

性
を
主
張
し
て
く
れ
た
こ
と
'
戦
後
の
物

資
不
足
に
加
え
ど
こ
の
国
吉
物
資
援
助
を

し
て
く
れ
な
か
っ
た
時
に
日
本
が
必
要
と

す
る
鉄
鉱
石
や
石
炭
を
イ
ン
ド
が
提
供
し

て
く
れ
た
こ
と
､
ネ
ー
ル
首
相
が
イ
ン
デ

ィ
ラ
と
い
う
名
の
ゾ
ウ
を
上
野
公
園
に
寄

付
し
､
こ
れ
が
戦
後
の
疲
弊
し
た
国
民
に

希
望
の
光
を
灯
し
た
こ
と
な
ど
'
こ
れ
ま

で
日
本
に
対
し
て
非
常
に
友
好
的
か
つ
好

意
的
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大
国
と
沿
っ
た
日
本
lq_
今
こ
そ
イ
ン
ド
の

発
展
に
大
き
な
援
助
を
与
え
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
｡
目
茶
と
イ
ン
ド
と
の
関
係
を

強
く
し
､
さ
ら
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や

ロ
シ
ア
と
の
関
係
も
同
じ
様
に
強
く
す
れ

ば
､
中
国
と
の
関
係
に
お
い
て
宅
外
交
を

上
手
く
展
開
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
優
位

性
を
確
保
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
｡
ア
ジ
ア
の
躍
進
著
し
い
B
R

-

C

s
の

一
国
で
あ
り
､
か
つ
何
千
年
宅
の
歴

史
を
持
つ
こ
の
イ
ン
ド
が
近
代
化
に
目
覚

め
急
速
に
発
展
し
て
い
る
中
に
お
い
て
､

日
本
と
の
関
係
が
さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と

を
望
む
限
り
で
す
｡

最
後
に
､
イ
ン
ド
に
つ
い
て
現
実
に
は

素
晴
ら
し
い
己
の
を
持
っ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
､
我
々
日
本
人
が
あ
ま
り
知
ら

な
い
2
点
を
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
.
ま

ず
-
つ
目
は
､
イ
ン
ド
は
食
料
輸
出
国
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
｡
人
口
約
日
億
を

抱
え
な
が
ら
吉
､
農
村
部
の
三
毛
作
な
ど

に
よ
り
食
料
不
足
の
心
配
が
ま
っ
た
く
な

く
､
さ
ら
に
は
輸
出
吉
行

っ
て
い
ま
す
｡

こ
れ
は
中
国
と
比
較
し
て
も
大
変
有
利
な

点
で
し
ょ
う
O
2
つ
目
は
､
こ
れ
は
私
宅

現
地
に
行
っ
て
初
め
て
わ
か
っ
た
の
で
す

が
､
あ
る
人
に
言
わ
せ
る
と
イ
ン
ド
は
日

本
よ
り
治
安
が
い
い
と
言
い
ま
す
｡
こ
れ

は
宗
教
の
せ
い
で

も
あ
り
､
警
察
力
と
軍

隊
が
非
常
に
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
が

関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
､

確
か
に
今
回
の
約
1
週
間
の
滞
在
の
中
に

お
い
て
吉
盗
難
､
傷
害
､
暴
力
等
に
は

一

斉
遭
い
ま
せ
ん
で
し
た
し
､
暴
動
が
起
こ

っ
た
と
い
う
話
も
聞
き
ま
せ
ん
で
し
た
｡

き
っ
と
こ
の
食
糧
自
給
力
と
治
安
の
艮
さ

こ
そ
が
､
イ
ン
ド
の
発
展
を
約
束
す
る
大

き
な
材
料
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
o

′′

2



きたたに かつひで北谷 勝秀｢人口

と開発｣といわれての反応は､日本の場合は｢少子化･人口減少社会｣であろうLt途上国では貧困に根ざした｢止めのない人口増｣であったリー｢エイズ｣や｢都市化｣であったリするだろう｡こうした問題を突き詰めていくと'問題の根源が経済的な動機によって揺れ動く人の心のあり方だと気付く｡つまり､豊かな日本の社会においては､子どもは欲しいけど｢育児･教育にお金がかかりすぎる｣とか､｢仕事と出産･育児｣のどちらを選ぶかといった文化と経済に起因する問題がある｡一方ー多くの途上国の場合は､貧困という理由で教育も情報も人手できず､生きることのみに必死な人たちの生活

や活動か

ら派生する人口問題がある｡いずれの場合でも､妊娠･出産･育児が貧EE]や出費の多寡､経済上の選択などに左右されることと､社会的･文化的な性差別意識が問題を作り出しているこ

と
に
着
日
す
べ
き
で
あ
る
｡
換
言
す

れ
ば
､

地
球
規
模
で
の
物
質
的

･
精
神
的
貧

困
を
解
消
し
な
け
れ
ば
､
世
界
の
人
口
問
題

は
解
消
し
な
い
し
､
男
性
の
持
つ
女
性
観
を

変
え
な
け
れ
ば
､
世
界
の
人
口
問
題
は

一
向

に
節
決
し
な
い
｡
女
性
の
考
え
方
や
希
望
を

政
治
ー
経
済
､
社
会
に
反
映
さ
せ
て
い
な
い

男
性
本
位
の
文
化
が
現
在
の
人
口
問
題
を
作

り
出
し
て
い
る
と
知
る
べ
き
で
あ
る
｡

先
進
国
で
も
､
特
に
､
日
本
の
場
合
､

｢男
は
外
で
働
き
､
女
は
う
ち
で
家
事

･
育

児
｣
と
い
う
根
強
い
社
会
通
念
が
あ
る
｡
男

性
の
家
事
負
担
が
少
な
く
､
子
育
て
に
金
が

か
か
り
す
ぎ
る
と
い
う
現
実
に
加
え
て
t
働

く
女
性
の
場
合
､
出
産

･
育
児
を
機
会
に
退

職
と
い
う
犠
牲
を
強
い
る
こ
の
文
化
が
､
少

子
化

･
人
口
減
少
社
会
を
生
み
出
し
て
い
る

の
だ
｡
途
上
国
の
女
性
は
教
育
や
保
健
と
い

っ
た
基
本
的
人
権
さ
え
保
障
さ
れ
ず
､
家
庭

内
や
社
会
で
発
言
も
許
さ
れ
な
い
場
合
が
多

い
｡
こ
の
場
合
､
｢女
は
子
ど
も
を
作
り
､

育
て
る
た
め
の
も
の
｣
で
あ
っ
て
､
子
ど
も

を
何
時
､
何
人
作
る
と
い
う
選
択
肢
な
ど
も

ち
ろ
ん
与
え
ら
れ



地球シグナル

増
と
な
っ
て
表
れ
て
い
る
の
だ
｡

男
性
本
位
で
I
女
性
軽
視
の
文
化
が
維
持

さ
れ
る
限
り
~
高
齢
化
社
会
､
Z
I
>
/
エ

イ
ズ
ー
そ
の
他
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
も
､

し
わ
寄
せ
は
常
に
女
性
に
来
る
｡
有
史
以
来

最
大
と
い
わ
れ
る

｢若
者
の
団
塊
｣
の
場
合

も
､
失
業
ー
性
的
暴
力
､
人
身
売
買
ー
教
育

の
機
会
喪
失
と
､
女
性
が
負
担
を
強
い
ら
れ

て
い
る
｡

女
性
が
教
育
を
受
け
れ
ば
受
け
る
ほ
ど
､

育
児
や
家
庭
内
の
健
康
維
持
が
容
易
と
な

る
｡
就
職
や
収
入
の
機
会
が
増
え
る
｡
子
ど

も
の
鱗
や
教
育
に
も
熟
が
入
る
.
結
果
と
し

て
t
よ
り
健
全
で
豊
か
な
次
世
代

が
育
つ
こ

と
に
な
る
｡

世
界
の
平
和
を
願
う
為
政
者
､
指
導
者
､

有
識
者
が
す
べ
き
こ
と
は
､
男
性
の
女
性
に

対
す
る
意
識
を
改
革
す
る
こ
と
で
あ
る
｡
子

ど
も
を
作
り
､
産
み
､
育
て
る
と
い
う
こ
と

は
男
女
の
共
同
責
任
で
あ
り
ー
女
性
だ
け
の

仕
事
で
は
な
い
｡
男
性
の
都
合
で
政
治
ー
経

済
I
社
会
が
取
り
仕
切
ら
れ
､
女
性
不
在
と

い
う
現
状
は
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
日

本
の
企
業
は
女
性

の
出
産

･
育
児
に
関
し
て

の
雇
用
制
度
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
｡
女
性
が
出
産

･
育
児
の
期
間
を
す
ぎ
て

簡
単
に
復
職
や
再
就
職
が
で
き
る
と
な
れ

ば
､
安
心
し
て
子
ど
も
を
作
れ
る
し
､
少
子

化
に
歯
止
め
が
か
か
る
で
あ
ろ
う
｡

所
詮
､
子
ど
も
を
産
む
､
産
ま
な
い
と
い

う
の
は
個
人
の
決
定
で
あ
る
｡
し
か
し
な
が

ら
､
そ
の
個
人
の
決
定
に
影
響
を
与
え
る
の

は
I
政
府
の
長
期
的

･
総
合
的
な
政
策
と
､

個人の置かれてい

る環境や

文化､指導者たちの持つべき包括的なピジョンである｡必要なのはリブ

Dダウ
テ



第4回アジア太平洋

女性国会議員･大臣会議

ジェンダーに配慮したガバナンス

一人口･開発アジェンダのためのカギー

6
月
10
日
-
13
日
､
人
口
と
開
発
に
関

す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

(A
戸
P

p
D
)
の

｢
第

4
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
女
性

国
会
議
員

･
大
臣
会
議
｣
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド

･
ウ

ェ
リ
ン
ト
ン
の
二
ユ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
国
会
で
開
催
さ
れ
た
o
B
布
か
ら

も
朝
日
新
聞
､
読
売
新
聞
､
共
同
通
信
の

3
社
が
参
加
o
ま
た

T
V
朝
日
に
よ
る
取

材
も
行
わ
れ
た
｡

ほ
と
ん
ど
お
地
蔵
さ
ん
に
姿
を
変
え
て
い

る
が
､
か
つ
て
は
同
祖
神
が
村
の
入
り
口

に
祭
ら
れ
て
い
た
｡
こ
れ
も
外
来
の
も
の

か
ら
災
い
を
避
け
､
豊
か
さ
を
取
り
込
む

た
め
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
｡

ア
ジ
ア
太
平

洋
に
共
通
す
る
文
化
的
基
盤
を
改
め
て
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
歓
迎
会
で
あ
っ
た
o

28

公
式
歓
迎
会

6
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
公
式
歓
迎
会

で
は
､
ポ
ウ
ヒ
リ
と
呼
ば
れ
る
儀
式
が
行

わ
れ
た
.
こ
れ
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

先
住
民
で
あ
る
マ
オ
リ
の
儀
式
で
､
訪
問

者

(
マ
ヌ
ヒ
リ
)
に
敵
意
が
あ
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
儀
式
で
あ
る
｡
外
来
者
は

こ
れ
ま
で
そ
の
土
地
に
な
か

っ
た
豊
か
さ

を
も
た
ら
す
と
同
時
に
､
疫
病
や
戦
争
な

ど
の
災
い
を
宅
た

ら
す
も
の
で
も
あ
る
｡

こ
の
よ
う
に
､
同
義
的
な
性
格
を
持

っ
た

外
来
者
を
ま
ず
は
威
嚇
し
て
､
友
好
が
確

認
さ
れ
る
と
共
同
体
の
仲
間
と
し
て
受
け

入
れ
る
と
い
う
方
法
は
､
地
域
を
問
わ
ず

広
く
見

ら
れ
る
｡
日
本
で
も
､
現
在
で
は

会
議
の
概
要

開
会
挨
拶
で
福
田
康
夫
A
F
P
P
D
議

長
は
､
A
F
P
P
D
活
動
の
中
で
行
わ
れ

て
き
た
女
性
問
題
に
対
す
る
活
動
に
触
れ
､

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
し
て
､
ス
リ
ラ
ン
カ
､

カ
ン
ボ
ジ
ア
､
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

｢
女
性
に

対
す
る
暴
力
の
廃
絶
｣
､
｢
H
-
∨
/
エ
イ

ズ
に
関
わ
る
ス
テ
ィ
グ
マ
｣
対
策
の
分
野

で
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
内
委
員
会
に

所
属
す
る
議
員
に
よ
っ
て
立
法
が
な
さ
れ

た
こ
と
を
報
告
し
た
｡
ま
た
女
性
問
題
と

は
女
性
を
取
り
巻
く
環
境
が
問
題
で
あ
る

と
指
摘
し
､
人
口
問
題
は
人
々
の
感
情
に

訴
え
か
け
に
く
い
問
題
で
あ
る
だ
け
に
国

会
議
員
の
立
法
､
予
算
の
面
で
の
努
力
が

不
可
欠
で
あ
る
と
訴
え
た
｡
開
会
式
に
引

き
続
い
て
､
ヴ
ァ
レ
リ
ー

･
デ

･
フ
ィ
リ



第4回アジア太平洋女性国会議員 ･大臣会諌

- I-一一-I-1-----■■-■一一･1------一･一一

■■-I-■■■･.-1福田AFPPD議長を囲んで一
一一-･-.A--一一_

ポ国際家族計画連盟(-PPF)

渉外局長による基調講演､パネルディスカッション､全体会､それぞれのテーマごとに分科会が行われた｡全体会では｢コミュニティレベルでのジェンダーガバナンスの能力構築｣､｢人口と開発アジェンダ-現時点におけるいくつかの政治的課題-｣､｢女性に対する暴力を防止するための統合的なアプローチの促進｣､
｢ジェンダーの公正と持続可能な開
発を促進するうえでの､ニュージーランド援助庁のジェンダ-政策とその役割-｣をテーマに協議され､分科会では｢国レベルでのガバナンスー地域における成功と障害｣､｢女性の行政への参画を促すための戦略｣､｢ジェンダーの分析｣､｢女性の行動計画｣､｢政府と政治における女性の参画の調査｣､｢失われた子ど宅たちはどこへー性選別と出生登録-｣､｢性

お
よ
び
リ
プ
ロ
ダ
ウ
テ
ィ
プ

･
ヘ
ル
ス
/

ラ
イ
ツ
そ
し
て
H
I
V
/
エ
イ
ズ
に
対
す

る
ジ

工
ン
ダ
I
に
配
慮
し
た
政
策
｣
､
｢
人

身
売
買
｣
､
｢
早
婚
と
思
春
期
の
性
お
よ
び

リ
プ
ロ
ダ
ウ
テ
ィ
プ

･
ヘ
ル
ス
｣
､
｢ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
公
正
を
実
現
す
る
う
え
で
の
男

性
国
会
議
員
の
役
割
｣
が
協
議
さ
れ
た
｡

こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
､
イ
ラ
ン
代
表

の
議
員
か
ら
は
､
家
族
や
宗
教
を
強
化

す

る
こ
と
で
Z
I
>
/
エ
イ
ズ
の
感
染
拡
大

を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
質
問
が
な
さ
れ
た
.
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
か
ら
は
､
出
稼
ぎ
労
働
者
か
ら
の
送

金
の
70
%
は
女
性
労
働
者
に
よ
る
も
の
で
､

総
額
2
8
0
億
ド
ル
に
の
ぼ
り
､
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
経
済
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
こ貝

献
と
な
っ
て
い
る
こ
と
､
同
時
に
海
外
で

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
女
性
労
働
者
の
保
護
の

問
題
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

報
告
さ
れ
た
｡
ま
た
女
性
委
員
会
行
動
計

画
作
成
の
た
め
の
起
草
委
員
会
が
開
か
れ
､

熱
心
怠
討
議
が
行
わ
れ
た
.

こ
れ
ら
の
討
議
の
後
に
､
ス
テ
ィ
ー

プ

･
チ
ャ
ド
ウ
ィ
ッ
ウ
A
F
P
P
D
女
性

委
員
長
に
よ
る
総
括
と
行
動
計
画
の
提
示

が
行
わ
れ



っ
た
行
動
を
と
る
｣
こ
と
の
重
要
性
を
訴

え
た
｡
続
い
て
､
ヘ
レ
ン

･
ク
ラ
ー
ク

･

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
首
相
が

ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
女
性
の
社
会
進
出
の
現
状
､
ミ

レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

(
M
D
G

s
)
と
I

c
p
D
行
動
計
画
目
標
に
従

っ
た
人
口

･

開
発
分
野
に
関
す
る
支
援
政
策
の
成
果
を

述
べ
､
最
後
に
､
ナ
ジ
ー
プ

･
ア
シ
ィ
ブ

イ
u
N

F
P
A
太
平
洋
地
域
事
務
局
長
が

u
N
F

P
A
に
対
す
る
日
本
政
府
な

ら
び

に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
の
貢
献
に
感

謝
し
､
2
日
間
の
会
議
は
終
了
し
た
｡

30

会
読
参
加
国

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
､
カ
ン
ボ
ジ
ア
､
中

国
､
フ
ィ
ジ
1

､
イ
ン
ド
､
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
､
イ
ラ
ン
､
日
本
､
韓
国
､
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
､
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
､
マ
レ
ー
シ
ア
､

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
､
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
､

タ
イ
､
ト
ン
ガ
､
西
サ
モ
ア

福
田
議
長
挨
拶
要
旨

本
日
は
第

4
回
A
F
P
P
D
女
性

国会

議
員

･
大
臣
会
議
に
ご
参
集
賜
り
厚

く御

礼
申
し
上
げ
ま
す
｡
こ
れ
ま
で
A

F

PP

D
は
人
口
問
題
の
基
礎
が
女
性
問
題

であ

る
こ
と
を
認
識
し
､
こ
の
問
題
に
熱

心に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
｡

こ
れ

ま
で

議
論
し
て
き
た
テ
ー
マ
と
し
て
は

｢

女
性

の
国
会
へ
の
参
加
｣
､
｢
女
性
に
対
す

る
暴

力
の
廃
絶
｣
､

｢
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る

少
女

と
早
婚
｣､
｢
女
性
に
対
す
る
差
別
｣

等
が

あ
り
ま
す
｡

女
性
の
国
会

へ

の参
加
と

は
､

ま
さ
し
く
こ
こ
に
ご
参
集
の
女
性
議

員
が

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
､

世

界
の

半
分
を
占
め
る
女
性
の
意
見
を
国
会

に
反

映
さ
せ
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
こ

と
だ

と
思
い
ま
す
｡

女
性
問
題
に
対
す
る
A
F
P
P

D

の活

動
は
既
に
直
接
的
な
成
果
を
数
多

く

挙
げ

て
お
り
ま
す
｡

特
に
ス
リ
ラ
ン
カ

､

カン

ボ
ジ
ア
､
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

｢
女
性

に

対す

る
暴
力
の
廃
絶
｣､
｢
H
-

∨/
エ
イ

ズに
関
わ
る
ス
テ
ィ
グ

マ
｣
対
策
の
分
野
で
'

人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
内
委
員
会
に
所

属
す
る
議
員
に
よ
っ
て
立
法
が
な
さ
れ
た

こ
と
は
A
F
P
P
D
と
し
て
も
誇
り
に
思

う
と
こ
ろ
で
す
o

ま
た
､
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
､
カ
ン
ボ
ジ
ア
､
ラ
オ
ス
へ
モ
ン
ゴ
ル
､

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
そ
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
は
､
人
口
と
健
康
に
関
す
る
国
会
委
員

会
の
委
員
長
を
女
性
が
務
め
て
い
ま
す
O

こ
の
よ
う
に
A
F
P
P
D
は
-
c
p
D
行

動
計
画
を
達
成
す
る
た
め
に
女
性
問
題
へ

の
対
応
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
｡

女
性
問
題
と
い
え
ば
女
性
が
問
題
で
あ

る
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
､
も
ち
ろ
ん
女
性
が
問
題
怠
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
O
女
性
を
取
り
巻
く
環
境

が
問
題
な
の
で
す
｡
そ
れ
で
は
女
性
と
人

口
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
ら
良
い
の
で
し

ょ
う
か
｡
民
間
人
の
T
V
タ
レ
ン
ト
で
国

連
の
親
善
大
使
を
務
め
て
い
る
､
あ
る
有

名
な
女
優
が
〟

大
人
は
ま
だ
い
い
､
飢
え

て
死
ん
で
い
く
時
で
宅
大
騒
ぎ
を
し
て
死

ん
で
い
く
､
子
ど
も
は
バ
ナ
ナ
の
木
で
黙
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yl竃
城野蓋
什相葉
〟頑
破
竹宙

ヘレン･クラーク ニュージーランド首相と t讃憶臆は匿橿隙転院臓臆臆際隠問隠掛隠抱懐憾憶隠隠怯捌陪階措臆隠隠陸憶惜麟隠陪隠隠悩臆隠打臆隠隠担ってうずくまって､そのまま死んでいく〟と述べました｡これは子どもに対する国際的な支援を求める活動の中で発言された言葉です｡この言

葉は人々の心を

打ち､感動を呼びました｡また､アフガニスタン紛争の時に

も
〟
子

ど
も
を
抱
え
た
か
わ
い
そ
う
i115女

萱

顎
竃

lH葡

遊

脚
群

集
転

州萱

撫
叩
小旗

独
讃
嘆

垂

叫軌謹
松
草
蔽W
題矧親潮甜朝潮淵淵矧割酷烈 N告

発碩
讃
嶺
qE順仙強
.-稚
鮎

塵

m艶謝肌

性
〟
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
｡
人
々
の
感
情
を
揺
り
動
か
し
'
国

際
的
な
世
論
を
動
員
す
る
た
め
に
は
必
要

な
こ
と
で
す
｡
し
か
し
こ
れ
だ
け
で
い
い

の
で
し
ょ
う
か
.
問
わ
れ
る
べ
き
は
､
そ

の
よ
う
に
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
飢
え
て
死
ん

で
い
く
状
況
の
中
で
､
何
の
選
択
権
も
な

く
子
ど
宅
を
産
ま
ざ
る
を
得
な
い
女
性
の

問
題
で
あ
る
は
ず
で
す
｡
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
で
宅
女
性
が
自
ら
選
択
権
を
持
ち
､
子

ど
も
を
産
め
る
環
境
で
な
い
中
で
子
ど
も

を
産
ま
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
追
い
込
ま

れ
な
か
っ
た
と
し
た
ら
､
も
っ
と
容
易
に

避
難
で
き
た
で
し
ょ
う
し
､
そ
の
被
害
を

避
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
.

私
た
ち
の
取
り
組
ん
で
い
る
人
口
問
題

の
目
的
は

｢
人
間
が
人
間
ら
し
く

尊
厳
を

も
っ
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
作

る
｣
こ
と
で
す
｡
か
わ
い
そ
う
(1LTd子
ど
も
､

か
わ
い
そ
う
な
母
親
と
い
う
前
に
､
彼
女

た
ち
が
そ
の
よ
う
な
環
境
に
陥
ら
な
い
た

め
の
努
力
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
の
で
し

ょ
う
か
｡
そ
れ
こ
そ
が
人
口
問
題
に
対
す

る
対
策
で
あ
る
と
思
い
ま
す
｡

そ
の

努
力

を
行
わ
ず
し
て
､
ど
の
よ
う
な
対
策
吉
本

賢
的
な
改
善
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
｡

国
会
議
員
と
し
て
､
人
口
に
携
わ
る
者
と

し
て
女
性
問
題
を
考
え
る
時
､
そ
の
目
的

を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
O

女
性
は
命
を
生
み
出
し
う
る
力
を
天
か

ら
与
え
ら
れ
た
素
晴
ら
し
い
存
在
で
す
｡

し
か
し
女
性
が
妊
娠
す
れ
ば
そ
の
新
た
な

命
の
責
任
は
女
性
に
覆
い
被
さ
っ
て
き
ま

す
O
女
性
は
そ
の
責
任
を
逃
れ
ら
れ
ま
せ

ん
｡
そ
こ
で
悲
劇
に
見
舞
わ
れ
る
女
性
宅

少
な
く
(115
い
の
で
す
｡
全
て
の
子
ど
も
が

祝
福
さ
れ
て
､
望
ま
れ
て
生
ま
れ
て
く
る

社
会
を
作
る
こ
と
は
､
女
性
に
課
さ
れ
る

負
担
を
男
性
吉
自
ら
の
責
任
と
し
て
担
う

社
会
を
作
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
｡

現
在
わ
が
国
日
卒
を
は
じ
め
と
す
る
先

進
園
で
は
人
口
減
少
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
｡

少
子

･
高
齢
化
が
進
展
し
､
そ
れ
に
伴
い

急
速
に
増
加
す
る
高
齢
者
を
少
な
い
労
働

力
人
口
で

｢
い
か
に
扶
養
す
る
か
｣

克
ど

が
重
要
な
政
策
課
題
と
沿
っ
て
い
ま
す
｡

捌
瑚謂切
削
割和渕
割
別項
詔
姻劇
捌
瑚
湖問
題
欄
判

朋
捌
m捌

例規朋



し
か
し
増
え
続
け
る
人
口
を
こ
の
地
球
は

永
続
的
に
維
持
し
て
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
｡
こ
の
よ
う
に
地
球
人
口
に
与
え
る
負

荷
と
い
う
長
期
的
視
点
か

ら
考
え
れ
ば
､

先
進
国
の
人
口
減
少
は
地
球
へ
の
負
荷
の

軽
減
に
つ
な
が
り
､
持
続
可
能
な
開
発
の

た
め
の
条
件
を
揃
え
つ
つ
あ
る
と
い
え
る

か
宅
し
れ
ま
せ
ん
｡
そ
の
意
味
で
は
大
き

な
前
進
を
遂
げ
て
い
る
と
も
い
え
る
の
で

す
｡先
進
国
が
直
面
し
て
い
る
急
速
な
人
口

減
少
が
克
服
の
困
難
な
課
題
を
私
た
ち
に

突
き
っ
け
る
こ
と
は
事
実
で
す
｡
し
か
し

私
た
ち
は
女
性
問
題
を
深
く
認
識
す
る
こ

と
で
､
人
口
減
少
の
速
度
を
緩
め
､
持
続

可
能
性
と
国
家
の
活
力
を
調
和
さ
せ
る
よ

う
な
対
策
を
見
出
し
､
現
在
直
面
し
て
い

る
課
題
を
克
服
で
き
る
と
確
信
い
た
し
て

お
り
ま
す
｡
人
口
問
題
は
感
情
に
訴
え
か

け
る
問
題
で
は
な
い
だ
け
に
､
直
接
国
民

の
支
援
を
広
く
受
け
る
こ
と
が
難
し
い
問

題
で
す
O

し
か
し
私
た
ち
園
会
議
員
が
そ

の
重
要
性
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
､
立
法

の
場
で
､
そ
し
て
予
算
措
置
の
場
で
的
確

な
対
応
を
取
っ
て
く
こ
と
が
絶
対
に
不
可

欠
な
問
題
な
の
で
す
O

｢バ
ナ
ナ
の
木
の
下
で
う
ず
く
ま
っ
て

死
ん
で
い
く
子

ど
モ
｣
を
無
く
す
た
め
に

は
､
そ
の
手
に
急
事
を
与
え
る
だ
け
で
は

充
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
o
そ
の
よ
う
な
中

で
望
ま
な
い
妊
娠
を
予
防
し
､
平
和
な
環

境
の
中
で
､
人
々
が
目
的
を
持
っ
て
働
き
､

そ
し
て
生
計
を
維
持
す
る
こ
と
の
で
き
る

社
会
の
シ
ス
テ
ム
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
｡
こ
れ
こ
そ
が
私
た
ち
国
会

議
員
と
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
｡

私
た
ち
の
活
動
の
舞
台
で
あ
る
A
F
P

p
D
が
持
続
可
能
な
開
発
と
い
う
文
脈
の

中
で
人
口
問
題
を
扱
い
､
｢人
口
と
開
発
に

関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
｣
と
名

付
け
ら
れ
て
い
る
理
由
も
そ
こ
に
あ
る
と

思
い
ま
す
｡
女
性
が
新
し
い
命
を
幸
せ
の

中
で
産
み
､
そ
し
て
育
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
社
会
を
作
る
た
め
に
､
努
力
し
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
｡
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貧
困
撲
滅
に
関
す
る

ア
ジ
ア
国
会
議
員
セ
ミ
ナ

ー

報

告

ハ
ノ
イ
･
ト
ゥ

エ
ツ
ク
ア
ン

ベ
ト
ナ
ム

2
0
0

6
年
4
月
5
-
6
日

参
議
院
議
員

高

橋

千
秋

高橋 千秋参議院鵠員
(たかはしちあき)

1956年生まれ｡
明治大学卒
｡200
0
年春雄院韻員三重選挙区補欠選挙

で当選
､
2001年2期当選｡ 2006年
民主党三重県総支部迎合会代表に

就任
C
現在
､
沖縄及び北方問題に関する

特別委員会委員長
､
総務委員会委

員
､
党政策調査会副会長 等

o
国際

人口問題



アジア各国からの参加諸員ととも

に 専門家からの報告が行われた｡

セッション2ではインドのpR専門家から､｢貧困撲滅における-Tとメディアの役割｣が報告されたが､他のセッションよりも質問が集中し､

この分野における各

国の感心の深さが興味深かった｡特にネパールの女性元議員からネパールの現状も含めて､熱い質問が行われ､会議の時間も大幅に延長されることに沿った｡元議員というのは､ネパールは王様に議会を解散され､現在は国会議員が一人もいない

という異常

な状況が続いているからである｡当初の予定を大幅に過ぎ､昼畠を先に取ってから午後のセッションを早める提案も行われたが､横井新参議院議員から星会前に発表したいとの
申し出があり､引き続き行われた｡
セッション3では｢食料保障政策と人口増加の現状｣というテーマで慢井議員の講演が行われた｡報告は事前に配布されたベーパIとは違う

内
容
で
､
新
潟
に
お
け
る
災
害
を
例
に
出

し
簡
潔
な
報
告
が
行
わ
れ
た
｡

樫
井
議
員
か

ら
は
､
イ
ン
ド
と
の
連
携

の
話
を
題
材
に
ア
ジ
ア
に
は
ア
ジ
ア
の
や

り
方
が
あ
り
､
ア
メ
リ
カ
の
言
い
な
り
に

な
る
必
要
は
な
く
､
も
し
言
い
怠
り
に
な

れ
ば
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
は
生
き
て
い
け
な

い
と
い
う
ポ
イ
ン
ト
の
発
言
が
あ

っ
た
｡

ま
た
昔
､
労
働
組
合
か
ら
提
案
さ
れ
た
8

時
間
労
働
制
度
の
問
題
と
失
業
対
策
事
業

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
過
去
の
日
本
の
例

を
出
し
､
貧
困
撲
滅
に
対
す
る
提
言
が
行

わ
れ
た
後
､
昼
食
休
憩
と
さ
れ
た
｡

休
憩
後
プ

･
ワ
オ
ッ
つ

･
フ
ィ
､
ベ
ト

ナ
ム
経
済
開
発
研
究
所
の
研
究
員
か
ら

｢市
場
開
発
､
貧
困
撲
滅
お
よ
び
生
計
｣
と

い
う
テ
ー
マ
で
セ
ッ
シ
ョ
ン
4
の
講
演
が

行
わ
れ
た
｡
こ
の
講
演
の
最
中
に
突
然
停

電
で
会
場
が
真

っ
暗
に
Sは15る
と
い
う
ハ
プ

ニ
ン
グ
が
あ
っ
た
｡

そ
の
後
も
電
力
は
安
定
せ
ず
､
何
度
宅

照
明
が
落
ち
た
り
､
マ
イ
ク
が
使
え
な
く

な
っ
た
リ
し
た
が
､
講
演
者
も
他
の
参
加

者
も

一
向
に
慌
て
る
こ
と
も
な
V
講
演
は

続
い
た
｡

講
演
は



lFAD報告

セッション5で譲長を務める聾者 マ

風の講演方法だったが､先進的な方法も電力が落ちれば使えなくなるということを身をもって経験し､途上国の難しさを実感したが､後で闇くところによると､地域全体の停電は

頻繁に起きるようで安

定的な電力供給も課題である｡さて､セッション4では｢市場開発､貧困撲滅および生計｣というテーマで行われ､最近日本でも格差の問題が取り沙汰されているが､ベトナムなどの途上国では市場開発は日本以上に地域間格差の問題が出ているようで､多くの貧困民にとってはあ

まり恩恵がないような

状況にあることが報告された｡資本､情報､電力､自然などさまざまなものが貧困層などではより不足し､自立的な貧困民の挑戦が必要である.どのようにこのような貧困層を自立的に救済していくのかという政策が必要であるとの提JJJ]Dが行われたものの､途中の停電により､報告が散漫になってしまったが､参加

者
は
真
剣
な
議
論
を
重
ね
て
い
た
｡

日
本
で
停
電
が
起
き
な
く
な
っ
て
久
し

い
が
､
図
ら
ず
吉
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
重
要

性
も
こ
の
会
議
で
知
る
･U
こ
ろ
と
沿
っ
た
｡

30
分
の
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
を
取
っ
て
か

ら
セ
ッ
シ
ョ
ン
5
へ
と
移
っ
た
｡

こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
日
本
を
代
表
す

る
形
で
高
橋
が
議
長
を
行
っ
た
｡

セ
ッ
シ
ョ
ン
5
の
テ
ー
マ
は

｢
法
規
の

制
定
と
そ
の
農
村
開
発
に
果
た
す
役
割
｣

で
､
ベ
ト
ナ
ム
の
法
律
制
定
の
専
門
家
で

あ
る
､
国
会
事
務
所
の
上
級
研
究
員
ク
エ

ン

･
ト
リ

･
ズ
ン
氏
と
法
律
家
で
ハ
ノ
イ

大
学
の
法
律
研
究
所
員
で
あ
る
朽
ア
ン

･

コ
ッ
ク

･
ギ
ヤ
オ
氏
が
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト

を
も
と
に
交
互
の
掛
け
合
い
で
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
.

法
律
の
制
定
に
つ
い
て
は
少
々
専
門
的

な
説
明
で
あ
っ
た
ガ
､
ベ
ト
ナ
ム
で
法
律

の
制
定
が
巽
西
の
救
済
に
い
か
に
役
立
っ

て
い
る
か
と
い
う
報
告
で
あ
っ
た
｡

質
問
は
今
回
も
マ
レ
ー
シ
ア
の
国
会
議

員
と
ネ
パ
ー
ル
の
元
議
員
だ
け
で
あ
っ
た
.

最
後
に
セ
ッ
シ
ョ
ン
6

｢
貧
困
撲
滅
に

お
け
る
国
会
議
員
の
役
割
｣
に
つ
い
て
マ

レ
ー
シ
ア
の



割り箸製作に取り組む現地の人たち

ン氏､インドネシアの国会議員ブーマー･パウリプ氏､ラオスの国会議

員アコム･トウナロム氏の3

氏からそれぞれの報告があったoそれぞれ園情は違うものの､貧困撲滅のためには国会議員の役割が重要なことは言うまでもないことであるが､長い1日の会議の最後ということで疲れもあり質問は出なかったが､それぞれの表情で国会議員の役

割の重

さは十分判断できたことと思う｡朝の9時から17時までの長いセミナーであったが､それぞれの国情を理解し､貧困撲滅のために国会議員

が連携することの

重要性を確認し､終了となった.セミナI後全員が参加して交流会が行われたが､世界カラオケ大会の様相を成して､各国の参加者が次々LJ
お国の歌を披露することとなったO
日本からは谷津先生が｢イヨマンテの夜｣を歌い､大喝采を浴びた｡日中の会議に引き続き､国際会議とし

て
は
珍
し
い
楽
し
い
交
流
会
と
な
っ
た
｡

●
2
0
0
6
年
4
月
6
日

ト
ゥ
エ
ソ
ク
ア
ン

省
収
入
源
多
彩
化
プ
ロ

グ
ラ
ム
視
察

各
国
か
ら
は
セ
rfJナ
ー
で
貧
困
撲
滅
の

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
f115意
見
や
提
案
が
出
さ

れ
た
が
､
現
地
ベ
ト
ナ
ム
の
成
功
例
と
し

て
I
LL
A
D
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い

る
ト
ゥ
エ
ン
ウ
ア
ン
省
の
収
入
多
彩
化
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
視
察
し
た
｡

ト
ゥ
工
ン
ウ
ア
ン
省
は
首
都
ハ
ノ
イ
か

ら
北
西
に
4
時
間
車
に
乗
っ
て
よ
う
や
く

到
着
す
る
､
ベ
ト
ナ
ム
山
岳
地
域
の
典
型

的
な
貧
困
農
村
で
あ
る
.

ハ
ノ
イ
の
喧
騒
を
通
り
抜
け
､
途
中
か

ら
バ
イ
ク
が
少
な
く
(1L6
リ
､
自
転
車
が
増

え
る
こ
と
で
ハ
ノ
イ
と
農
村
の
豊
か
さ
の

差
を
感
じ
る
こ
と
と
克
っ
た
.
よ
う
や
く

到
着
し
た
ト
ウ
工
ン
ウ
ア
ン
の
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
で
昼
食
後
､
省
の
知
事
事
務
所
で
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受

け
､
そ
の
成
功
事
例
を
理
解
し
た
｡

こ
の
省
は
ベ
ト
ナ
ム
の
中
で
も
特
に
貧

し
い
少
数
民
族
が
集
中
す
る
地
域
で
農
村

に
は
6
つ
の
少
数
民
族
が
居
住
し
て
い
て
､

私
た
ち
を
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お
な
じ
み
の
ア
オ
ザ
イ
姿
に
混
じ
り
､
中

園
雲
南
省
で
見
る
よ
う
な
民
族
服
を
着
た

少
数
民
族
の
女
性
た
ち
も
精

一
杯
の
歓
迎

を
し
て
く
れ
た
｡

こ
の
地
は
元
々
農
業
が
主
体
の
自
給
自

足
に
近
い
､
非
常
に
貧
し
い
地
域
だ
が
､

収
入
多
角
化
事
業
で
は
地
元
特
産
の
竹
を

加
工
し
､
割
り
箸
と
竹
串
を
作
っ
て
輸
出

し
て
い
る
｡
竹
は
何
度
宅
再
生
し
､
循
環

性
が
高
く
環
境
に
与
え
る
影
響
ld_
少
な
く
､

加
H
も
容
易
な
こ
と
か
ら
､
環
境
の
面
か

ら
み
て
吉
有
効
な

〟所
得
創
出
〟

方
法
と

な
っ
て
い
た
O
加
工
の
様
子

を
見
る
と
手

馴
れ
た
作
業
の
農
民
や
多
く
の
子
ど
も
た

ち
も
労
働
力
と
し
て
機
能
し
て
い
た
｡

当
地
で
の
労
働
賃
金
は
1
日
-

･
5
米

ド
ル
で
､
月
々
平
均
5
0
0
0
円
程
度
の

収
入
と
な
る
.
こ
れ
で
十
分
と
は
言
え
な

い
が
､
こ
れ
ま
で
の
自
給
自
足
生
活
か
ら

は

一
歩
踏
み
出
せ
る
事
業
と
し
て

一
定
の

成
果
を
収
め
て
い
る
よ
う
だ
｡

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
で
あ
る
貧

困
撲
滅
に
特
効
薬
は
な
い
が
､
行
政
な
ど

が
お
金
を
与
え
る
だ
け
で
克
く
､
自
立
で

き
る
環
境
を
自
ら
で
作
っ
て
い
く
た
め
の

手
助
け
を
地
道
に
続
け
る
こ
と
が
撲
滅
へ

の
近
道
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
そ
の
意
味

で
も
当
地
の
成
功
は
モ
デ
ル
的
な
役
割
も

果
た
す
こ
と
に
な
る
.

ま
た
そ
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど

課
題
は
多
く
､
日
本
の
援
助
に
よ
る
大
き

な
事
業
と
と
も
に
自
立
の
た
め
の
地
域
組

織
の
確
立
な
ど
､
日
本
の
経
験
を
伝
え
る

努
力
も
必
要
で
あ
る
と
思
う
O

今
回
の
セ
ミ
ナ
I
は
1
日
の
会
議
と
1

日
の
現
地
視
察
､
特
に
2
日
日
は
7
時
間

吉
の
自
動
車
移
動
と
い
う
強
行
軍
の
中
で

の
セ
ミ
ナ
I
と
な
っ
た
が
､
各
国
の
真
剣

RL15議
論
を
聞
く
と
､
東
南
ア
ジ
ア
の
抱
え

る
貧
困
に
対
す
る
取
り
組
み
の
難
し
さ
を

痛
感
す
る
2
日
間
と
な
っ
た
｡
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2006年 ｢世界人口デー｣特別シンポジウ

ム〔同時開催 :加藤シヅエ貿授定式〕-65億人の世界と人口減少社会

･日本一日 時:2006年7月6日 (木)13:30-17:00(13:00開

場)会 場 :国連大学 (東京都渋

谷区神宮前5-53-70)3階 り･タント国際会議場定 員 :30

0名入場料 :無料主 催 :人口問題協議会､(財)ジョイセフ (家族計画国際協力財団)共 催 :国連人口基金 (UNFPA)､国際家族計画連盟 (lPPF)

､(社)日本家族計画協会協 力 :(財)ア

ジア人口 ･開発協会､NPO法人2050 司 会 :船

橋 周 〔ジョイセフ〕13:30 開会挨拶 ･国連加盟50周年に思う明石

廉 〔人口問題協議会会長､元国連事務次長〕13:45 対 談 :国連人口基金親善大使報告 ｢エチオピアで出会った人びとl

話し手 :有森裕子 〔国連人口基金親善大便〕聞き手 :石井澄

江 〔ジョイセフ常任理事 ･事務局長〕14:20

休 憩14.'30 特別講演 :｢人口減少社会 ･日本と男女共同

参画J猪口邦子 〔少子化 ･男女共同参画担当大臣〕進行

役 :池上晴子 〔国連人口基金 (UNFPA)東京事務所長〕15:10 パ未ルディスカッション:｢65億人の世界と

日本 !コーディネーター :西内正彦 〔NPO法人2050理事､｢世界人口

ブレティン｣編集長〕パネリスト:阿藤 誠 〔早稲田大学人間

科学学術院特任教授〕池上晴子 〔同上〕

樋

口恵子 〔東京家政大学名誉教授､高齢社会をよくする女性の会代表〕16:30 加藤シヅエ賞



<申し込み方法>

ハガキ､インターネットのいずれかの方法 (下記参照)でお申し込みください｡先着順に入

場券をお送りいたします (発送は､6月中旬以降)｡

･S･ハガキの場合 :氏名 (ふりがな) ･郵便番号 ･住所 ･電話番号 ･所属をご記入の上､事務

局までお申し込みください｡

②インターネットの場合 :ジョイセフのホームページ上 (http://www.joicfp.or.jp/)で ｢参

加申込フォーム｣にアクセスできます｡ そのフォームに必要事項
を人力の上お申し込みください｡

【事務局】
〒16210843 東京都新楯区市谷田町1110保健会館新館

(財)ジョイセフ ｢世界人口デー｣特別シンポジウム係

TEL:03-3268-3150//FAX:03-3235-9776/E-mail:infb2@joicfp.or.jp

◎ ⑳ ⑳ ◎ ⑳ ⑳ ◎ ⑳ ◎ ⑳ ◎⑳ ◎ ◎ ◎ ◎ ⑳ ⑳ ⑳ ⑳ ⑳ ⑳ ⑳ ◎ ⑳ ◎ ⑳ ◎

｢65億人の世界一国連人口基金が取り組む人口問題-｣展7月11日は ｢世界人口デー｣です｡これは､

1987年7月11日に世界人口が50億人になったことを記念して､国連が定めたもので

す｡ 国連人口基金東京事務所では､この ｢世界人口デー｣に合わせ､パネル展示会とシンポジウムを

行います｡｢65億人の世界｣展では国連人口基金が取り組む人口関連問題､リプロダクティプ

･ヘルス､HIV/エイズ､緊急人道支援などについて紹介します｡またシンポジウムでは､｢

65億人の世界と人口減少社会 ･日本｣を行います｡日本の超少子化 ･超高齢化､人口減少など

身近な問題から､世界65億人の地球が抱えるさまざまな課題を取り上げ､

参加の皆様とともに日本の役割を考えたいと思います0日 時 :2006年7月3日 (月)～14日 (金) 10:00

-17:00会 場 :UNハウス1階

UNギャラリ-問い合わせ :国連人口基金東京事務所Tel'.03-54

67-4684/FAXl.03-5467･8556E-mail:Tokyo.Office@unfp



■

■

0研
究
者
と
し
て
歩
み
始
め
た
頃

40

｢アジア研究と経済学の狭間で｣はら ようのす

け原 洋之介 評議員

(財)アジア人ロ･開発協会の評議員･

学術委員をあ務めいただいている原洋之介･乗京大学東洋文化研究所教授の最終講義か3月
16日東京大学東洋文化研究所で行われた｡｢アジア研究と経済学の狭間で-若干の『あとかき』からI｣と題した講義で原教授は､影響を受けた研究者の名前を挙げ､多くの著作の｢あとがき｣に依拠しなから自身の研究の歩みを語り､これまで行ってきた膨大なフィールドワークの蓄積を背景に､″劇的な変化を続けているアジア諸国の地域研究に参加で

きたことで､通常のエコノllJriトとは違
った道を辿ってきたのはとても楽しい経験であった″と笑顔で述べた｡これは数多くの現地調査を実施し現場に根ざした活動を続けてきた先生ならではの言葉であろう｡会場には､田中明彦･東京大学東洋文化研究所所長(当時)をはじめ､150名ほどの研究者､メデ

ィ
ア
関
係
者
､
学
生
が
集
ま
り
､
原
教
授
の
地
域
研

究

･
経
済
学
研
究
の
軌
跡
に
熱
心
に
E
を
傾
け
た
O

原
教
授
は
､
研
究

者
と
し
て
歩
み
始
め

た
頃
､
東
大
か
ら
農
商
務
省
に
入
省
し
た

柳
田
国
男

(1
8
7
5
-
1
9
6
2
年
)

の
著
作
に
触
れ
大
き
な
影
響
を
受
け
た
と

い
う
｡
そ
の
影
響
は
主
に
二
つ
の
点
で
あ

る
o
第

一
は
､
柳
田
が
農
商
務
省
時
代
に

産
業
組
合
設
立
の
た
め
の
法
制
化
に
携
わ

る
う
え
で
､
現
代
的
な
視
点
か
ら
見
て
も

驚
く
ほ
ど
の
自
由
主
義
経
済
に
対
す
る
感

覚
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
点
｡
そ
の
自
由

主
義
経
済
的
な
ア
イ
デ
ア
は
､
開
発
経
済

学
者
セ
オ
ド
ア

･
シ
ュ
ル
ツ

(1
9
0
2

-
1
9
9
8
年
)
と
の
類
似
性
が
認
め
ら

れ
る
ほ
ど
で
あ
り
､
い
う
な
ら
ば

｢
近
代

化
論
者
｣
と
し
て
の
柳
田
で
あ
っ
た
.
莱

二
は
､
柳
配
が
シ
ュ
ル
ツ
と
は
違
っ
た
異

質
性
を
持
っ
て
い
た
点
.
ま
さ
し
く
､
そ

の
異
質
性
こ
そ
､
｢地
域
の
特
色
｣
や

｢歴

史
の
個
性
｣
を
汲
み
取
る
柳



最終講義

こ
の
柳
田
が
持
つ
二
面
性
は
､
経
済
学

が
示
す

｢
近
代
化
論
｣
と
そ
れ
に
相
対
し

て
き
た

｢
地
域
の
特
色
｣

･
｢
歴
史
の
個

性
｣
を
ど
の
よ
う
に
連
結
さ
せ
る
か
と
い

っ
た
､
原
教
授
白
身
の
問
題
関
心
と
関
連

す
る
こ
と
に
な
る
D

e

ギ
ア
ツ
の
著
作
と
の
出
会
い

-
芽
生
え

た
経
済
理
論
の
再
検
討

そ
れ
ま
で
糧
漬
開
発
と
い
え
ば
､
い
わ

ゆ
る
経
済
成
長
論

(特
に
ハ
ロ
ッ
ド

･
ド

ー
マ
ー
型
成
長
モ
デ
ル
)
に
よ
る
議
論
が

主
流
で
あ
り
､
伝
統
的
な
社
会
制
度
は
市

場
経
済
の
働
き
を
歪
め
る
障
害
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
た
｡
こ
の
主
張
は
､
正
当

派
経
済
学
が
本
質
的
に
抱
い
て
い
る
主
張
､

す
な
わ
ち

｢
市
場
経
済
に
は
固
有
で
普
遍

的
な
自
己
調
整
機
能
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
｣

と
の
命
題
と
不
可
分
克
関
係
に
あ
る
o

し

か
し
な
が
ら
､
現
代
経
済
学
の
潮
流
で
は
､

こ
の
命
題
に
は
そ
も
そ
も
無
理
が
あ
り
､

伝
統
的
な
社
会
制
度
は
市
場
経
済
の
働
き

を
歪
め
る
障
害
で
あ
る
よ
り
も
､
む
し
ろ

市
場
の
成
立
や
効
率
的
機
能
を
支
え
る
条

件
と
な
る
と
の
指
摘
も
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
O

原
教
授
が
こ
の
よ
う
な
指
摘
を
意
識
す

る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
､
ク
リ
フ
ォ
ー

ド

･
ギ
ア
ツ

(1
9
2
6
-
)
の
著
作
と

出
会
っ
た
こ
と
､
そ
し
て
散
大
来
佐
武
郎

氏

(元
外
務
大
臣
､
1
9
1
4
-
1
9
9

3
年
)
の
推
薦
に
よ
っ
て
タ
イ

･
バ
ン
コ

ク
に
あ
る
国
際
連
合
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済

社
会
委
員
会
に
専
門
家
と
し
て
派
遣
さ
れ

た
経
験
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
い
う
｡

1
9
6
0
年
代
に
東
南
ア
ジ
ア
プ
ロ
ジ

ェ

ク
ト
の
た
め
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
地
域
研

究
を
し
て
い
た
ギ
ア
ツ
は
､
正
当
派
経
済

理
論
に
依
拠
し
た
経
済
成
長
論
に
批
判
的

な
立
場
を
と
り
､
市
場
経
済
に
と
っ
て
障

害
と
さ
れ
た
伝
統
的
な
社
会
制
度
､
例
え

ば
相
LDl扶
助
な
ど
の
社
会
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

着
目
し
て
い
た
｡
正
当
派
経
済
学
に
対
す

る
ギ
ア
ツ
の
批
判
的
な
眼
差
し
こ
そ
､
原

教
授
が
バ
ン
コ
ク
滞
在
中
に
獲
得
し
え
た

地
域
研
究
の
視
点
と
重
な
る
も
の
で
あ
っ

た
｡
そ
の
た
め
､
教
授
の
処
女
作

『
ク
リ

フ
ォ
ー
ド

･
ギ
ア
ツ
の
経
済
学
』
(リ
ブ
ロ

ポ
ー
ト
､
1
9
8
5
年
)
は
ク
リ
フ
ォ
ー

ド

･
ギ
ア
ツ
に
関
す
る
著
作
と
怠
っ
た
O

原 洋之介くはら･ようのすけ)

昭和19年生｡
東京大学大学院農学

系研究科農集経済学専攻博士課程

単位取得中退
｡
農学博士(東京大

学)
,
東京大学東洋文化研究所助手
､
国
際連合アジア太平洋潅済社会 委員

会



劇
的
な
変
化
が
生
じ
､
広
域
的
な
経
済
圏

が
作
ら
れ
て
い
く
様
を
見
て
､
市
場
が
持

つ
力
を
実
感
し
た
時
期
で
も
あ
る
｡
当
時

は
､
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
が
公
共
投
資
等
に

よ
る
景
気
刺
激
策
を
重
視
す
る
た
め
に
財

政
赤
字
問
題
を
伴
う
こ
と
か
ら
そ
の
威
信

を
失
い
､
代
わ
っ
て

｢
新
自
由
主
義
経
済

学
の
再
生
｣
､
｢
新
古
典
派
の
復
興
｣
が
指

摘
さ
れ
､
市
場
の
持
つ
力
が
強
調
さ
れ
て

い
た
時
期
で
も
あ
っ
た
｡

こ
の
時
期
は
､
原
教
授
に
と
っ
て

｢
情

報
の
経
済
学
｣
へ
の
貢
献
で
ノ
ー
ベ
ル
経

済
学
寅
を
受
賞
す
る
こ
と
に
な
る
ジ
ョ
セ

フ

･
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ

(1
9
4
2
-
)

の
著
作
を
集
中
的
に
学
ん
だ
時
期
で
も
あ

る
｡
ケ
ニ
ア

･
ナ
イ
ロ
ビ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
の
経
験
か
ら

｢
市
場
の
あ
り
方
｣
に
つ

い
て
再
考
す
る
こ
と
に
な
る
ス
テ
ィ
グ
リ

ッ
ツ
は
､
｢情
報
の
非
対
称
性
｣
や

｢情
報

の
偏
在
｣
と
い
っ
た
概
念
を
打
ち
立
て
な

が
ら
､
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
た
市
場
経

済
論
を
発
表
し
て
い
た
｡

東
南
ア
ジ
ア
で
生
じ
た
劇
的
な
変
化
､

そ
し
て

｢情
報
の
経
済
学
｣
に
依
拠
し
た

新
し
い
市
場
経
済
論
に
注
目
が
集
ま
っ
た

こ
の
時
の
経
験
を
元
に
執
筆
し
た
著
書
が

『
ア
ジ
ア
経
済
論
の
構
図
』
(リ
ブ
ロ
ポ
ー

ト
､
1
9
9
2
年
)
で
あ
る
｡

○

大
学
法
人
化
時
代
へ
の
流
れ
と
地
域
研

究
の
説
明
責
任

90
年
代
に
な
る
と
大
学
法
人
化
で
乗
京

大
学
東
洋
文
化
研
究
所

(以
下
､
乗
文
研

と
略
記
)
の
活
動
自
体
も
問
い
直
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
O
そ
の
時
期
に
東
文
研
所
長

を
務
め
た
こ
と
も
あ
り
､
原
教
授
は
ア
ジ

ア
研
究
の
あ
り
方

･
研
究
の
説
明
責
任

(ア
カ
ウ
ン
タ
ピ
リ
テ
ィ
-
)
が
大
き
く
問

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
強
く

感
じ
た
と
い
う
｡
研
究
の
説
明
責
任
と
い

っ
て
も
市
場
と
の
関
係
を
重
視
し
た
見
方

で
は
投
資
情
報
の
み
が
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
､
必
ず
し
も
有
益
と
は
な
ら

な
い
｡
経
済
学
あ
る
い
は
地
域
研
究
が
､

I
T
や
医
療
な
ど
と
い
っ
た

｢
即
座
に
役

立
つ
学
問
｣
で
な
く
､
ま
た
天
文
学
や
考

古
学
の
よ
う
に

｢夢
を
示
す
学
問
｣
で
宅

な
い
以
上
､
社
会
が
信
摸
し
て
く
れ
る
よ

う
な
研
究
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
o

教
授
も
参
加
し
た
ベ
ト
ナ
ム
政
府
と
の
共

同
研
究
事
業
は
そ
の

一
例
と
な
り
う
る
と

話
し
た
｡

今
後
､
ア
ジ
ア
地
域
の
研
究
者

ら
と

一
緒
に
な
り
研
究
を
行
う
こ
と
で
､

よ
り
幅
広
い
説
明
責
任
を
担
う
と
同
時
に
､

研
究
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
く
る
と
語
り
､

こ
の
よ
う
な
潮
流
の
中
で
､
今
後
の
研
究

者
の
課
題
と
な
る
の
は
､
研
究
に
従
事
す

る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
､
政
策
立
案
に
コ

JJr
ッ
ト
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
だ
ろ
う
と

話
し
た
o
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
新
し

い
時
代
の
若
い
研
究
者
た
ち
に
期
待
し
て

い
る
と
､
原
教
授
は
最
終
講
義
を
締
め
く

く
っ
た
｡

(竹
本
将
規
)
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lPPF･日本信託基金｢希望の橋｣プロジェクト:政府開発援助､民間セクター､地元コミュニティ間の橋渡しによ

るHIV/エイズ啓発･予防･ケア･サービ

スの提供 lPPF資
金調達オフィサーなかむら ゆ り

中村 百合今回は､国際家族計

画連盟(IppF)の加盟協会であるタイ家族計画協会(PPAT)がラオr<女性連盟と共同で実施中の｢希望の橋｣プロジェクトをご紹介します｡このプロジェクトは､IppF･日本;-∨/エイズ信託基金の支援の下､第2国際メコン橋の工事現場で働く労働者と近隣コミュニティの住民に対し､性と生殖に関する健康(SRH)関連の重要な情報を伝え､安全な性行動をとるように働きかけ､大きな成功を上げてきました｡日本の政府開発援助(ODA)､地元コミュニティ､民間セクターの間をつなぎ､;-∨/エイズとその他の性感染症(sT-S)に関する意識空局め､既にHI∨感染率が高いことで知られる地域にさらなる蔓延を防ぐことに的を絞って活動しています0日本のoDAを活用した大規模インフラ建設案件との画期的な連携事業として国内外の関係者から高く評価され､同地域のモデルと

も
な
る
へ
き
好
事
例

と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
｡
こ
の
プ

ロ
ジ

ェ
ウ
ト
は
､
2
0
0

6
年
12
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
架
橋
建
設
工
事
が
完
了

す

る
ま
で
続
け
ら
れ
る
予
定
で
す
｡

メ
コ
ン
川
流
域
の
現
状

現
在
メ
コ
ン
川
に
ラ
オ
ス
と
タ
イ
の
経

済
開
発
促
進
に
対
す
る
大
き
な
希
望
を
受

け
な
が
ら
､
新
し
い
国
際
橋
が
建
設
さ
れ

て
い
ま
す
｡
-
P
P
F
は
､
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
同
橋
建
設
を
め
ぐ
る
多
く
の
関

係
者
が

r
団
と
な
っ
て
協
力
し
な
が
ら
､

H
-
∨
予
防
運
動
の
う
ね
り
を
広
げ
て
い

く
希
望
も
託
し
て
い
ま
し
た
｡
こ
れ
が
同

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を

｢
希
望
の
橋
｣
プ
ロ
5'71

エ
ウ
ト
と
命
名
し
た
理
由
で
す
｡
毎
月
約

1
2
0
0
名
と
も
い
わ
れ
る
建
設
労
働
者

が
雇
用
さ
れ
､
さ
ら
に
6
0
0
名
あ
ま
り

が
タ
イ
と
ラ
オ
ス
の
両
端
か
ら
橋
に
通
じ

る
道
路
建
設
に
雇
わ
れ
て
い
ま
す
｡

メ
コ
ン
下
流
地
域
は
､
ア
ジ
ア
の
H
-

∨
/
エ
イ
ズ
流
行
の
中
心
地
で
あ
る
こ
と

か
ら
､
橋
が
完
成
し
､
人
の
往
来
が
増
え

る
と
､
S
T
-
S
や

Z
I
>
/
エ
イ
ズ
の

一
層
の
蔓
延
を
助
長
す
る
の
で
は



潜
在
的
な
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
､
｢希

望
の
橋
｣
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
､
建
設
労
働

者
と
近
隣
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
民

(セ
ッ
ク

ス

･
ワ
ー
カ
ー
を
含
む
)
に
S
T
-

S
と

H
-

∨予
防
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る近隣の村で川∨陽性者のセッションに耳

を傾ける人々 (筆者撮影) ことを主

な目的として始まりました｡このプロジェクトは､日本政府､-ppF･日本H-∨/エイズ信託基金､ppATtラオス女性達合などが牽引していますoその他の関係者としては､タイとラオスの道路関連省庁､日本､タイ､ラオスの民間建設会社､関連請負会社､タイ･ムウダハン州保健局､ラオス･サバナケット州

保健局

､ラオス･サバナケッ上州エイズ対策委員会等が含まれます｡同プロジェクトでは､行動変容を促すためのコミュニケーション､自発的に受けるカウンセリングと抗体検査(VCT)､および広報教育(IEC)をその主要戦略としました｡プロジェクトでは､建設現場に隣接する村の住民やセックスワーカーもSTISやH-∨感染のリスクがあることから､活動の対象に含めています｡建設現場周辺には売春宿はほとんどありませんが､付近の小さな食堂やパ

ー
で
ホ
ス
テ
ス
や
ウ
エ
イ
ト
レ

r<
や
ウ
エ
イ
タ
ー
が
顧
客
相
手
に
影
で
売

春
に
従

事
し
て
い
る
た
め
､
彼
ら
の
H
-

∨
感
染
の
危
険
性
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
｡

こ
の
よ
う
に
現
場
付
近
の
セ
ッ
ク
ス
産
業

は
､
表
立
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
､
よ
り
多
く
の
セ
ッ
ク
ス
ウ
I

カ
I
と
そ
の
顧

客に活動の範囲を広げるためにさ

らなる努力が必要です｡ 44特別

に準備されたサービスと情報橋の

建設に関わる労働者数は非常に多く､現場人口の大半に活動を行き渡らせることは困難です｡労働者を対象として活動できる時間も限られていますから､メッセージをできるだけ多くの人に伝えるために斬新な方法を採り入れるなどの工夫をこらす必要がありました｡例えば､ppATの職員は､早朝の作業開始前に労働者が気軽に集まれるような形式ぼらない集会を開き､コンドームの正しい常用とVCTを中心としたsT-SとH-∨/エイズの予防に関して知らせています｡それぞれの国･地

域



国際家族計画連盟 (JPPF)活動レポート-3

朝礼前の女性建設労働者に向けたインフォメーション･セッション(筆者掘

影)営者等からもこうした;-∨予
防
活

動
へ
の
理
願
と
協
力
を
得
る
た
め
に
､
ア

ド
ボ
カ
シ
ー

活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
｡

ク
ト
の
標
語
で
あ
る

｢
工
事
現
場
に
ヘ
ル

メ

ッ
ト
､
夜
に
な

っ
た
ら
コ
ン
ド
ー
ム
｣

が
印
刷
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
が
現
場

三
甲
に

貼
ら
れ
､
労
働
者
の
目
に
留
ま
る
よ
う
努

め
ま
し
た
｡
ま
た
､
地
元
の
リ
ー
ダ
ー
､

建
設
会
社
上
級
幹
部
､
食
堂
や
パ
I
の
経

妹
尾こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
よ
う
に
規
模
が

大
き
い
と
難
し
い
問
題
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
O
政
治
的
シ
ス
テ
ム
が
異
な
る
2
カ

国
で
実
施
す
る
活
動
を
調
整
す
る
こ
と
は
､

至
難
の
業
で
あ
り
､
度
重
な
る
折
衝
と
強

力
な
組
織
づ
く
り
が
必
要
と
な
り
ま
す
.

ま
た
､
建
設
労
働
者
は
臨
時
雇
い
の
性
格

が
強
く
､
出
入
り
モ
激
し
い
た
め
､
た
と

え
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

･
ス
タ
ッ
フ
が
労
働
者

た
ち
と
の
間
に
緊
密
沿
関
係
を
築
い
た
と

し
て
吉
､
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
定
着
さ

せ
る
こ
と
は
困
難
で
す
｡
さ
ら
に
は
､
現

場
の
仕
事
を
辞
め
て
い
っ
た
人
た
ち
の
行

動
変
容
を
正
確
に
観
察
す
る
こ

と
も
非
常

に
困
難
で
す
｡

こ
れ
ま
で
の
成
果

最
近
同
地
域
で
行
わ
れ
た
調
査
に
よ
る

と
､
建
設
労
働
者

(92

･
2
%
)
で
は
H

I

∨に
つ
い
て
の
知
識
を
脅
す
5
人
が
､

そ
の
地
域
の
平
均

(
61

･
7
%
)
と
比
較

し
て
高
く
､
コ
ン
ド

･-
ム
の
利
用
率
吉
高

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
O
タ
イ
の
ム
ウ

ダ
ハ
ン
州
保
健
局
は
､
こ
の
調
査
結
果
に

い
た
く
感
心
し
､
P
P
A
T
に
彼

ら
の
B

c
c
活
動
を
地
域
の
学
生
に
ま
で
広
げ
て

実
施
す
る
よ
う
奨
励
し
ま
し
た
｡

l
方
､

建
設
会
社
の
管
理
職
た
ち
に
は
､
今
後
の

プ
ロ
ジ

工
ウ
卜
で
も
応
用
で
き
る
よ
う
な

Z
I
>
/
エ
イ
ズ
方
針
の
策
定
を
支
援
し

ま
し
た
｡
そ
の
他
の
成
果
と
し
て
は
､

H

-

∨陽
性
者
の
参
加
で
す
｡
あ
る
コ
ミ

ュ

ニ
テ
ィ
の
集
会
で
は
､
3
人
の
H
-
∨
陽

性
者
が
紹
介
さ
れ
､
女
性
と
子
供
た
ち
が

い
る
前
で
話
を
し
て
い
ま
し
た
｡
こ
う
し

て
､
｢
希
望
の
橋
｣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

す
る
rJ
と
に
よ
り
､
そ
れ
ま
で
は
存
在
し

な
か

っ
た
r
I
>
陽
性
者
の
ネ
ッ
ト
ウ
ー

つ
も
出
来
ま
し
た
｡

p
p
A
T
は
､
セ
ッ
ク
ス
ワ
ー
カ
ー
と

そ
の
顧
客
を
対
象
と
し
た
コ
ン
ド
ー
ム
利

用
促
進
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
｡

ジ

ェ
ン
ダ
ー
に
根
ざ
し
た
課
題
も
､
男
性

を



-
や
H
-
V
､
そ
し
て
望
ま
沿
い
妊
娠
か

ら
守
る
た
め
に
､
男
性
が
よ
り
責
任
あ
る

行
動
を
と
る
よ
う
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
解

決
を
は
か
っ
て
い
ま
す
｡

朝礼前の男性建設労働者に向けたインフォーメーション･セッ

ション 将来の事業への可能性現

時点では､建設労働者を対象として活動できる時間は､とても限られています｡仕事が始まる前の早朝(朝の点呼･朝礼前)､昼休み､終業後､あるいは週末に労働者が寝起きするキャンプを訪ねるときくらいしかありません｡もしもより多くの時間が使えれば､より多くの情報やサービスも提供でき､サービスの種類を増

やすことモ可能となり
ま
す
｡
就

業
時
間
中
に
も
時
間
が
割
け
る
よ

う
に
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
O

-
P
P
F
･
日
本
惜
耗
基
金
の
新
た
な
進
展

こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
成
功
が
､
今
後

の
J
T
F
活
動
の
方
向
性
を
決
め
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
.
J
T
LL
は
､
こ
の
成
功

例
に
学
び
､
大
規
模
イ
ン
フ
ラ
建
設
活
動

に
付
随
さ
せ
る
形
で
実
施
す
る
類
似
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
を
今
後
優
先
し
て
い
き
ま
す
｡

こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
､
建
設
現

場
に
お
け
る
H
-
∨
/
エ
イ
ズ
予
防
と
ケ

ア
の
促
進
活
動
と
､
建
設
労
働
者
と
近
隣

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
民
向
け
の
H
-
∨
情
報

と
サ

ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
拡
大
さ
せ

る
こ
と
に
的
を
絞
り
ま
す
｡
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
実
施
期
間
は
､
イ
ン
フ
ラ
建
設
工
事
計

画
に
よ
り
ま
す
が
､
短
く
と

も
2
年
間
､

最
大
5
年
ま
で
延
長
す
る
こ
と
を
可
能
と

し
､
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
よ
り
大
き
な
イ
ン

パ
ク
ト
を
生
み
出
せ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
｡

J
T
F
か
ら

｢
希
望
の
橋
｣
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
の
よ
う
な
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
者

が
そ
の
経
験
か

ら
学
べ
る
よ
う
な
モ
デ
ル

プ
ロ
.rr71
ェ
ウ
ト
が
増
え
れ
ば
､
J
T
LPL
の

支
援
を
受
け
た
活
動
か
ら
得
ら
れ
る
経
験

や
知
識
が
､
H
-
∨
/
エ
イ
ズ
へ
の
地
球

規
模
の
対
応
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
て
い
く

う
え
で
責
重
な
指
針
を
与
え
､
日
本
の
O

D
A
に
よ
る
国

･
地
域
レ
ベ

ルでの貢献がさらに広く認識

されることになるでしょう｡ 46

-PPF･日本惜耗基金とは-

ppF･日本信託基金は､アフリカとアジアで-ppFの加盟協会が効果的で斬新flL15zIV/エイズとSTI



国際家族計画連盟 (lPPF)活動レポート13

設
置
さ
れ
た
基
金
.
日
本
政
府
が
全
額
を

拠
出
し
て
お
り
､
2
0
0
0
年
に
同
基
金

が
設
置
さ
れ
て
以
来
､
ア
ジ
ア

･
ア
フ
リ

カ
地
域
の
37
カ
国
で
94
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
｡

-
P
P
F
と
は

-
p
p
F
は
､

1
5
0
カ
国
の
加
盟
団

体
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
､

1
8
2
カ

国
で
活
動
す
る
国
際

z
G
O
で
す
｡
世
界

に
広
が
る
3
万
7
0
0
0
箇
所
の
ク
リ
ニ

ッ
ク
等
を
拠
点
と
し
て
､
セ
ク
シ
ャ
ル
/

リ
プ
ロ
ダ
ウ
テ
ィ
プ

･
ヘ
ル
ス
/
ラ
イ
ツ

(性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
)
分
野

の
情
報
と
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
者
と
し
て
､

ま
た
推
進
者
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
｡

-
p
p
F
は
､
昨
年

1
年
間
に
世
界
の
3

7
5
0
万
人
の
女
性
､
男
性
､
若
者
に
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
し
た
｡

次
号
予
告

-
-
0
6
年

･
軟
号

(仙
9
)
.,.0
月
1
日
発
行
予
定

●

｢高
齢
問
題
は
首
都
圏
で
深
刻

に
⊥
局
齢
単
身
女
性
の
窮
乏
化
多
発
の
介
護
現
場
か
ら
｣

吉
田
昭
彦

･
元
産
能
短
大
教
授

･
(樵
)
こ
め
つ
つ
じ

(訪
問
介
護
事
業
所
)
代
表
取
締
役

訪
問
介
護
事
業
所
を
運
営
す
る
著
者
が
､
2
0
0
6
年

･
春
号
掲
載

｢人
類
の
進
化
と

介
護
の
矛
盾

･-介
護
現
場
か
ら
の
視
点
｣
に
続
き
'
介
護
と
高
齢
化
の
問
題
を
､
都
市
間

題
と
女
性
問
題
を
含
め
て
取
り
上
げ
る
｡

●
投
稿
論
文

｢
5
歳
未
満
の
死
亡
率
の
低
下
-
ネ
パ
ー
ル
に
あ
け
る
2
つ
の
農
村
の
事
例
か
ら
｣

ナ
ビ
ン

･
ア
リ
ヤ
ル

･
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
特
別
研
究
員

著
者
自
ら
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
も
と
に
､
ネ
パ
ー
ル
の
2
つ
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団

に
お
け
る
乳

･
幼
児
死
亡
率
を
比
較
し
'
そ
の
変
化
を
考
察

･
分
析
し
た
｡
ネ
パ
ー
ル
の

エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
の
人
口
学
的
な
比
較
研
究
は
稀
で
あ
り
､
人
口
学
研
究
の
ミ
ク
ロ
ア
プ

ロ
ー
チ
と
し
て
も
新
し
い
頁
献
と
な
る
論
文
で
あ
る
｡

●
誌
上
再
録

『人
口

･
開
発

･
食
糧
を
考
え
る
』
佐
藤
隆

著

(元
農
水
大
臣

･
A
F
P
P
D
初
代
議
長
t
A
P
D
A
創
設
者

･
元
理
事
長
)

現
在
あ
ら
た
め
て
人
口
と
開
発
の
相
関
に
注
目
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
.
こ
の

こ
と
は
A
F
P
P
D
/
A
P
D
A
創
設
者
で
あ
る
著
書
の
問
題
意
識
の
先
見
性
を
示
す
も

の
で
あ
る
O
本
書
は
絶
版
と
な

っ
て
久
し
く
､
再
刊
が
切
望
さ
れ
て
い
た
.
人
口
と
開
発

に
関
す
る
国
会
議
員
活
動
の
原
点
を
見
直
す
た
め
に
も
誌
上
再
録
を
決
定
し
た
｡
秋
号
よ

り
8
回
に
分
け
て
連
続
掲
載
す
る
｡

47



人
口
問
題
へ
の
対
処
が
な
け
れ
ば

2
0
5
0
年
の
世
界
人
口
は
1
2
0
億
人
へ

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
役
員
会
開
催

的
な
支
援
を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
く
だ
さ

っ

て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
｡

48
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国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会

(∫

P
F
P
)
は

5
月
12
日
､
ー
ラ
ヤ

･

オ
ペ
イ
ド
国
連
人
口
基
金

(U
N
F

p
A
)
事
務
局
長
'
サ
フ
ィ
エ

･
チ

ャ
ー
同
広
報
渉
外
局
長
を
招
い
て
役

員
会
を
開
催
し
た
｡
中
山
太
郎
会
長

の
挨
拶
に
引
き
続
き
､
オ
ペ
イ
ド
事

務
局
長
の
講
演
'

I
P
F
P
新
役
員

の
紹
介
､
人
口
開
発
事
情
視
察
報
告

(津
波
被
災
地
視
察
事
業
な
ら
び
に
イ

ン
ド
国
人
口

･
開
発
事
情
視
察
プ
ロ

グ
ラ
ム
)
が
行
わ
れ
た
｡

オ
ペ
イ
ド
事
務
局
長
講
演
要
旨

①
日
本
の
協
力
に
対
す
る
感
謝

こ
れ
ま
で
日
本
の
国
会
議
員
が
､
日
本

の
み
な
ら
ず

ア
ジ
ア
､
そ
し
て
世
界
の
人

口
問
題
に
対
す
る
国
会
議
員
活
動
で
果
た

し
て
き
た
指
導
的
な
役
割
に
感
謝
し
た
い
O

ま
た
不
年
日
月
に

A
F
P
P
D
が
バ
ン
コ

ク
で
主
催
す
る

｢
国
際
人
□
開
発
会
議
行

動
計

画
実
施

の
た
め

の
国
際
議
員
会
議

(I
p
c
-
2
0
0
6
)｣
の
開
催
に
あ
た

り
､
日
本
政
府
信
託
基
金
か
ら
の
支
援
を

認
め
て
吉
ら

っ
た
こ
と
､
さ
ら
に
､
こ
れ

ま
で
の
日
本
政
府
に
よ
る
政
治
的
､
財
政

②
世
界
の
人
口
の
現
状

現
在
､
人
口
問
題
に
対
す
る
対
処
は
非

常
に
重
要
な
時
期
に
差
し
か
か

っ
て
い
る
｡

世
界
中
で
思
春
期
の
人
口
が
増
加
し
､
現

在

の
対
処
い
か
ん
で
2
0
5
0
年
の
世
界

人
口
は
中
位
推
計
の

90億
人
か
ら
高
位
推

計
の

1
2
0
億
人
へ
と
変
化
し
う
吉
｡
世

界
人
口
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
は
､
今
､

人
口
問
題
に
対
す
る
対
処
を
行
う
こ
と
が

非
常
に
重
要
で
あ
る
｡

現
在
の
人
口
問
題
に
対
す
る
対
処
は

1

9
9
4
年
に
採
択
さ
れ
た

｢
国
際
人
□
開

発
会
議
行
動
計
画
(-
C
P
D
/
P
O
A
)｣

に
基
づ

い
て
い
る
が
､
そ
の
計
画
達
成
年

度
で
あ
る
2
0
1
4
年
が
近
づ
く
に
つ
れ
､

そ
の
日
標
と
現
実
の
帝
雛
が
明
確
に
な

っ

て
き
て
い
る
｡
危
機
感
が
高
ま

っ
て
お
り
､

特
に
人
口
問
題
に
対
応
す
る
活
動
を
支
え

る
資
金
面
で
の
目
標
が
満
た
さ
れ
て
お
ら

ず
､
そ
の
た
め
人
口
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

す
る
う
え
で
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
o

U
Z
LL
P
A
と
し
て
は
､
発
展
途
上
国



オペイド事務局長来日

左から高橋千秋副事務総長､竹本直一副幹事長､清水嘉与子事務総長､中山太郎会

長､機井新副会長､関谷勝嗣副会長､

小宮山洋子幹事 の人口問題に対処す

るためにミレニアム開発目標(MDGs)に基づいた各国の政策の中に｢性と生殖に関する健康1リプロダウティプ･ヘルス(RH)｣プログラムを組み込むよう働きかけている｡また毎年500万人が新たにH-∨/エイズに感染し､300万人が死亡している｡その意味で､リプロダウティプ･ヘルスに対する活動とHI∨/エイズへの対処(予防活動)との連動を拡大して

いくことが重要であるOまた､中山

先生が述べられたように､人口問題は多様化しており､インド･パキスタン･ナイジェリア等で急激怠人口増加が続くだけでなく､最も貧困にあえぐ後発開発途上国(LLDC)でも人口増加が引き続くと考えられる｡また一方､ロシア､ウウライナ､日不等では人口減少が始まり､少子化に加えて高齢化が進む｡先進国で高齢者の

割
合
が
20
%
か

ら
32
%
に
増
大
す
る

一
方
､
開
発
途
上
国

で
主
局
齢
毒
人
口
比
率
が
8
%
か
ら
20
%

に
増
大
す
る
｡
そ
の
増
加
す
る
高
齢
者
の

ほ
と
ん
ど
が

女
性
で
あ
り
､
高
齢
化
に
対

処
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
と
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡
さ
ら
に
移

民
の
問
題
は
､
各
国
の
事
情
や
人
権
な
ど

の
問
題
も
深
く
か
か
わ
っ
て
く
る
た
め
､

非
常
に
難
し
い
問
題
で
あ
る
｡
今
年
u
N

F
P
A
が
発
表
す
る
人
口
白
書
の
テ
ー
マ

は

｢移
民
と
女
性
｣
で
あ
り
､
U
N
F
P

A
と
し
て
吉
具
体
的

に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
｡

③
国
連
改
革
と
u
N
F
P
A
の
立
場

u
z
LL
P
A
は
国
連
改
革
に
賛
成
で
あ

り
､
組
織
の
簡
素
化
､
重
複
業
務
の
見
直

し
な
ど
の
調
整
を
進
め
る
こ
と
を
支
持
し

て
い
る
｡
各
国
に
置
か
れ
て
い
る
国
連
各

専
門
機
関
の
各
国
事
務
所
を

一
元
化
し
､

そ
の
代
表
を
明
ら
か
に
す
る
改
革
が
行
わ

れ
て
い
る
｡
合
理
的
な
制
度
改
革
を
進
め

る
こ
と
で
効
率
化
を
推
進
し
た
い



も
に
､
資
金
を
充
足
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
｡
か
つ
て
日
本
は
u
N
F
P
A
に
対

す
る
資
金
協
力
で
首
位
の
座
を
長
く
維
持

し
た
が
､
近
年
は
日
本
の
財
政
構
造
改
革

の

一
環
に
よ
り
､
U
N
F
P
A
に
対
す
る

拠
出
は
減
額
の

一
途
を
た
ど
り
､
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
拠
出
が
増
額
さ
れ
て
き
た
こ
と
吉

あ
っ
て
､
2
0
0
5
年
に
は
拠
出
額
で
第

4
位
､
2
0
0
6
年
に
は
第
5
位
に
下
が

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
O

日
本
は
サ
ミ
ッ
ト
で
o
D
A
の
増
額
を

表
明
し
'
保
健
分
野
､
ジ

ェ
ン
ダ
ー
に
対

す
る
協
力
､
ま
た
ア
フ
リ
カ
へ
の
支
援
を

拡
大
す
る
こ
と
を
公
約
し
て
い
る
｡
そ
の

際
に
は
u
N
F
P
A
を
通
じ
た
支
援
を
拡

大
し
て
ほ
し
い
｡
現
在
は
か
つ
て
な
い
ほ

ど
人
口
問
題
へ
の
理
解
が
進
み
､
ド
ナ
I

か
ら
の
資
金
が
u
N
F
P
A
の
歴
史
上
最

古
大
き
く
な
っ
て
い
る
｡
か
つ
て
､
u
N

F
P
A
に
資
金
拠
出
す
る
国
は
92
カ
国
で

あ
っ
た
が
､
昨
年
に
は
1
7
1
カ
国
ま
で

増
加
し
､
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
諸
国

か
ら
も
拠
出
の
約
束
を
取
り
付
け
た
｡
そ

の
中
で
日
本
か

ら
の
コ
ア
財
源
が
年
々
下

が

っ
て
お
り
､
M
D
G
S
を
達
成
し
､
-

c
p
D
行

動計
画を
達
成
する
た
め
に
は

日
本

の
拠

出
増額が
不

可
欠
であ
る
｡

(質
疑
応
答

･
視
察
報
告
)

広
中
和
歌
子
会
長
代
行

ア
フ
リ
カ
支
援
の
重
要
性
は
理
解
し
て
い

る
が
､
ア
フ
リ
カ
の
現
状
を
見
る
と
本
当

に
可
能
性
が
あ
る
の
か
｡

オ
ペ
イ
ド
事
務
局
長

確
か
に
大
変
な
状
況
に
あ
る
こ
と
は
皆
様

も
ご
承
知
の
通
り
で
あ
り
､
ガ
バ
ナ
ン
ス

な
ど
の
面
で
も
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い

る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
｡
し
か
し
そ
の
状

態
を
変
え
る
必
要
性
に
ア
フ
リ
カ
諸
国
自

身
が
気
付
き
始
め
た
｡
Z
I
>
/
エ
イ
ズ

に
つ
い
て
は
減
少
の
兆
し
が
見

ら
れ
る

が
､
こ
れ
は
若
者
が
ど
の
よ
う
に
し
て
身

を
守
る
か
を
理
解
し
始
め
て
い
る
こ
と
を

意
味
す
る
｡
ま
た
ア
フ
リ
カ
連
合

(A
U
)

な
ど
で
､
各
国
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
汚
職
に

対
す
る
ピ
ア
レ
ヴ

ュ
ー
を
始
め
る
な
ど
､

自
ら
変
革
す
る
た
め
の
努
力
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
｡
そ
の
意
味
で
困
難
で
あ

る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
と
し
て
吉
希
望
は

あ
る
.
こ
の
よ
う
な
動
き
を
支
援
し
て
ほ

し
い
｡
園
レ
ベ
ル
で
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
力
点
を
置
い
て
支
援
す
る
日
本
の
選
択

は
正
し
く
､
資
金
だ
け
で
は
な
く
､
人
材

育
成
の
た
め
に
技
術
支
援
も
ほ
し
い
｡
麻

生
外
務
大
臣
に
お
会
い
し
た
際
に
､
大
臣

か
ら
援
助
の
原
則
は

〟魚
を
与
え
る
の
で

は
な
く
そ
の
と
り
方
を
教
え
る
必
要
が
あ

る
〟

と
言
わ
れ
た
｡
ア
フ
リ
カ
に
関
し
て

モ
全
く
そ
の
通
り
で
あ
る
と
思
う
｡
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樫
井
新
副
会
長

昨
年
5
月
､
11
月
の
ス
マ
ト
ラ
沖
津
波
被

災
地
域
視
察
と
､
4
月
の
A
P
D
A
会
議

に
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
イ
ン
ド
で
の
視

察
に
参
加
し
た
が
､
訪
問
し
た
被
災
地
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ト
の
人
々
が
援
助
依

存
体
質
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
心
配
で
あ

る
｡
自
ら
立
ち
上
が
ろ
う
と
努
力
し
て
い

る
人
々
を
支
援
す
べ
き
で
あ
っ
て
､
援
助

へ
の
依
存
を
深
め
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
O
人
口
や
リ
ブ
ロ
ダ
ウ
テ

ィ
プ

･
ヘ
ル
ス
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
､
地
域

の
人
々
が
働
い
て
生
活
で
き
る
環
境
を
整



オペイド事務局長来日

備
し
蕩
け
れ
ば
全
く
意
味
が
な
く
､
継
続

で
き
る
宅
の
で
は
な
い
｡
日
々
の
生
活
に

誇
り
を
持
っ
て
送
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

整
備
の
た
め
に
u
N
F
P
A
も
努
力
す
べ

き
で
あ
る
｡

u
N
F
P
A
か
ら
の
資
金
要
請
に
関
し
て

は
､
｢
拠
出
国
の
順
位
が
落
ち
た
｣
､
｢
足

り
な
い
か
ら
宅
っ
と
出
せ
｣
と
い
う
ス
タ

ン
ス
で
は
､拠
出
の
意
味
が
な
い
と
思
う
｡

左端はサフイエ･チ

ャーUNFPA広報渉外局長 竹本直一

副幹事長今回派遣に参加して驚いた

ことは､ニューデリIの路上で､かつてはよく見かけた牛を見なかったことである.ニューデリーの急激は変化は目を見張る吉のがあるCその努力を他の地域でも見習えばインドは急速に変化するのではないか｡地方から来た人々がニューデリーの変化を見ることで､地方でもやればできるのだと思ってくれることが重要では沿い

かOまた施設や機材の不足もさ

ることながら､ソフト面での対応が充分でない｡医師や設備が充分なら対応できそうであるが､患者があまりにも多いために充分な対応が難しい.また地方に行くと､伝統的な助産婦が多く､保健師､助産師の医学的な知識

が
不
足
し
て
い
た
こ
と
が
障
害
と
な
っ
て

い
た
｡

ま
た
視
察
に
際
し
､
さ
ま
ざ

ま
な
機
関
か

ら
の
職
員
が
説
明
し
て
く
れ
た
が
､
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
何
度
聞
い
て
吉
明
確
に
理

解
で
き
な
か
っ
た
.
こ
の
点
か
ら
見
て
吉

援
助
す
る
側
や
現
地
政
府
の
調
整
が
効
率

的
に
行
わ
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
と
疑
問

を
持
っ
た
｡

清
水
嘉
弓
子
事
務
捻
長

援
助
し
て
い
る
側
と
し
て
宅
､
ど
れ
ほ
ど

の
成
果
を
上
げ
て
き
た
の
か
を
明
瞭
に
知

り
た
い
と
思
う
O
そ
の
意
味
で
､
も
ど
か

し
い
気
持
ち
で
あ
る
｡
竹
本
先
生
は
現
在
､

財
務
副
大
臣
を
務
め
ら
れ
て
お
り
､
財
務

省
の
要
職
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
､
u
N

F
P
A
へ
の
拠
出
の
際
に
は
是
非
ご
尽
力

い
た
だ
け
る
も
の
と
確
信

し
て
い
る
o

こ
う
し
た
率
直
な
発
言
を
受
け
､
オ
ペ

イ
ド
事
務
局
長

は
以
下
の
よ
う
に
総
括
し

た
｡
オ
ペ
イ
ド
事
務
局
長

日
本
は
戦
後
の
再
建
を
奇
跡
的
に
果
た
し



リ
､
各
国
で
は
地
域
か
ら
の
努
力
を
積
み

上
げ
て
い
く
う
え
で
時
間
が
か
か
っ
て
い

る
｡
津
波
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
モ
ル

デ
ィ
ブ
で
は
観
光
産
業
が
最
も
重
要
な
産

業
で
あ
り
､
そ
の
復
旧
が
自
律
的
な
回
復

の
た
め
の
基
盤
と
な
る
o
こ
の
こ
と
を
モ

ル
デ
ィ
ブ
政
府
も
自
覚
し
､
ホ
テ
ル
な
ど

の
再
建
を
政
府
が
支
援
し
て
い
る
｡

イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
パ
ン
ダ
ア
チ
エ
で
は
ス
タ
ー

バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
社
が
コ
ー
ヒ
ー
園
事

業
に
資
金
を
提
供
し
､
雇
用
の
創
出
に
も

つ
な
が
る
投
資
を
し
て
い
る
な
ど
､
増
井

先
生
の
ご
指
摘
の
方
向
へ
と
国
際
的
な
支

援
の
方
向
性
が
向
か
っ
て
い
る
.
U
N
LL

p
A
と
し
て
も
そ
の
よ
う
な
方
向
性
を
支

援
し
て
い
き
た
い
｡
ま
た
ア
フ
リ
カ
も
援

助
に
対
す
る
姿
勢
が
変
わ
っ
て
き
て
お

り
､
自
ら
の
芋
で
開
発
し
て
い
こ
う
と
い

う
態
度
に
変
わ
っ
て
い
る
｡
そ
の
た
め
の

人
材
を
育
成
す
る
支
援
が
必
要
で
あ
る
O

イ
ン
ド
は
変
化
の
過
程
に
あ
る
が
､
12
億

人
の
人
口
を
持
つ
国
が
急
に
変
化
す
る
こ

と
は
難
し
い
｡
そ
の
中
で
吉
視
察
し
て
い

た
だ
い
た
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
は
最
も
貧
し

い
州
で
あ
り
､
社
会
構
造
の
問
題
な
ど
tL)

か
か
わ
っ
て
複
雑
な
状
況
に
あ
る
O
こ
の

ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
で
u
N
F
P
A
は
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
､
州
厚
生
省
と
の
共
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
､
緊
急
産
科
ケ
ア
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
｡
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
大
変
成
功
を
収
め
､
イ
ン
ド
の
他
の
州

で
も
同
様
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
ま

で
に
な
っ
た
.
こ
れ
は
成
功
事
例
と
し
て

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
｡
人
口
問
題
は
大

変
囲
難
訟
問
題
だ
が
'
地
域
レ
ベ
ル
で
の

活
動
が
活
発
化
し
て
お
り
､
質
的
な
変
化

も
確
実
に
起
こ
っ
て
き
て
い
る
の
で
､
そ

れ
ほ
ど
悲
観
し
て
い
な
い
O

●参加者
UNFPA:
トラや･オペイド事務局長､サフイエ･チャー広報渉外局長､池上清子u＼『PA東京事務所長､
石川かえしJ塀PA資金調達官
JPFP:
中山太郎会長 (衆 ･白)､広中和歌子会長代行 (参･民)､関谷勝嗣副会長 (参･自)､

横井新副会長 (参 ･自)､南野知恵子副会長 (参 ･自)､達沢一郎幹事長 (衆･白)､

竹本直一副幹事長 (衆 ･自)､小宮山洋子幹事 (民･衆)､清水轟弓子事務総長 (参･自)､

高橋千秋副事務総長 (参 ･民)､太田豊秋国内部会長 (参･自)､

和巴ひろ子国内副部会長 (参 ･民)､長浜博行幹事 (衆･民<代理出席>)

事務局 :

広瀬次雄顧問､楠本修事務局長代行､木村亮子渉外課長､恒川ひとみ国際課長
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-総会開く-国際人口問題議員懇談会(J

PFP)総会6月16日､国際人口

問題議員懇談会(JPFP)総会が開催され､｢平成17年度事業･収支決算報告｣､｢平成18年度事業経過報告｣､｢平成18年度事業予定｣､｢〝提言〟の検討と採択｣と並び､スティーブン.シンデインクEg]際家族計画連盟(IppLl)事務局長が退任挨

拶を行った｡中山太郎会長は挨拶

の中で､ここ数年､人口関係の国際機関に対する日本国からの拠出が減額のJ速をたどっている現状に触れ､｢日本にとって国際的な人口問題が持つ意味を訴えかけるためにも､この国際人口問題議員懇談会の役割は重要になってくる｣とこれからの活

動強化

を訴えた｡続いて､逢沢一郎幹事長から｢平成17年度活動報告｣､清水嘉与子事務総長から｢平成17年度収支計算報告｣がなされ､平成18年に実施された｢ApDA会議｣ならびに｢インド国人ロ･開発事情視察｣については柏村武昭参議院議員から報告がなされた｡柏村議員は､｢Ap

D
A
会
議
で
は

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
も
た
ら
す
さ

ま
ざ
ま
fiL6
側
面
や
､
各
国
ご
と
に
そ
の
様

相
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
て
､
人
口
問
題
へ
の
対
策
を
と
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
再
認
識
し
た
｡
ま

た
視
察
で
は
､
開
発
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
に

社
会
的
に
恵
ま
れ
な
い
人
々
を
引
き
込
む

こ
と
が
重
要
で
あ
り
､
人
口
問
題
へ
の
対

策
吉
こ
の
よ
う
(1Li
生
活
基
盤
が
あ
っ
て
初

め
て
実
現
す
る
吉
の
で
あ
る
と
痛
感
し
た
｡

そ
の
意
味
で
は
､
援
助
吉
各
論
に
留
ま
る

の
で
は
な
く
､
木
を
見
る
の
で
は
な
く
森

を
見
る
必
要
が
あ
る
｣
と
述
べ
た
｡

福
Ef]康
夫
副
会
長
か
ら
は
､
6
月
11
-

12
日
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ウ
ェ
リ
ン

ト
ン
で
開
催
さ
れ
た

｢
第
4
回
ア
ジ
ア
太

平
洋
女
性
国
会
議
員

･
大
臣
会
議
｣
に
つ

い
て
､
｢
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
三
権
の

長
は
全
て
女
性
で
あ
る
よ
う
に
､
ア
ジ
ア

太
平
洋
で
最
も
女
性
の
社
会
進
出
が
進
ん

で
お
り
､
そ
の
意
味
で
は
場
所
を
得
た
会

議
で
あ
っ
た
｣
と
報
告
が
沿
さ
れ
た
〇

ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
享

受
し
て
い
る
が
､
そ
の

l
方
で
隣
国
に
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
控
え
､
否
応
な
く



競
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
.
ク
ラ
ー
ク

首
相
と
の
対
談
に
も
触
れ

｢
こ
の
グ
ロ
ー

バ
リ
ぜ
I
シ
ョ
ン
と
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
い

か
に
調
整
す
る
か
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
｣

と
述
べ
た
｡

定
に
際
し
､
減
額
の

一
途
を
た
ど
る
日
本

か

ら
の
人
口
関
係
の
国
際
機
関
に
対
す
る

拠
出
へ
の
増
額
を
求
め
る
趣
旨
の
提
言
を

検
討
し
､
満
場
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
た
｡

(次
号
掲
載
予
定
)

◎

｢提
言
｣
の
採
択

資
源
小
国
で
あ
る
日
本
が
将
来
の
繁
栄

を
維
持
す
る
た
め
に
も
､
人
口
問
題
へ
の

対
策
が
重
要
で
あ
る
｡
国
際
人
口
問
題
議

員
懇
談
会
は
､
平
成
19
年
度
予
算
原
案
策

退任挨拶をするシンディング事務局長 ◎l7

1ツディングーP

PLL事務局長退任挨拶(要旨)日本の永年にわたる-ppFへの支援は､草の根の人々の生活の質を高めるためだけでなく､活動を実施する関係者の士気を高め､その効果
を高める上でも大きな影響を与えた｡
現在かつてないほど若者人口が増加し､性的な経験をする年齢が低年齢化しているoその結果､若者たちが望まない妊娠や､ZIv/エイズを含む性感染症に感染する危険性が非常に高まっている｡また､安全でない中絶のために毎年7万人宅の女性が命を失い､何十万人宅が合併症や後遺症に苦しんでいる｡リプロダウティプヘルスおよび安全でない中絶を無くすためのさらなる努力が必

要
で
あ
る
｡
ま
た
､
こ
れ
ま
で
の
日
本
の

人
口
分
野
に
対
す
る
国
際
協
力
は
非
常
に

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き
た
｡

例
え
ば
､

日
本
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
口
分
野
へ
の

支
援
は
､
同
地
域
の
経
済
発
展
に
大
き
く

貢
献
し
た
｡

ア
フ

リカ
に
も
こ
の
経
験
を

広
げ
る
必
要
が
あ
る
o
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ

カ
に
お
け
る
現
在
の
人
口
問
題
の
格
差
は
､

日
本
の
人
口
分
野
へ
の
貢
献
に
よ
る
も
の

で
あ
る
｡
今
世
界
で
若
者
人
口
が
か
つ
て

な
い
ほ
ど
多
い
現
状
を
考
え
れ
ば
､
今
こ

そ
集
中
的
に
人
口
問
題
へ
の
対
策
を
行
う

べ
き
時
で
あ
り
､
今
行
わ
れ
な
け
れ
ば
､

こ
れ
ま
で
過
去
数
十
年
に
わ
た
っ
て
培
っ

て
き
た
成
果
が
水
泡
に
帰
す
｡
今
後
も
日

本
か
ら

I
p
p
F
と
後
任
の
事
務
局
長
を

支
援
し
て
い
た
だ
き

た
い
｡

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

総
会
に
先
立
ち
､
シ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
務

局
長
は
､
中
山
太
郎
会
長
､
福
日
康
夫
副

会
長
､
南
野
知
恵
子
副
会
長
､
樫
井
新
副

会
長
､
谷
津
義
男
副
会
長
､
清
水
嘉
与
子

副
会
長
､
小
宮
山
洋
子
幹
事
を
個
別
に
訪

問
し
､
旧
交
を
温
め
る
と
と
も
に
､
こ
れ

ま
で
の



恕圏} APDA理事会 ･評議員会■園田
一新理事に福田康夫 衆議院議員-

(財
)
ア
ジ
ア
人
口

･
開
港

協
会

(A
P
D
A
)
は
5
月
31

日
都
内
ホ
テ
ル
で
理
事
会

･
評

議
月
会
を
開
き
'
｢
理
事

･
監

事

･
評
論
員
の
退
任

･
再
任

･

新
任
｣
'
｢
寄
附
行
為
の
変
更
｣
'

｢平
成
17
年
度
事
業
報
告
戯
び
に

収
支
決
算
｣
'
｢
平
成
18
年
度
事

業
経
過
報
告
｣
'
｢基
金
の
増
額
｣

が
協
議
さ
れ
議
決
さ
れ
た
｡
理

事
会

･
評
論
員
会
で
議
決
さ
れ

た
人
事
に
よ
っ
て
平
成
18
年
度

か
ら
の
新
体
制
が
決
ま
り
'
寄

附
行
為
の
変
更
に
伴

っ
て
ア
ジ

ア
人
口

･
開
発
協
会
は
ア
ジ
ア

地
域
以
外
の
ア
フ
リ
カ
や
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
活
動
を

本
格
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
｡

新
役
員
の
顔
ぶ
れ

今
年
度
は
2
年
に

J
度
の
理
事

･
評
議

員
会
の
改
選
期
に
当
た
り
､
午
前
中
に
行

わ
れ
た
評
議
員
会
で
､
理
事

･
監
事
の
退

任
と
選
任
が
審
議
さ
れ
た
O
ま
ず
尾
崎
美

千
生
理
事
､
斎
藤
伸
雄
理
事
､
波
多
康
治

監
事
の
退
任
が
認
め
ら
れ
､
新
任
理
事
と

し
て
､
昨
年
日
月
に
人
口
と
開
発
に
関
す

る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

(A
F
P
P

D
)
議
長
に
就
任
し
た
福
田
康
夫
衆
議
院

議
員
が
選
任
さ
れ
た
｡
福
臼
康
夫
議
員
の

A
P
D
A
理
事
へ
の
就
任
に
よ

っ
て
今
後

の
A
P
D
A
/
A
F
P
P
D
活
動
を
通
し

た
国
会
議
員
活
動
の
よ
り

J
層
の
強
化
が

図
ら
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
｡

続
い
て
午
後
に
開
か
れ
た
理
事
会
で
は
､

尾
崎
美
千
生
民
の
常
務
理
事
退
任
が
認
め

ら
れ
､
評
議
員
の
再
任

･
新
任
等
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
た
｡
評
議
員
人
事
と
し
て
は

(社
)
日
本
電
機
工
業
会
の
専
務
理
事
交
代

に
伴
い
､
藤
本
弘
治
評
議
員
の
退
任
と
早

野
敏
美
同
会
専
務
理
事
の
評
議
員
就
任
が

認
め
ら
れ
た
｡
ま
た
現
在
の
評
議
員
が
寄

附
行
為
で
定
め
る
定
数
の
下
限
15
名
で
あ

る
こ
と
か
ら
､
評
議
員
会
強
化
の
た
め
に

APDA評議員会阿藤誠･早稲田大学人間科学学術院特任教授､早瀬保子･明海大学講師､堀内光子･前-LO乗京事務所長の3名を新たに評

議員に選任した｡最後に､尾崎美

干生常務理事･事務局長の後任とし

て
､
楠
本



APDA理事会 長補佐･主任研究員

が4月1日より8月まで事務局長代行として職務にあたり､9月から事務局長に就任することが報告された｡楠本事務局長代行は｢数少ない若いスタッフによる活動となりますので､理事･評議員の皆さまにさらなるご支援･ご協力をいただきながら頑張っていきたい｣と意気

込みを語ったO新理事､新評議員

､事務局長代行の略

歴
は
次
の
通
り
｡

臣
秘
書
官
を
経
て
､
衆
議

院
議
員
と
な
る
｡

外
務
政
務
,次
官
､
自
民
党
外
交
部
会
長
､

同
副
幹
事
長
'
同
財
務
委
員
長
､
同
経
理

局
長
､
同
政
務
調
査
会
副
会
長
､
国
務
大

臣

内
閣
官
房
長
官
を
歴
任
｡
現
在
､
新

憲
法
起
草
委
員
会

安
全
保
障
及
び
非
常

事
態
に
関
す
る
小
委
員
会
委

員長等｡ 56●新評議員早野敏美(は

や
の
･
と
し

み
)

●
新
理
事

福
田

康
夫

(ふ
く
だ

･
や
す
あ
)

昭
和
11
年
生
ま
れ
｡

早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
卒
業
､
石
油

会
社
､
衆
議
院
議
員
秘



評議員会改選

阿
藤

誠

(あ
と
う

･
ま
こ
と
)

昭
和
17
年
生
ま
れ
｡

乗
京
大
学
文
学
部
､
同
大
学
院
社
会
学
研

究
科
修
士
課
程
修

了
､
米
国
ミ
シ
ガ
ン
大

学
博
士
課
程
修
了

(同
校
よ
り
博
士
号

p

h

･
D

(社
会
学
博
士
)
取
得
)
｡

厚
生
省

人
口
問
題
研
究
所

(現
国
立
社
会
保
障

･

･<
ロ
問
題
研
究
所
)
人
口
政
策
研
究
部
長
､

同
所
長
を
経
て
､
現
在
､
早
稲
田
大
学
人

間
科
学
学
術
院
特
任
教
授
｡

昭
和
19
年
生
ま
れ
｡

津
EB
塾
大
学
卒
業
､
日
本
女
子
大
学
人
間

社
会
研
究
科
現
代
社
会
論
専
攻
博
士
課
程

修
了

(同
校
よ
り
博
士
号
取
得
)
｡
ア
ジ
ア

経
済
研
究
所
統
計
調
査
部
主
任
､
開
発
研

修
室
主
任
研
究
員
､
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
主
管
を
経
て
､

2
0
0
4
年

3
月
定

年
退
職
｡
現
在
､
明
海
大
学
､
国
士
舘
大

学
､
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
非
常
勤
講
師
｡

働
大

臣
官
房
審
議
官
を
経
て
､
国
際
労
働

機
関

(
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機関誌 『人口と開発』投稿論文

財団法人アジア人口 ･開発協会は､機関誌 F人口と開発』で発表する論文を

募集しております｡テーマは､人口と持続可能な開発に広く関わるもので､ア

ジアの現状に関するものを歓迎いたします｡掲載論文の著作権は､財団法人ア

ジア人口･開発協会に帰属しますが､執筆者の利用を妨げるものではありませ

ん｡ また応募論文は未発表のものに限ります｡

この公募論文は､若手研究者の新鮮な研究視点を重視し､新しい研究分野を

切り開くようなアイデアを広く公開する場を提供するものです｡大学院生をは

じめ､若手研究者に門戸と開き､今後の人口と開発に関する研究を促進すること

を目的としておりますO広くご案内下さいますようお願い申し上げます｡

投稿される原稿は原則としてEメールまたは郵送にてお送り下さい｡その際､

応募者の略歴 (写真つき)も同封して下さい｡

なお､採用された論文には薄謝 (当財団規定)を進呈致します｡ 奪ってご応

募下さい｡
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A

P

D

A

賛

助

会

員
～

ご

入

会

の

お

願

い

～

人
口
問
題
は
､
21
世
紀

の
人
類
生
存
を
左
右
す
る
地
球
上

の
最
も
重
要
な
課
題
で
す
｡

1
9
9
9

年
に
60
億
人
を
超
え
た
世
界
人
口
は
現
在

65
億
人
に
達
し
'
人
口
は
依
然
と
し
て
増
え
続
け
て
い
ま

す
｡
今
後
､

2
0
5
0
年
ぐ
ら

い
ま

で
は
約

90
億
人
に
ま
で
増
加
を
続
け
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
､

こ
の
地
球
環
境
に
大
き
な
圧
迫
を
加
え
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
｡

人
口
の
増
加
は
'
あ
ら
ゆ
る
社
会

･
経
済
問
題
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
｡
今
､
世
界
各
地

で
叫
ば
れ
て
い
る

〟環
境
問
題
″
も
'
人
口
の
増
加
が
大
き
な
根
本
原
因
で
す
｡

現
在
､
世
界

の
人
口
問
題
は
複
雑
な
様
相
を
示
し
て
い
ま
す
｡
サ

ハ
ラ
以
南

の
ア
フ
リ
カ
や
南

ア

ジ
ア
で
は
爆
発
的
な
人
口
増
加
が
続
き
､
貧
困
に
悩
ん
で
い
る
と
同
時
に
､
H
I
V
/

エ
イ
ズ

の
蔓

延
が
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
｡
ま
た
日
本
な
ど

の
よ
う
な
先
進
国
で
は
､
少
子

･
高
齢

化
が
進
み
､
将
来

の
深
刻
な
労
働
問
題
や
社
会
保
障
費

の
増
大
'
経
済
力

の
衰
退
な
ど
､
様

々
な
重

大
な
社
会

･
経
済
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
｡
人
口
問
題
は
私
達
に
と

っ
て
身
近
な
､
〟幸
せ
″
や

〟生

き
方
〃
を
左
右
す
る
問
題
で
も
あ
る
の
で
す
｡

こ
う
し
た
人
口
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
は
､
持
続
可
能
な
開
発

の
文
脈

の
中

で
の
'
環
境
､
保

健
'
農
業
､
労
働
､
都
市
間
題
な
ど

へ
の
取
り
組
み
を
世
界
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
｡
こ
の
観
点
か
ら
､
A
p
D
A

(
ア
ブ
ダ
)
は
'
官
民
お
よ
び
国
際
機
関
の
協
力
を
得
て
､
｢
調
査

研
究
事
業
｣
､
｢
出
版
事
業
｣
､
｢
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
支
援
事
業
｣
､
｢
人
口
と
開
発
に
関
す
る

ア
ジ

ア
講
貝

フ
ォ
ー
ラ
ム

(
A
F
P
P
D
)
東
京
事
務
所
｣
な
ど

の
活
動
を
通
じ
､
研
究
か
ら
政
策

形
成
支
援
'
国
会
議
員
活
動
に
看
献
し
て
い
ま
す
｡

そ
の
活
動
を
よ
り
効
果
的
な
も

の
と
す
る
た
め
に
t
A
P
D
A
は
そ
の
活
動
趣
旨
に
ご
賛
同

い
た

だ
き
､
ご
協
力
-
だ
さ
る
賛
助
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
｡
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
検
討
下
さ

い
ま
す

よ
う
､
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
｡
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に

ゅ

-

す

ふ

ぉ

-

ら

む

●
団
塊
1

-
･
の
半
数

30
歳
で
出
産
未
経
験

-
-
-
-
-
-
60

●
少
子
化
対
策

や
は
り
大
き
い

｢
パ
パ
の
力
｣

-
-
…
-
-
61

●
フ
リ
ー
タ
I
2
0
0
万
人
割
れ
目
前

●
進
む
少
子
化

子
供
人
口
1
7
4
7
万
-
-
-
-
-
-
-
-
62

●5
か
国
意
識
調
査

子
供
を
産
み
育
て
や
す
い
-
-
-
-
-
63

●
H
-
∨
感
染

･
発
症
が
最
多

若
い
世
代
に
広
が
り
-
-
-
64

●
助
産
師
6
7
0
0
人
不
足

-
-
64

●
少
子
化
止
ま
ら
ず

出
生
率
-
･
25
最
低
更
新

-
-
-
-
-
65

第

2
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期

(71

-
74
年
)
に
生
ま
れ
た

い
わ
ゆ
る

扇

塊
ジ
ュ
ニ
ア

世
代
｣
の
女
性
の
約
半
数
が

30
歳
時
点
で
子
ど
も
を
産
ん

で
い
な
い
こ
と
が
3
日
'
厚

生
労
働
省
が
発
表
し
た
統
計

で
わ
か
っ
た
O
政
府
は
､
女

性
だ
け
で
4
0
0
方
人
近
く

い
る
こ
の
世
代
が
出
産
年
齢

期
に
あ
る
2
0
1
0
年
ご
ろ

ま
で
を

｢少
子
化
の
流
れ
を

変
え
る
好
機
｣
と
位
田
つ
け

30歳で出産未経験

団塊Jr.の半数
ており､今後､
ど
こ
ま
で

効果的な少子化
対
策
を
打

て
る
か
が
課
題
と
な
る
｡

人
口
動
態
統
計
を
も
と
に

ま
と
め
た

ro5
年
度
出
生
に

関
す
る
統
計
｣
で
'
出
生
に

つ
い
て
の
分
析
は
01
年
度
以

3
割
を
突
喝

団
塊
ジ
ュ
ニ

ア
世
代
を
見
る
と
､
71
年
生

ま
れ

(伺
㍊
歳
)
の
48
･
9

%
か
ら
じ
り
じ
り
上
界
､
73

年
生
ま
れ

(同
31
歳
)
の
51

警
鹿
少
子
化
対
策
の
カ
ギ

来
､
4
年
ぶ
り
C

30
歳
で
子
ど
も
を
1
人
も

産
ん
で
い
な
い
女
性
の
割
合

は
'
53
年
生
ま
れ

(04
年
時

点
で
T=
歳
)
は
18
%
だ
が
､

61
年
生
ま
れ

(同
43
歳
)
で

･
0

%
'
74
年
生
ま
れ

(同

30歳
)
の
51
･
5
%
と
い
ず

れ
も
5
割
を
超
え
､
世
代
全

体
で
も
5
割
を
超
え
た
｡

女
性
1
人
が
一
生
の
間
に

産
む
子
ど
も
の
平
均
数
を
示

す
合
計

特
殊
出
生
率
は
'

04

年
は
-
･
29だ
っ
た
が
､
団

塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
33
歳
は

1

･
12
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
｡少

子
化
の
背
崇
に
は
､
未

婚
化
･
晩
婚
化
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
'
30
-
34
歳

(04

年
時
点
)
の
女
性
が
結
婚

を
経
験
し
た
割
合

(果
樹
初

婚
率
)
は
､
68
･
1
%
｡
00

年
時
点
の
同
年
齢
層
と
比
べ

る
と
､
4
･
7
譜
減
と
大
き

く
下
が
っ
た
C
25
-
29
歳
､

20
-
24
歳
も
下
が
っ
て
お

り
､
未
婚
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
｡一

万
㌧
い
わ
ゆ
る

｢で
き

ち
ゃ
っ
た
婚
｣
な
ど
､
結
婚

前
に
妊
娠
し
た
ケ
ー
ス
は
､

04
年
に
生
ま
れ
た
甜
1
子
の

う
ち
2

6･7
%
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夫が家事をすれば子供も増えるー｡厚生労働省は8日､男女の生活実態を追跡する｢21世紀成年者縦断調査｣の第3回結果を発表｡夫の家事･育児時間が増えた夫婦は'減った夫婦より多く子供が生まれるという結果が出た｡夫の仕事時間が減少した場合も同様で､少

子
化
対
策
に
は
夫
側
の
変
化

が
有
効
?

【玉
木
達
也
】

調
査
は

0 2年
10
月
に
20
-
34

歳
だ
っ
た
国
内
の
男
女
が
対

象
.
蘭
査
表
を
配
布
･
回
収
す

る
方
法
で
02
年
か
ら
毎
年
日
月

に
調
査
を
続
け
､
第
3
回
は
約

2
万
8
0
0
0
人
を
対
象
に

04

年
日
月
実
施
し
た
｡
約
2
万
人

に
つ
い
て
分
析
｡
第
3
回
調
査

時
の
既
婚
者
(離
婚
者
を
含
む
)

は
男
性
4
5
0
2
人
､
女
性
4

5
8
2
人
｡

厚
労
省
に
よ
る
と
､

02年
当

時
'
子
供
が
ほ
し
い
と
考
え
て

い
た
夫
婦
の
う
ち
､
同
日
月
か

ら
03
年
11
月
ま
で
の
間
に
'
夫

の
休
日
の
家
事
･
育
児
時
間
が

増
加
し
た
夫
婦
で
は
同
月
か
ら

今
回
の
調
査
ま
で
に
､
30
･
4

%
に
子
供
が
生
ま
れ
た
｡だ
が
､

減
っ
た
夫
婦
で
子
供
が
生
ま
れ

た
の
は
20
･
2
%
だ
っ
た
｡

ま
た
'
同
様
に
子
供
を
ほ
し

が
っ
て
お
り
､
か
つ
夫
の
1
日

当
た
り
の
仕
事
時
間
が

｢10
時

間
以
上
｣だ
っ
た
夫
婦
の
う
ち
'

仕
事
時
間
が
増
加
し
た
夫
婦
で

子
供
が
生
ま
れ
た
の
は
22
%
｡

こ
れ
に
対
し
､
仕
事
時
間
が
減

っ
た
夫
婦
で
は
6
輔
多
い
28
･

4
%
で
子
供
が
生
ま
れ
た
｡

ま
た
､
妻
の
職
場
に
利
用
可

能
な
育
児
休
業
制
度
が
あ
る

と
､
14
･
3
%
で
子
供
が
生
ま

れ
た
が
､
制
度
が
な
い
場
合
は

5
･
2
%
に
と

ど
ま
っ
た
｡

夫
の
家
事
時
間
増
心
子
ど
も

増加厚労



企
其
の
採
用
抑
制
で
増
え
続
け
る
1
方
だ
っ
た
フ
リ
ー
タ
ー
の
数
が
一
転
'
冥

回
復
に
と
も

な
う
採
用
の
増
加
で
大
咽
に
減
っ
て
き
た
｡
フ
リ
ー
タ
ー
増
加
を
社
会
不
安
の
増
大
と
と
ら
え
調

査
を
進
め
て
き
た
粗
描
省
で
は
､
年
内
に
も
禍
査
閲
始

以来初
の
二
百
万
人
別
れ
の
可
能
他
も
あ

る
と
指
摘
す
る
｡
た
だ
､
フ
リ
ー
タ
ー
減
少
の
一
方
で
輿
約
･
派
迫
祉
例
数
が
糊
見
て
い
る
と
い

う
現
夷
も
あ
り
､
企
業
に
は
-
段
の
正
祉
虎
の
混
用
拡
大
を
求
め
る
声
が
高
ま
り
そ
う
だ
O

･

∴

∴

㍉

∵

∴

～

･■年齢帽層別
フリーター敬の推移250i(万人)

151617年(汲涛省内ぺ)

200.

150･100
.50･厚生労働省の定

我によるプリ･･タ,･は､十五-三十四歳の男女(女性は既的署を除く)で､アルバイトやパートで働くか(学生､家事手伝いを除く)無職でも働く意思のある人を指す｡厚労省では､バブル地域による企某の人仕組庄綿で｢平成四年に百万人に過し､その後十年間で百万人増えた｣と推計している｡総務省はこうしたフリータ‥増加が､社会保険料収入の低下や国の成長力低減につながることを懸念｡労働力折益の1現として｣由年に術盃を開始したところ､十四年の二百八万人から十五環に二百十七万人にまで増え'士
ハ年も

ほぼ横ばいの二百十四万人だったoLかLt十七年は祭式の先行きに強気な男が広がったことに加え､企業が団塊世代の大斑退職を控え忘搭操用に転じたことで租用環境が大きく改誇､十七年のフリーター数は前

年
比
十
三
万
人

減
の
一

百一万人と'二百2

0β万人謝
れB

蔚

景
気
回

復
で
採
用
増
加

万
人
乱
れ
に

｢あ
と
t
埴
L

(稔
薯

)
に
迫
っ
た
｡

た
だ
､
フ
リ
ー
タ
ー
そ
の

も
の
は
減
っ
て
い
る
も
の

の
､
契
約
社
風
や
派
皿
社
風

な
ど
非
正
杜
戯
数
は
フ
リ
ー

タ
ー
の
減
少
を
上
回
る
轟

で
増
加
し
て
い
る
｡

フ
リ
ー
タ
ー
を
除
く
非
正

祉
政
教
は
十
七
年
に
は
百
五

十
九
万
人
で
､

三
年
間
で
四

｢非
正
社

員｣

脱

却

進

ま

ず

十四
万
人
増
U
企
菜
に
よ
っ

ては
､
フ
リ
ー
タ
ー
で
は
な

く
な
っ
て
も
'
派
退
社
凪
や

契
約
社
良
と
い
う
非
正
杜
良

の
立
樹
か
ら
脱
釦
で
き
な
い

従
実
見
も
多
い
｡

厚
労
省
で
は
'
碑
習
会
や

職
現
兇
字
な
ど
の
就
職
支
援

対
流
や
試

験
属
用
焚
励
金
拡

大
な
ど
､
企
某
に
正
社
魚
坪

の
拡
大
を
求
め
る
対
空

轟

化
し
て
い
る
が
､

｢賓

変

掛
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
派

溝
や
契
約
を
求
め
る
傾
向
は

ま
だ
ま
だ
根
強
い
｣

(
秤

那
)
の
か
典
昭
｡

大
和
総
研
の
牧
野
潤
一
シ

ニ
ア
･
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
も

｢金
井
は
コ
ス
ト
圧
綿
の
姿

野
慧
朋
し
て
お
ら
ず
'
給
与

益

が
正
杜
良
の
約
六
割
と

い
う
派
出
や
契
約
杜
血
で
対

応
し
て
い
る
｣
と
指
摘
｡
長

期
棋
用
が
例
規
の
正
杜
氏
は

増
や
し
に
く
い
と
分
析
し
て

い
る
o
契
約
杜

氏
や
派
退
社
出
の

糊
加
は

｢禁

的
な
社
会
不

安
の
解
約
に
は
つ
な
が
ら
な

い
｣

(犀
労
省
幹
那
)
と
い

う
指
摘
も
あ
る
た
め
､
嘩
労

省
で
は
'
肇

支
捷
強
化
の

一
方
で
､
日
本
縄
団
浬
や
田

虫
商
工
会
構
所
に

対
し
､
正

祉
鼻

の
拡
大
を
求
め
て
い

く
｡

(産経新聞 06･4･14

朝刊) ている実態を改めて袈付けたO
推計人
口は国勢調査などをもとに算出

した｡子供の数と捲人口の推移真書さ 草tl

窮1■壬f 享.

EL

.1
‡ 1

■--)手 方
- ′̀ 共の数 i1400012000I0000

80006000

40002000万人

年195055606570758085909520000506子供人口1747万25年で1

000万人減る｢こどもの日｣にあわせ､総
務省が4日発表した推計人口(4月 1
日現在)によると､子供(15歳未満)の
数は､昨年より18万人少ない1747万人で､
25年連続で減少し､国勢調査が初めて行われ

た1920年以降の過去最低を更新した
｡子供の数は､81年は2760万人で､
25年間で1000万人以上少なく

なった｡≠総人口に占める割合も32年連続で
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産
み
育
て
や
す
い

5か国意識調査0

20 40 60 80 100
翫 f,うが儒 箆 行う酷 評 うが憤 鵜 l分からない

%日

本韓国アメリカ

フランススウェーデン
60 80

1000 内閣府は2

7日､日本､韓国'米国､フランス'スウェーデンの5か国で実施した出産や帝児などに関する意識調査の結果を公表した｡｢子供を産み育てやすい国かどうか｣の質問で'｢とてもそう思う｣一どちらかと亭兄ばそう思う｣と答えた人は､日本は計48%にとどまったのに対し'少子化対韓先進国で知られるスウェーデンは98%､米国も78%に適した｡スウェーデンでは､酉児は夫婦の共同作業との受け止めが多いのに対し'日本は｢妻が担う｣と考える人が多く､夫婦の役割に関する意識の過いも浮き彫りとなっ
た｡5か国調査は昨年10

-1 月､少子化対帝の参考に
するため初めて実施した｡20-49歳の男女を対象にし､各国1000人以上から回答を得LJ｡虚も多かった日本は115人だっLJ｡｢子供を産みやすいか｣に関しては'日本は｢とてもそう思う｣が9%､｢どちらかと亭えはそう思う｣が3%だった｡韓国は､両方の回答の合計が計19%にとどまり'戯低だった｡フランスは合計

が
68
%
｡欲
し
い
子
供
の

数
よ
り
実
際
の
子
供
が
少
な
い

人
に
､｢さ
ら
に
子
供
を
増
や
し

た
い
か
｣と
聞
い
た
と
こ
ろ
､日

本
で
は
｢増
や
す
-と
等
見
た
人

は
43
%
で
､
｢増
や
さ
な
い
｣

は
53
%
｡
韓
国
も
｢
増
や
さ
な

い
｣が
半
数
を
轡
見
た
｡米
国
と

ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
は
｢増
や
す
派
｣

が
約
8
割
だ
っ
た
｡

増
や
し
た
く
な
い
理
由

(裾

数
回
答
)
に
つ
い
て
は
'

｢お

金
が
か
か
る
｣
を
挙
げ
た
人
は

韓
国
68
%
'
日
本
56
%
と
商
か

っ
た
｡

1
方
､
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

と
仏
は

｢高
年
齢
｣

｢健
康
上

の
理
由
｣
が
上
位
を
占
め
た
｡

育
児
に
お
け
る
役
割
分
担
で

も
'日
韓
と
'そ
れ
以
外
の
3
か

国
で
違
い
が
目
立
っ
た
｡
日
韓

は
｢も
っ
ぱ
ら
妻
が
行
う
｣と

｢主
に
輩
が
行
う
｣を
合
わ
せ
る

と
7
割
近
く
に
通
し
た
｡
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
は
｢妻
も
夫
も
同
じ

よ
う
に
｣が
9
割
強
で
'米
仏
も

同
じ
考
え
が
半
数
を
轡
見
た
｡

｢
3
歳
ま
で
は
傑
両
所
を
利

用
せ
ず
'
母
親
が
世
話
す
べ

き

だ
｣
と
い
う
意
見
を
ど
う
思
う

か
聞
い
た
と
こ
ろ
､
日
本
は
7

割
近
く
'
韓
国
も
8
割
以
上
が

賛
成
し
た
が
､
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

は
反
対
が
7
割
近
く
だ
っ
LJO

1
人
の
女
性
が
生
涯
に
産
む

子
供
の
数
(合
計
特
殊
出
生
率
)

を
み
る
と
'日
本
は
-
･29
(04

年
)で
'韓
国
が
-
･19
(03
年
)､

米
国
2
･
04
(同
)
､
仏
-
･
89

(同
)､
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
-
･71

(同
)と
な
っ
て
い
る
｡

内
閣
府
は

｢出
生
率
の
低
い

日



H
-
V
感
染
･発
症
が
最
多

昨
年
'国
内
で
11-9
人
若
い
世
代
に
広
が
り

二
〇
〇
五
年
に
新
た
に
報

告
さ
れ
た
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス

(H
I
V
)
の
感
染
者
､
エ

イ
ズ
を
発
症
し
た
患
者
の
合

計
は
過
去
最
多
の
千
百
九
十

九
人
だ
っ
た
こ
と
が
二
十
八

日
､
厚
生
労
働
省
の
集
計
で

わ
か
っ
た
｡
初
の
患
者
を
確

認
し
た
一
九
八
五
年
以
来
の

累
計
は
一
万
一
千
人
を
超
え

た
｡
先
湛
各
国
で
は
新
た
な

感
染
者
の
数
は
横
ば
い
な
の

に
､
日
本
で
は
男
性
間
の
性

的
接
触
に
よ
る
若
い
世
代
の

増
加
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
状
況
が
続
い
て
い
る
｡

H
I
V
感
染
者
は
三
年
連

続
で
増
え
､
過
去
最
多
の
八

百
三
十
二
人
｡
日
本
人
女
性

や
在
日
外
国
人
は
減
っ
た

が
､
日
本
人
男
性
は
過
去
最

多
の
七
百
九
人
と
前
年
よ
り

七
十
三
人
増
え
た
｡

発
症
し
た
患
者
全
体
は
三

百
六
十
七
人
で
､
三
年
ぶ
り

に
減
っ
た
が
､
日
本
人
男
性

患
者
だ
け
は
二
百
九
十
一
人

と
過
去
最
多
だ
っ
た
｡

感
染
者
の
感
染
経
路
は
､

同
性
間
の
性
的
接
触
が
六
三

%
と
最
も
多
く
'
特
に
男
性

の
二
十
-
三
十
代
が
多
か
っ

た
｡
異
性
間
の
性
的
接
触
は

二
四
%
だ
っ
た
｡

厚
労
省
は
､
若
者
や
同
性

愛
者
ら
を
対
象
に
感
染
予
防

の
徹
底
や
H
I
V
抗
体
検
査

の
早
期
受
診
を
呼
び
か
け
て

い
る
｡

(日本経済新聞 06･4･29 朝刊)

全国的に産婦人科医不足が問題になる申､出産を噂つ産科施

設
の
75
%
で
助
産
師

団
が
不
足
し
､
そ
の
不

助

産

師

6--0
人

不
足

屋
敷
は
約
6
7
0
0
人
に
上
っ

て
い
る
こ
と
が
日
本
産
婦
人
科

医
会

(会
長
･
坂
元
正
一
東
大

名
苛
教
授
)
の

｢助
産
師
充
足

状
況
緊
急
実
態
調
査
｣
で
明
ら

か
に
な
っ
た
｡
厚
生
労
働
省
の

助
産
師
の
錦
絵
見
通
し

(1
-

0
0
人
不
足
)
を
大
幅
に
上
回

る
も
の
で
､

産
科
医
に
加
え
'

助
産
師
も
不
足
と
技
が
国
の
産

科
医
療
が
極
め
て
深
刻
な
状
況

に
あ
る
こ
と
が
改
め
て
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
｡

調
査
は
昨
年
12
月
か
ら
今
年

2
月
に
か
け
て
､
産
婦
人
科
を

磯
榔
す
る
ほ
ぼ
す
べ
て
の
医

癖
機
関
6

3
-

施
設
を
対
象

に
実
施
0
5
8
6
1
施
殻
か
ら

回
答

(回
答
率
92
･
1
%
)
香

得
た
｡
'･l人ペ人

分
娩
を
取
り
扱
っ
て
い
る
医

横
機
関
(有
床
診
療
所
と
病
院
)

は
〈ノ-
0
5
施
設
｡
現
在
､
計

1
万
6
7
4
8
人
の
助
産
師

(う
ち

病
院
は
1
万
3
8
7
-

人
)
が
勤
務
し
て
い
た
｡

こ
れ
ら
産
科
施
設
が
'
24
時

間
態
勢
の
也
繭
に
加
え
'
週
40

時
間
勤
務
や
助
産
師
自
身
の
産

休
'
育
児
休
隅
の
確
保
な
ど
､

労
働
基
準
法
を
順
守
す
る
'
労

働
環
境
を
維
持

するには計2産科施設 75

%"定員割れ≠万3466

人の助産師が必要で'計6-18人(病院は251-人)が不足しているこ

とが分かった｡また､分

娩を轡つ医療機関で'必要な助産師の数を満たしていなかったのは75･3%に当たる2188施

設に上った｡博労省の

今年の助産師の爾給見通しによると'助産師の不足は

1
7
0
0
人
程
度

と
今
回
の
調
査
よ
り
少
な
か
っ

LJo 同
医
会
常
務
迎
串
の
佐
藤

き
し

たて
で
はり

仁

･
鮪
出
張
佐
藤
病
院
院
長

(群
馬
県
高
崎
市
)
は

｢こ
の

深
刻
な
状
況
が
続
け
ば
'
多
く

の
産
婦
人
科
の
医
療
機
関
が
機

能
マ
ヒ
に
陶
る
O
ス
タ
ッ
フ
不

足
の
過
重
な
負
担
を
避
け
る
た

め
'
現
在
は
許
容
さ
れ
て
い
な

い
'
商
社
師
が
分
娩
前
に
妊
婦

の
容
体
を
監
視
･
管
理
す
る
こ

と
を
､
認
め
て
も
ら
い
た
い
｣

と
話
し
て
い
る｡

(
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出

生

宰

相

最
低
更
新

5
年
連
続

少
子
化
止
ま
ら
ず

厚
生
労
働
省
は
1
日
､
05

年
の
人
口
動
態
統
計
を
発
表

し
た
｡
1
人
の
女
性
が
7
生

に
産
む
子
ど
も
の
数
に
相
当

す
る

｢合
計
特
殊
出
生
率
｣

は
､
過
去
最
低
だ
っ
た
04
年

の
-
･29
(四
捨
五
入
し
な
け

れ
ば
-
･2
8
8
8
)よ
り
0

･
04甜
下
が
り
､-
･25
ま
で

落
ち
込
ん
だ
｡
四
捨
五
入
し

な
け
れ
ば
-
･
2
4
9
9
と

な
る
｡過
去
最
低
の
更
新
は

01
年
以
降
5
年
連
続
｡人
口

減
へ
の
危
機
感
に
｢少
子
化

対
策
に
関
す
る
協
議
会
｣
を

発
足
さ
せ
た
政
府
･
与
党
は

6
月
中
に
も
総
合
対
熊
を
打

ち
出
す
意
向
だ
が
､
依
然
少

子
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
現
状
が
明
ら
か
に
な
っ

た
｡
(3
面
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
)

05
年
の
出
生
数
は
1
0
6

万
2
6
0
4
人
で
'
前
年
よ

り
4
万
8
1
1
7
人
減
少
し

た
｡
一
万
､
死
亡
数
は
1
0

8
万
4
0
1
2
人
で
5
万
5

4
1
0
人
の
噂
｡
出
生
数
と

死
亡
数
の
差
で
あ
る
自
然
増

数
は
2
万
1
4
0
8
人
減

で
､
統
計
を
始
め
た
1
8
9

9
年
以
来
､
デ
ー
タ
の
な
い

戦
後
の
混
乱
期
を
除
き
､
初

め
て
人
口
が
減
少
に
転
じ

た
｡同
出
生
率
の
大
幅
な
落
ち

込
み
に
つ
い
て
､
厚
労
省
は

①
結
婚
件
数

(71
万
4
2
6

-

件
)
が
前
年
比
6
1
5
6

件
減
②
女
性
の
平
由
葡
婚
年

節

(28
歳
)
が
o
･
2
歳
上

昇
③
第
1
子
出
生
時
の
母
親

の
平
均
年
齢

(29
･
1
歳
)

が
o
･
2
歳
上
昇
I

な
ど

晩
婚
･
晩
産
化
の
進
行
を
挙

げ
て
い
る
｡

た
だ
､
35
歳
以
上
の
出
生

敬

(17
万
3
7
9
8
人
)
は

前
年
比
で
4
2
8
7
人
増
え

た
も
の
の
､
30
-34歳
層
の

出
生
数

(40万
4
7
3
1
人
)

は
6
年
ぶ
り
に
減
少

(1
万

1
1
7
2
人
減
)に
転
じ
た
｡

ま
た
､
30-34歳
女
性
人
口

(4
7
4
万
2
0
0
0
人
)

が
初
め
て
減
る
な
ど
し
た
こ

と
も
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減
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人
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と
ど
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た
｡

同
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③
京
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-
･
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-

の
順
｡
一
方
高
い
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は
①
沖
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県
-
･
71
②
福
井

輿
-
･
47
③
宮
崎
'
福
島
県

-
･
46
-

と
続
く
O
前
年

を
上
回
っ
た
の
は
福
井
県
の

み
で
､
垂
尿
都
は
全
国
で
も

初
め
て
-
･
00
を
下
回
っ

た
｡

【吉
田
啓
志
】

(毎日新



2.束繭アジア諸国等人口･開発迎礎調悲報菖耕

一インド同一

RcportontheBasicSurveyofPopuLationand

DevelopmentinSoutlleaStAsiallCountries

-India- (英語版)

3.中華人民共和国人口･家族計画第二次避礎調査報告替

BasicSurvey(Ⅱ)onPopulationandFamily

P)anninginthePeoplersRepublicoLChina(英語版)

生育率和生活水平芙系中日合作渦査研究叔昏弔

(中国語版)

4.ネパール王国人口 ･家族計画基礎調査

BasicSurveyReportonPopulationandFamily

Planm'ngintheKhgdomofNepa日 英語版)

5.日本の人口都市化と開発

UrbanizationandDevelopmentinJapan(英語版3

6.バンコクの人口都市化と生活環境 .福祉調査

-データ砺I

SurveyofL'rbanization.uvingEnvironmentand

WelfareinBangkok-Data- (英訳版)

7.スライド 日本の都市化と人口

UrbanizationandPopulationjnJapan(英語版)

日本的城市化与人口 (中国滞版)

UrbanisasiDanKependudukanDりepang(インドネ

シア語版)

昭和61(1986)年度
1.アジア請樹の農相人口と虚業開発に関する調査報告啓

一インドネシア国-

ReportontheSurveyofRuralPopulatiolland

AgriclllturalDevelopmentinAsiaIICountries

-Indonesia- (英語版)

2,東南アジア諸国等人目.開発基礎調香報告啓

一インドネシア同一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DeveJopmcntinSoutheastAsianCountries

-hldonesia- (英語版)

3.在【二憎 学生の学問と生活条件に関する研究一人的能力

開発の掛と櫨に即して-

4.口本の労働力人口と開発

Latx)rForceandDevelopmentinJapan(英語版)

5.人｢1t開発例迎統計盤

T)emographicandSocio･EconomicIndicatorson

Populatio11andDevelopment(英語版)

昭和58(1983)年度
1.lll華人民兆利国人El･家族計画基礎調査報

告番Basic

SurveyonPopulationandFamilyPlanningint

hePeople'sRepub)ieofChl'na(英語版)生育率和生活水平芙系中日合作調査研究振合瀬

(

中国語版)昭和59く1984)年度I.アジア諸国の農相人

口と虚業開発に関する調査報告啓一インド園-ReportontheSut･ve

yofRuralPopulationandA即･iculluralDevelopmentinAsianC

ountries-India-

(英語版)2.東南アジア諸国等人口･開発迎接調教報告啓一タイ同一ReportontheBasicSur

veyofPopulationandDcvelopmentinSoutheastAsian

Countries-Thai一and- (英語版)3.EJ本の人口転換と脇付l封発Demograp

hic Transition h Japan and RuralDevelopment(英語

版)4.SurveyOfFertilityandLiVingStandards

inChineseRuraJAreas-Data-allthehouseho

ldsoftwovillagesinJuinProvincesurveyedbyquestionnaires-

(英語版〕芙干中国衣村的人口生育率葛生括

水平的鯛査振昔一 対干曹林省丙十村進行全戸両親調査的結果 --坑 叶 編 - (中国語版)

5.スライド E]本の飽業､鎧柑開発と人LI-その軌跡-AgricuLtura]良RuralDevclopmenLand
PopulationinJapan(英語

版)日本衣地衣村的慶展和人口的推移 (

中国語版)PerkembanganPertanian.Masya

rakatDesaT)anKependudukanDiJepang(インドネシ

ア謂版)本作品 (4カ国語版)は､1985年 (財)El本視聴覚教育協会主催優秀映像教材選奨社会教育部門で俊秀貨を

受貨



AgriculturalDevelopmentinAsianCountries

-Nepal- (英語版)

2.東縮アジア諸国等人口 ･開発基礎調番報告悲

一中華人民共和国-

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmcntjnSoutheastAsianCountries

-China- (英語版)

3.アジア諸国からの労働力流EL=こ関する調香研究報告耕

一タイ凶一

･1.日本の人口と家族

PopuLationandtheFamiJyinJapan(英語版)

5.アジアの人口転換と開発一総計集-

nemographicTransitionandDcvclopmenLinAsian

Countries-OverviewandStatistjcalTables-

(英n･版)

6.スライド 日本の人口と家族

FamilyandPopulationinJapan-AsianExperience-

(英語版)

日本的人口与家庭 (申国語版;･

PcndLlduk良KeluargaJepang(インドネシア語版)

7.ペルーjll和国人口家族計画港礎調査

平成元 (1989)年度
I.アジア諸国の農村人口とjI;莱開発に問する嗣餐報告iJ1

-バングラデシュ固-

ReportontheSurveyofRuralPoptLlatiolland

Agricu)turalDevelopmcnt

-Bangladesll- (英語版)

2.鋸南アジア諸国等人に卜 開発基礎調査報告洋

一ネパール同-

ReportontheBasicSurveyoFPopulationalld

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-Nepa卜 (英語版)

3.アジア諸阿からの労働力流川に関する調査研究報JrE一再

-マレーシア阿-

4.口本の人口構造変動と開発一高齢化のアジア的視点-

StructuraLChangeinPopulationandDeveLopment-

JaDanrSExperienceinAging- 【英語版)

5.アジア諸国の段菜開発-5カ国の比較-

StrategicMeasuresfortheAgrieultura]Dcvelop･

mcllt-ComparativeStudieson FiveAsian

Countries- (英絶版)

6.スライド 日本の産業開発と人口

-その原動力･稚気-

IndustriaJDevelopmentandPopulationinJapan

-TIlePrimeMnver･Electricity- (英語版)

日本的戸此度展与人口

一 其原功カー 曳句- (中国語版)

Pelnballgunan lndustridan kependudukalldi

Jcpang-PenggerakUtama/rengaListrjk-

(インドネシア語版)

7.ネパール二に同人【卜 家族計画第二次盗聴謝沓

ComplementaryBasicSurveyReportonPopulation

andFamilyPJannlngintheKingdomofNepal

(英語版)

昭和62(1987)年度
I.アジア諸国の戯村人ljとjIl菜開発に関する調食報斧fl!1L:

-中華人民共和国-

ReportontheSur･vcyofRuralPopulationand

ĝriculLuralDevelopmentinAsianCountries

-China- (英語版)

2.東南アジア諸国等人ヒト 開発基礎調査報告蕗

-中華人民共和国一

尺eportontheBasicSurveyofPopulatimland

DevelopmentirtSoutheastAsianCountries

-China- (英語版)

3.アジア諸国からの労働力流出に閲する調査研究報告T]I:

-フィリピン凶-

Ll.(]本の人口と農業開発

PopulationalldAgric111turaLDevelopmentjnJ叩;)n

(英語版)

5.ネパールの人口･開発 ･環境

Population.DevelopmentandEnvironmentinNepal

(英語版)

6.スライド 日本の入日移動と経済発展

TheMigratoryMovementandEconomicDcvelop･

mentinJapall(英語版)

日本的人口移功与幾済度展 (申国語版)

PerphdahanPendudukDanPerkembanganEkoll(1mi

Dりepallg(インドネシア譜版)

7.トルコ国人rコ家族計画其唖調査

昭和63(1988)年度
1.アジア諸凶の戯村人Uと良貨開発に関する調査報許-1-i!!:

一ネパール同一

ReporLontheSurveyofRuralPopulationand
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-SriLanka- (英語版)

2.東南アジア諸国等人口 ･開発盗礎調査報告啓

一フィリピン図一

RcportontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-ThePhilippines- (英訳版)

3.アジア諸国からの労働力洗日日こ関する調査研充報告啓

一中華人民兆和同一

4.日本の地域開発と人口-1990年代の展望-

RegionaJDevelopmentandPopulationinJapan

-TrendsandProspectsinthe1990●S- (英語版)

5.アジアの労働力移動

LaborMiLn.ationinAs]la(英語版)

6.スライド 日本の地域開発と人口

RegionalDevelopTnenlandPopulationinJapan

(英語版)

日本的区域牙菱和人口 (中国籍版)

PermbangunanI)aeralldanPopulasidijepang

･:インドネシア語版)

平成4(1992)年度
1.アジア諸Exjの腿村人Lは 農業開発に関する調査報告踏

-マレーシア同一

Reportol一theSurveyofRllralPopulationand

AgriculturalDevelopment-Malaysia- (英語版)

2.束南アジア諸国等人l_ト 開発基礎調査報告啓

一ベトナム国-

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmcntinSoutheastAs]lanCountries

-VietNan- (共ヨ割振)

3.アジア諸国からの労働力流HH=liJする調教研究報告恕

-スリランカ国-

4.アジアの産業転換と人口

IndustrialTransitionandPr)pulatiorlinAsia

(炎紺振)

5.スライド･ビデオ 明E=二生きる

一口本の産業駈轍と人目-

LivingforTomorrow-IndustrialTransitionand

PopulationinJapan- (英甜坂)

生晴在明夫一日本的戸此特換与人ロー(中国滞版)

HidupUntukHariEsok-PcralihanSLrukturlndL]Stri

DanPopulasiJepang- (インドネシア活版)

6.スライド iqr齢化社会への日本の挑乾

一生きがいのある老後を目指して-

AginginJapan-ChallengesandProspects-

(英語版)

辺人高齢化社会的日本正面愉挑成一追求具生命悪文

的老年生涯 - (中国静版)

TantanganMasyarakatLanjutusiaJepang

(インドネシア語版)

本作品 (4カ国語版トは､1990年 (肘)日本視聴覚数

育協会三に催傑秀映像教材選奨社会教育部rl1で健秀慾を

貴賓｡

平成2(1990)年度
1.アジア諸国の農相人口と腿莱開発に関する調査報告宙

-フィリピン国-

tieportontheSurveyofRuralPopu]ationand

AgriculturalDevelopment

-ThePllilippines- (英語版)

2,東南アジア諸国等人口.開発基礎調斎報告啓

一バングラデシュl墓ト

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-Bangladesh- (英語版)

3.アジア諸国からの労助力流出に関する調査研究報告酋

-インドネシア周一

4.日本の人口･開発 ･環境-アジアの経験-

PopuJaLion,DevelopmentandEnvironmentin

Japan-AsianExperience- (英語版)

5.アジアの人口都市化-統計英一

ProspCCtSOfUrbanizationinAsia(英語版)

6.スライド El本の環境 ･人口 ･開発

Environment.PopulationandDevelopmentinJapan

(英語版)

日本的杯墳 ･人口･牙笈 (中国語版)

Lingkungan,PcndudukdanPembangunanJepang

(インドネシア語版)

本作品 (4カ国語版)は､1991年 (肝)日本視聴覚教

育協会封托;俊秀映像致材選奨

社会教育部門で優秀貨を受貿O

平成3(1991)年度
1.アジア経国の腿村人口と濃紫開発に関する調査報告路

-スリランカ凶-

RcportontheSurveyofRuralPopulationand

AgriculturalDevelopment
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NewHorizonsfortheWomenofAsia(発話糾振)

刺 ､服ヨ女的新田程 仲 国語版)

WanitaAsiaKini･.-･(インドネシア語版)

平成7(1995)年度
1.アジア詣Blの発展段階別成案鳩 相関発基礎調査報告杏

-パキスタン国-

ReportontheBasicSurveyonAgr.iculturaland

RuralDevelopmentbyProgressStageinAsian

Countries-Pakistan- (英語版)

2.アジア謂匝Tの都市化と開発調査報告沖-ネパール同一

Repo1-tontheStlrVeyOfUrbanization and

DevelopmentinAsianCountries-Nepal- (英語版)

3.アジア諸国の人JFJ;ffi.F,SiJ#J発と労働力に関する嗣蔵研究

報告恭一インド国-

･1.アジアにおける女性のエンパワーメント

ElnpOWermCntOfWomeninAsia(英紙版)

5.スライド･ビデオ アジアを柵け一女性たち-

ABrightofGenderEqtlality-EmpOWermentOf

WomeninAsia- (英語版)

過往日強之精一今口姐洲女性一 川】何語版)
HarpanCerahbagiPcrsamaan-I(aumWarlitaAsia

Mer･dmbahJal･dn- (インドネシア語版;.

平成8(1996)年度
1.アジア諸国の発展段階別農業･盛付閲発進低調餐雑言矩盲:

-ラオス人民民∴i三共和国-

RcportontheBasicSurveyonAgricuJturaland

RuralDevelopmentbyPr･ogrcssSt;lgCil一Asian

Countries

-LaoPeoplclsDemocraticRcpubJic- (英語版)

2.アジア諦BJの都心化と開発調査報JL:杏
-フィリピン同一

ReportontheSurveyofUrbanjzationand

T)cvclopmentinAsianCountries

-thePhilippines- (英語版)

3.アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報tEIff!.I:-ラオス桓卜

4.211El.1紀の人U ･食柵 戦略-アジアと世非I

PopulationandFoodStrategyforthe21stCcntury-

AsiaandWorJd- (英語版)

5.スライド･ビデオ 2025年への決断

-アジアの人口増加と食料-

ChallcngeandDccisjonfortheYear2025

平成5(1993)年度
1.アジア諸国の出村人LJと農業開発に関する調査雑-;モ7･井
-ベ トナム同一

Repl)rtontheSLlrVeyOfRuralPopuliltionaJld

AgriculturalDevelopment

-VietNan- (英語版)

2.東南アジア諸l垂l等人口.開発耗堆嗣兼報告酋

-スリランカ同一

Rcport(IntheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-SrjLanka- (英語版)

3.アジア諸国の人間資源開発と労鞠ノJに関する調教研究

報哲沓-フィリピン国-

4.アジアからの挑戦一人口t開発-

ChallengcandStTalcgyOfAsianNations

-PopuJatjon.lndSustainableDevelopment-(英語版)

5.スライド･ビデオ

女たちの挑戦一女性の地位向 い.とrl本の人lト

WomanandtheirChal一enges-Improvementsillthe

SlatusofWomallthePop111ationofJapan-

(英完封振)

女性的挑成 一 女性地位的堤高与日本的人ロ ー

川1同語版)

TantanganKaum Wilnita-EmansipasiWilnitadan

PopulasiDiJepang- (インドネシア譜版)

平成6(1994)年度
).アジア諸国の発展段階別農業･飽相聞発進碇調査雑然:1㌢

-インド同一

Rcpor=)ntheBasicSurveyon ĝriculturilJalld

RuralDeveloF)mCntbyPr.ogressStageinAsian

CoLLnlries

-India- (英語版)

2.アジア誰何の都市化と開発調餐雑然渉-タイ凶-
ReporLontheSurveyofUrbal1izationand

DcvclopmentinAsianCountries

-ThailaLld-(英謝坂)

3.アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報fr!;.悲-ベ トナムl準l-

4.アジアの女性労働力参加と総柄発展-21世紀の戦略-

Woman'SLaborParticipationandEconomic

r)cvclopmentinAsia-StrategyTowardthe21st

Century- (英語版)

5.スライド･ビデオ アジアの女性たちはいま--･
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4.発展の制約一小国 ･インドを中心に-

ConstrainsonDevelopment

-FocusonChinaalldlndia- (英譜版)

5.スライド･ビデオ 地球からの警告

-アジア､水と食掛の未来-

AWarningfromtlleEarth

-TheFutureofAsia.WaterandFood- (英語版)

米白地球的常任一亜洲､水和粗食的未来- (中国語版)

PcringatalldariBumi

-MasaDepanAsia-AirdanPangan- (インドネシ

ア語版)

平成11(1999)年度
1.アジア諸岡の発展段階別良策 .段相関発基礎調査報告

額-モンゴル国一中火県､セレンゲ県を中心として-

ReportontheBasicSurveyonAgriculturaland

RLIralDevelopmentbyProgressStageillAsiall

Countries-Mongolia-FocusonToyandSelcge-

Aimang- (英語版)

2.アジア諸国の潟齢化と保健の実態調査報告辞

-申Liil一上海を中心に-

ReportontheSurveyofAgingandHealthinAsiall

Countries

-China-FocusonShanghai- (英語版)

3.アジア諸国の職業安定制舷と騨用政策に関する銅盤研

究報告宙-バングラデシュ人民共和国-

ReportofEmploymentSecuritySystemandLabour

PoJieyinAsianCountries-Bangladesh- (英語版)

平成12(2000)年度
1.アジア諸国の発展投階別段渠･皮相開発盤礎調査報告i-Tq:

-ミャンマー連邦-マングレー管t克･エヤワデイ皆l基

を中心として-

ReportontheBasicSurveyonAgricultura)and

RuraIDevelopmentbyProgJ･essStageinAsian

Countries

-TheUnionofMyanmar-FocusonMandaJayand

AyeyarwadyDivision- (英語版)

2.アジア諸国の高齢化と保健の実態調教報告杏

-タイ同一

ReportontheSurveyofAgingandHealthinAsian

Coulltries

-Thailand- (英語版)

3.アジア諸国の職業安定制度と扉m政策に関する調寮研

究報Jh-･PjL=-カンボジア王国-

-populationIncreaseandFoodinAsia- (英語版)

向者2025年的央斬 一 正洲的人口増溌和根食 -

TekildUntukTahun2025-PertarnbahanPopulasi

danPangandiAsia- (インドネシア語版)

平成9く1997)年度
1.アジア諸国の発展段階別13%莱･農相開発遊碇詞餐報告古

-ラオス人民民主共和国-

ReportontheBasicSurveyonAgriculturaland

RuralDevelopmentbyProgressStageinAsian

Countries

-LaoPeople'sDemocraticRepublic- (英語版)

2.アジアの社会開発と人間開発

SoL.ialDevclopmenLandHumanDeveloT)mentin

Asia(英語版)

3.アジア諸国の人間溌漸詞発と労働加 二関する調査研究

報告讃=-マレーシア国-

4.水をめぐる211壮絶の危機-アジア人Llを焦点として-

WaterCrisisinthel､wentyFirstCellLury

-P√r)SpectofAsianPopulationandDevelopment-

(英語版)

5.スライド･ビデオ 水は生きている一人目t水資源-

WaterisAJive-PopulationandWaterResoL)rCCS-

(英甜政一

水足有生命的一人口与水原源一 (中国語版)

AirituHidup-PendukdanSumderAir-

(インドネシア譜倣)

平成10く1998)年度
1.アジア諸国の発展段階別段繁.農村開発基礎調査報a-･鞍

-カンボジア匝卜

Rcportonthel】i)SicSurveyonAgriculturaland

RuralDcvclopmentbyPT･OgreSSStageinAsian

Col川tries

-Cambodia- (英語版)

2.アジア諸国の高齢化と保健の実態調餐報告啓
一大韓民国-

RcPOrtOntheSurveyoLAgingandHealthinAsian

Countries

-TheRepublicofKorea- (英活版)

3.アジア詣I享lの職業安定制度と磁用政壬削こ関する調査研

究報告祥

一イラン桓ト

Rcport()∫EmploymentSecuritySystemalldLabouI･

PolicyinAsianCountr･ies-IslamicRepublicoHran･

(英語版)
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BaseSLudyonlmpaclofPopulationissueml

AgricultureandRuralDevelopmellt

-Vietnam- (英語版)

2.日本企菜における中国人砧度技能労働者の｢1本への移

要削二関する調糞研究

平成13(2001)年度
1.人口問題を追従とした堤兼･農相開発調査報告省

一カザフスタン同一

ReportonSurveyofAgriculturalandRLJraI

Developmel1t-basedonPopulationrssues

-TheRepublicofKazakhstall- (英語版)

2.アジア諸Liilの都市化と開発調査報告iF]t

-マレーシア同一

Reporton theSurvey rlfLTrbanjzationand

Developme11tinAsianCoulltries

-Malaysia- (英語版)

3.アジア諸国の職兼安定制度と梶川政策に関する調教研

究報告沓-インドl司IT産業を中心に-

平成14(2002)年度
1.人口関越を基髄とした戯葉･役付開発調査報告-軒

-ウズベキスタン同一

ReprJrtonSur･VeyofAgricuJturalandRural

DevclopmentbasedonPopulationTssues.

-TheRepublicofUzbekistan- (英語版)

2,アジア諸国の職紫安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告i!ぎーベ トナム拘-

平成15(2003)年度
1.人l二川17題を基礎とした]_%菜･腿柑開発調教報告宙

-パキスタンl_sl-

ReportonStlrVeyOfAgriculturalandRur;ll

DevebpmentbasedonPopulatiollIssues

-Pakistan- (英語版)

2.アジア諸岡の稀用政策と国際的な労働力移動に関する

調査研究報告甥:

-ミャンマー連邦-

平成16(2004)年度
1.人日関越を赴礎とした腿業 ･皮相開発調査報告JiS:

-インド凶-

ReportonSLIrVeyOfAgricultllralandRural

DcveLopmentbased｡nPopu)atjonIssL]CS

-llldia-

2.情報サービス菜p.･=おける凶際分業と労働力需給に関す

る調糞研究-Lヨ本 .中LxT一一

平成17(2005)年度
1.人Ij間組が戯業 ･般相に与える影響に関する基礎舶衣

-ベ トナム凶-
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8.｢国際女性 ･人口･開発鴇色会的 (lMPGPD)毒最中錦｣

1996年 く日本清版)

第4匝】世界女性会議 (FWCW)にあわせ､1995年9月に

東京で開催された国際女性 ･人Lj･開発議員会議

(IMPGPD)の誠単線C同会談には第4剛娃非女性会議

に対する各国政府代衣を小トとする同会談flが参加し

た｡

9.FÅo/UNFPAおよびポートン ･ズアン､クエン･テ

ィ･タン等 ｢リソース･シリーズ3 食料安全保障と

人口:資料｣1997年 (日本讃版)

世非食料サミットへの畔楯として､国連食料農業機関

(FÅo)が国連人口基金と兆同研究を行った ｢人目増

加と土壌劣化｣に関する論文の日本語版Cおよび､

1996年5月にマレーシア･クアラルンプールで開かれ

た人口と食耀安全保障に関するAFPPD (人口と開発

に関するアジア満員フォーラム)特別迎常委員会で､

ベトナム同会社会委員会垂月艮グエン･ティ･タン議

月とマグサイサイ貿受貧者である著名な盛業学者ボー

トン･ズアン博士の非常論文の日本語版の台本C･壮騨

食朴サミットに向けた資料として作成された｡

10.｢国際食料安全保障 ･人口･開発鴇色全敗 (lMPFSPD)

純串韓｣1997年 (日本商版)

食料腿莱機l対(FÅo)_Lj三億の世界食料サミット
(WFS)にあわせ､1996年11月にスイス･ジュネーブ

で開催された国際食料安全保障 ･人u ･l#1蒐議員会議

の讃部録｡同会談の成果は,世非食料サミットで公式

に配布され､横井新 ･会議議長からルジェ-ロWTO

･圭li務局長に手渡されたc

ll.国連人口基金 ｢未来のための食料｣1997年 (日本語

版)

同迎人口基金出版物 ｢FoodfortheFuLure｣の日本

語版｡人目増加の抑制と食料確保を行うためには､女

性の参加が不可欠であることを様々な姑体例から解明

している｡

12.回過食租農薬横柄 (FAO)｢リソース ･シリーズ4

世界食料サミット1996年世界食料安全保障のための

ローマ宜首および世界食料サミット行動計画｣1997

年 (日本符牒)

世界食料サミットのローマ定言と行動計画の本邦初の

翻訳O多分野から同文津の日本翻訳の決定版としてlJ

い評価を受けた｡

13.｢リソース･シリーズ5 FiveYearsfromICPPD

-国際人口開発的貝全紙から5年一人口と開発に関す

る国会的良金紙皇宮文｣1998年 (和 ･英)

カイロの国際人口開発会誠から5年Elを迎え､人口と

開発に関する国際論fl会議､地域議員会議の宣言文を

鵜成O今後の如なる発展のための資料としたO

1.｢



国会議員が参加した同会瀧では､国際人l二順 雅会議か

ら5年間の進捗状況と､その進展を阻む障害について

熱心な討議が行われ､人口と持杭可能な開発を-IJl'し

た視点で扱う事を故(求めた ｢国際人口開発会談評価

のための国会議員フォーラム ･ハーグ宣rEi'｣が採択さ

れた.,この内容は会議部務総長を務めた桜井新

AFPPD詫花長の手により､ハーグのl畢l際フォーラムな

らびに3月にニューヨークで開催された畔備会議の場

でも発来された｡

19.｢リソース .シリーズ9 第21回国連特別橋台特別委

員会報告杏 釘付錦j一国迎人口開発会硯行動計画のさ

らなる実施に向けた主な行動-｣1999年 (日本語版)

1999年6月30E1-7月2口にかけて,こ.1-ヨークの回

迎本部で開催された ｢匡‖祭人口開発会議から5年を鍵

過したその評価のためのEKl迎人口特別総会報告脊｣El
本譜版C同会談では､国際人rj開発会談 (ICPD)か

ら5年を擬で､行政計画を実施する上で必要となる指

標や､ATDSの予想以上の苛延といった障害を解消す

るための具体的Tll･動などを､国連加盟国がBl迎総会の

場で協議し確認した｡

20.｢人口と開発に関するアジア社員フォーラム第6回大会

韻事鎮｣2000年(El本語版)

lfi･界磁初の人口と開発に関する識tlフォーラムである

｢人口と開発にl対する誠flフォーラム (AFPPD)｣が3

-年に･一度開催する大会の磯部録 川 本譜版)01981年に

設立されて以来､AFPPDはui一界の人目とIjil発に関する

地域議員活動において､アジアのみならず､世界レベ

ルでも指導的な役湖を担っているC同大会は､その撒

咽者であり創設者の佐藤陳 ･元腿水火出と､横井新 ･

AFPPD議長の山身地である新潟県で開催され､1(氾0中

期般後の大会として､BWO年期にl叫ナたアジア.太平洋

地域の人口 ･開発問越にIAJする同会談貝の清助jJ-針を

協議し､その成瀬は ｢新潟宣言｣にまとめられた0

21.｢リプロダクテイブ ･ライツ ･チャート2000｣2000年

(日本帯版)

IPPF (国際家族計両連盟)が作成 した ｢IPPF/'

iw･araw,reproductiverights2000｣ウォールチャート

の[1本譜版｡世界各PlのlJプロダクティプ ･ヘルスや

ライツに関する政策の現状や進捗状況を-一覧にしたも

のであるo英語版ではアルファベットJ机になっていた

ものを地域別 ･あいうえおJWtに解放を加え､詫者の任

を回っている.また.各tiilの同名表記は外務省の表記
に嘩拠したjdi規名称を用いているC.

22.国連人口基金 ｢女性のエンパワーメン トに向けて｣
2000年 (El本給版)

国迎人LJ#金LIJ,版物 ｢WorkjngtoEnlpOWerWomenl.

UNFPA●sExperienceinllnplementingtheBeijing

PLaLformofAction｣の日本語版｡ l'女性のエンパワー

メントr'は国際人日岡発会流 (TCPD)行動計画におい

14･｢リソース ･シリーズ6 PopulationPolicyinAsiaJ

1998年 (英循版)

当財団が三]ミ催する ｢人LJと開発に関するアジア国会議

員会議｣で呼びかけ､各[司の人E)政子削こついて各同政

府i!f任者もしくは1別J勺家が記述したC各B)の政号削こiLl･

任を持つ国会議員が関与している点で類例を見ない,

15.｢リソース･シリーズ7 欠乏の時代の政治学一引き裂か

れる水資源-｣1998年(日本語版)

ワール ド･ウオッチ研究所から刊行されたSandra

Postc)著 rWorJdwatchPaper132:T)ividjngthe

Watcrs:F(泊dSecurity,EcosystemI-Icalth.ilndthe

h-ewPoliticsofScarcity｣の邦訳｡今稜､淡水資源の

イく足は人類社会に大きな制約を与えると考えられてい

るO増え就ける人口を支えるための腿発生鹿も.淡水

資源の避退によって大きく制約を受ける｡地球は水の

惑星といわれるが､飲料やlBl･薬用に安定して使用でき

る水の線虫は地球上の水の0.00r)008%に過ぎないさ̀こ

の水の稔蚊は有史以来変わっておらず､人口が輔加す

れば-人当たり使用できる水の駿は減少していくのが

現実だが,十分に認識されているとは言い稚い｡人｢l

増加を支えている地球の限界が目の前に迫っているこ

とに轡告を雅しているC(El本譜版版摘取符)

16.国連人口基金｢人類のための頓墳｣1998年(日本語版)

国連人口益金脚艶物rEnvironmenLforPcople｣の日本語

版｡人lj間脳､塀境問題､開発問題を効率的かつ実朝的

に解決するためには､その3つの新城岡に架け橋を焚け.
相関関係を凝視することが必蜜である｡この視点に立ち､

主に環境と人Llの問に械T.:わる様々な問髄を取り上げ､

聯決のために必要な視点､方法.手段を探っている｡

17.｢リソース ･シリーズ8 Parliamentarians'Activities

onPopuJationandDevelopment-Historyof

ParHamentarians'ActivitiesandJtsFindings-｣1999年

(英文､-部スペイン語)

19(I)年2月ハーグの阿際フォーラムに合わせて開催され

た､国際人ET閲発会誠評価のためのr垂l会議月フォーラ

ム (IFP)のために畔備されたIh版物｡1994年の国際

人Fl開発会議以降､人l二ft閲苑に閲するアジア訴L17

オーラム(AFPPD)を始めとし､アメリカ地域人口 ･開

発国会議員グループ(lAPG')､アフリか アラブ地域人口

開発議員フォーラム(FAAPPD)､ヨーロッパ地域でのⅠ垂l

会満月清助の成米である宣言文と､各講述の活動史を

摘聴O地域の枠を超え､人Hと開発にrRIする国会議員

活動の成果が一･艶としてまとめられた叫はかつてなく､

地球規模での国会歳月捕･劫の広がりを象徴しているC

18.｢園原人E)開発金紙評価のための国会現員フォーラム

(lFP)報告昏｣1999年 (日本籍版)

1999年2月ハーグの国際フォーラムに合わせて問催さ

れた ｢匝l際人口開発会議評価のための凶会読貝7オー

ラム (TドP)｣の報乍;･TLf.t=｡103カ国からおよそ210名の

73



の創刊号から4号までを英訳したものoODAクオータ

リーは国会議員に対して人口と開発問題に対するEl本

国からの拠出の鹿賀性を訴えかけるために作成された

もので､朋1羽法人家族計画国際協力財団 (JOICFP)

とUNFPA東京事務所との協力で発行されている｡

30.｢地球の人口と水｣(日本語版)

国連人口遊金の刊行物である ｢GlobalPopukltionand

WaterJの日本語版O同番は2003年3月に京都･大阪 I

滋賀で閲催された約3恒=旺界水フォーラムにおける議

論に資するために作成されたもので､食料生産､安全

な水供給,公衆衛生などの個所から水と人に‖tiJ魅とか

かわりを包括的に扱ったものである｡

31.rODAQuarterly20040nPopulationandDeveEopmenu

2004年 (英陪版)

2004年度に4半期ごとに刊行されたOl)Aクオータリー

の第5号から8号までを英訳したもの｡ODAクオータ

リーは国会議員に対して人には l利発問題に対する日本

国からの拠出の兎巽性を訴えかけるために作成された

もので,財団法人家族計画国協力財閥 (JOICFP)と

UNFPA東京事務所の協力で蒐行されている｡それぞ

れのテーマは､第5号 ｢ICPD+10｣､第6号 ｢人口､杵

耗可能な開発と環境_.第7う3･｢人口､持続ii川臣なl井悦
と貧困とODAJ,第8号 ｢ミレニアム開発目標と人l二日｡

32.｢ミレニアム開発目標の達成に向けて一人口とリプロ

ダクテイブ･ヘルスが正否の鍵を塩る一人口･開発敬

砲-｣2004年 (日本請版)

国迎人l二l港金から刊行された､｢Ach1-cvingthe

MillenniLJmDeveLopmentGoals-Populationand

Rcprodueh'veHealthasCritieaH)cterminants-

PopulationandDevelopmentStrategies#10｣の日本

語版｡ミレニアム開発目標と人口関越の目標をlAl係付

け､ミレニアム開発lヨ標とこれまでの達成を図で示し､

ミレニアム開発目標を達成するためには今後どのよう

な努力が必紫になるかを具体的に示している｡

33.｢人口から見た安全保障-冷戦後の内戦と人口｣2005

年(日本籍版)

PopulationActionTnternatiollalから刊行された ｢The

SecurityDemographic-PopulationandCivilWar

aftertheColdWar-｣の日本語刑振｡冷職後の各回デ

ータを解析し､全人口に対する若年層の拓い翻介,那

了IJ'人口の,fLa激な増加､ -人当たり利用可能な耕地 ･水

資源の減少といった特徴を示す同では内職に陥る危険

性が拭いことを示すCその一方で,｢多産多死｣から

｢少産少死｣の状態-と移行することで内職のリスク

が低下することを指摘し､リプロダクティプ ･ヘル

ス･サービスの幅広い礎供や女性の地位向上等への活

動や国際施力が､安全保障の観点からも重安であると

論じている｡

て人l｣問超の解決を架たす上での並安なカギとなる概

念として位階付けられた｡また､中国北京で開催され

た第4阿世非女性会談では中心的な概念となった｡第4

回ILr界女性会談から5年を踏まえ､人口,女性問題に
共通する女性のエンパワーメントをrトL､に､ICPD行

動計画ならびに女性会談の行動綱領実施と関連する

UNFPAの活軸を具体的に紹介している｡

23.｢リソ-ス･シリ-ズ1国連人口金紙20年の軌跡-ブ

カレストからカイロへ-｣(役割)
好評のため雑駁となったリソース･シリーズ1を復刻したC

24.｢リソース･シリーズ7欠乏の時代の政治学一引き裂かれ

る水資源-｣(孜刻)

好評のため絶版となったリソース･シリーズ7を復刻したC

25.国連人口基金 ｢人口聞題ブリーフィングキット2000

年度版｣2001年 (日本語版)

国連人口基金出版物 ｢PopulationIssuesBriefing

Kit2000｣の翻訳C人lJl,HtJ題は1敬一●のI1.g週ではなく､

生活をしている■●人々'.の問題であるという視点から､

現在の人口分野における様々な課過とその問題への耽

り軌みを耽放したもので､カイロの行動計画実施の意

味を説明しているO

26.国連人口基金 ｢人口問題ブリーフィングキット2001

年度版｣2002年 (日本簡版)

国連人Lj基斜I臓 物 ｢PopulalionlssuesBriefingKit

2001｣の翻訳｡2000年に国連本部で閲鵬されたミレニ

アムサミットで採択されたミレニアム開発目標のlH二

人L=弼塩を位節付け､新たなUNFPAの人口問題への

取り離みを示し､人口分野における様々な課題とその

問題の現状と取り組みを概観した｡

27.｢人口間塩を考える-人類生存の条件と人類社会の未

来-｣(日本語版)
APDA創立20周年を記念して開催された公開フォーラ

ムの議串錨oこの公開フォーラムでは､l二1本が性別こ

誇る各分野の権威者が､宇宙物理学､生物学から4･'.命

倫理まで様々な視点から人口問題を概観してもらい､

なぜ人tj問塩が人類の将来にとって決定的に盛宴なの

かを冷じたC私達が!-l三きるこの世!削こおける人目問題

の意味を､このような様々な視点から論じた類背はほ

とんどなく,好評をもって迎えられた｡

28.｢PopulationIssues-TheConditionsofHuman

SurvivalandfutureofourSociety｣(英領版)

｢りソース27人口問題を考える一人勅生存の条件と人

類社会の未来一｣の英甜牧｡

29.rODAQuarterly20030nPopulationandDeveLopmentJ
2003年 (美倍版)

2OO3年度に4半期ごとに1:u行されたODAクオータリー
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APDA-日誌-
(2006年3月～2006年5月)

3
月
8
日

O
D
A
ク
オ
ー
タ
リ
ー
の
会
を
A
P
D
A
で
開
催
｡
O
D
A

ク
オ
ー
タ
リ
ー
の
編
集
な
ど
に
つ
い
て
協
議
｡

近
泰
男
ジ
ョ

イ
セ
フ
理
事
長
ー
石
井
澄
江
ジ
ョ
イ
セ
フ
常
務
理
事

･
事
務

局
長
､
鈴
木
良

7
ジ
ョ
イ
セ
フ
理
事

,
事
務
局
次
長
､
酉
内

正
彦
N
P
O
2
0
5
0
代
表
'
池
上
晴
子
U
N
F
P
A
東
京

事
務
所
長
'
上
野
ふ
よ
う

U
N
F
P
A
東
京
事
務
所
長
補
佐
､

尾
崎
美
千
生
事
務
局
長
､
竹
本
将
規
研
究
員
が
参
加
｡

3
月
12
日

｢第
22
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
同
会
議
貝
代
表
者

-
16
日

会
議

(通
称

A
P
D
A
会
議
)
｣
準
備
の
た
め
'
楠
本
修
事

務
局
長
補
佐

･
主
任
研
究
月
､
木
村
亮
子
国
際
課

･
プ
ロ
グ

ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
が
､
イ
ン
ド
国
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
市
を
訪
問
｡

マ
ン
モ
ハ
ン

･
シ
ャ
ル
マ
I
A
P
P
D
事
務
局
長
ほ
か
I
A

p
p
D
議
員
､
専
門
家
お
よ
び
日
本
大
使
館
と
会
議
開
催
に

つ
い
て
協
議
'
会
場
等
の
調
整
を
行
う
｡

3
月
14
日

外
務
省
主
催

｢ド
ー
ハ
開
発
ア
ジ

ェ
ン
ダ
に
関
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

『貿
易
の
た
め
の
日
本
の
新
た
な
開
発
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ
と
対
ア
フ
リ
カ
協
力
-
そ
の
効
果
的
な
実
施
に
向
け

て
』
｣
に
尾
崎
美
千
生
事
務
局
長

･
常
務
理
事
､
竹
本
将
規

研
究
月
が
参
加
｡

3
月
16
日

東
京
大
学
山
上
会
館
で
実
施
さ
れ
た
原
洋
之
介
教
授

･
本
協

会
評
議
員
の
最
終
講
義

｢
ア
ジ
ア
研
究
と
経
済
学
の
狭
間
で
｣

に
竹
本
将
規
研
究
員
が
参
加
｡

3
月
22
日

国
際
人
口
問
題
講
月
懇
談
会

･
国
内
対
策
部
会
を

N
P
O
2

0
5
0
と
共
催
O
｢超
少
子
化
を
迎
え
た
日
本
｣
を
テ
ー
マ

に
阿
搬
誠

･
早
稲
田
大
学
特
任
教
授
が
誹
演
｡
広
中
和
歌
子

(参

･
民
)
､
和
田
ひ
ろ
子

(参

･
民
)
､
ツ
ル
ネ
ン

･
マ
ル

テ
ィ
議
員

(参

･
民
)
､
山
際
大
志
郎

(衆

･
自
)
各
議
員

が
参
加
｡
事
務
局
か
ら
は
尾
崎
美
千
生
事
務
局
長

･
常
務
現

事
､
木
村
亮
子
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
が
参
加
｡

3
月
22
日

農
林
水
産
省
平
成
17
年
度
委
託
調
査

｢人
口
問
題
が
農
業

･

農
村
開
発
に
与
え
る
影
響
に
関
す
る
基
礎
調
査
-
ベ
ー
ナ
ム

国
-
｣
事
業
完
了
｡

3
月
22
日

農
林
水
産
省
平
成
17
年
度
委
託
詞
黍

｢人
口
問
題
が
段
業

･

農
村
開
発
に
与
え
る
影
響
に
関
す
る
基
礎
嗣
賓

ベ
ト
ナ
ム

国
-
｣
事
業
完
了
検
査
｡
農
林
水
産
省
国
際
協
力
課
か
ら
､

上
野
豊
企
画
係
長
'
品
田
智
幸
資
金
協
力
二
課
長
が
来
所
し

事
業
完
了
検
査
を
行
う
｡

尾
崎
美
千
生
常
務
理
事

･
事
務
局

長
'
楠
本
修
事
務
局
長
補
佐
､
大
揮
春
美
財
務

･
経
理
課
長
､

竹
本
将
規
研
究
員
が
同
席
｡

4
月
4
日

2
0
0
6
年

I
T
F
事
業
に
つ
い
て
の
協
議
の
た
め
､
外
務

省
ア
ジ
ア
南
西
ア
ジ
ア
課
を
訪
問
｡
斉
田
幸
雄

･
主
席
事
務

官
､
岩
瀬
喜

一
郎

･
外
務
事
務
官
､
楠
本
修

･
事
務
局
長
代

行
､
恒
川
ひ
と
み
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
が
打
ち
合
わ
せ

を
行
う
｡

4
月
19
日

A
P
D
A
会
講
と
イ
ン
ド
国
人
口

･
開
発
事
情
視
察
の
結
団

式
開
催
｡
外
務
省
､
1
I
C
A
､
U
N
F
P
A
か
ら
各
国
事

情
と
現
地
の
活
動
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
｡

4
月
25
日

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会

･
女
性
部
会
が
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ

イ
ブ
ヘ
ル
ス
ラ
イ
ツ
を
考
え
る
会
､
N
P
O
法
人

2
0
5
0
､

国
連
人
口
遊
金

(U
N
F
P
A
)'
家
族
計
画
国
際
協
力
財

団

(ジ
ョ
イ
セ
フ
)
と

｢第
20
回
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
プ
ヘ
ル
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4
月
23
日

-
24
日

4
月
25
日

-
28
日

ス
ラ
イ
ツ
を
考
え
る
会
｣
を
共
催
｡

講
師
に
ボ
ウ
ル

･
ヴ
ア

ン

･
ル
ッ
ク
博
士

･
世
界
保
健
樺
関

(W
H
O
)
本
部
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
プ
ヘ
ル
ス
研
究
部
長
を
迎
え
､
｢世
界
の
母
た

ち
は
な
ぜ
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
-
最
近
の
調
査
か

ら
-
｣
と
過
し
た
許
演
を
行
う
｡

｢第

22回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者

会
議
｣
を
イ
ン
ド
国
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
開
催
｡
｢
グ
ロ
ー
バ

ル
化
す
る
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
口
｣
を
テ
ー
マ
に
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
人
口
問
題
に
与
え
る
光
と
影
に
つ
い
て
討

議
を
行
い
'
ア
ジ
ア

･
太
平
洋

17
カ
国
の
代
表
国
会
議
員
'

国
際
機
関
､
8
カ
国
の
国
内
委
貝
会
事
務
局
､
総
数
90
名
が

参
加
o
H
本
か
ら
は
'
福
田
康
夫

(衆

･
自
)
'
楼
井
新

(参

･
自
)
'
柏
村
武
昭

(参

･
自
)
各
議
月
が
参
加
｡
事
務

局
か
ら
は
楠
本
修
事
務
局
長
代
行
'
竹
本
将
規
業
務
課
長

･

研
究
員
､
木
村
亮
子
渉
外
課
長
､
恒
川
ひ
と
み
国
際
課
長
が

参
加
｡

A
p
D
A
会
議
に
引
き
続
き
'
イ
ン
ド
国
の
人
口

･
開
発
事

情
視
察
の
た
め
､
横
井
新

(参

･
自
)
､
竹
本
直

一

(衆

･

自
)
､
相
村
武
昭

(参

･
自
)
各
議
員
を
派
適
｡
同
国
ニ
ュ

ー
デ
リ
ー
市
と
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
ウ
ダ
イ
プ
ー
ル
市
の
H
I

V
/
エ
イ
ズ
'
リ
ブ
ロ
グ
ク
テ
ィ
プ
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
の
現

状
お
よ
び
､
貧
困
問
題
に
つ
い
て
､
U
N
F
P
A
や
イ
ン
ド

家
族
計
画
協
会
'
-
I
c
A
な
ど
の
施
設
を
訪
問
､
現
地
事

情
を
聞
く
｡
事
務
局
か
ら
は
楠
本
修
事
務
局
長
代
行
､
恒
川

ひ
と
み
国
際
課
長
が
同
行
｡

5
月
10
日

楠
本
修
事
務
局
長
代
行
､
恒
川
ひ
と
み
国
際
課
長
が
粕
柑
武

昭
参
議
院
議
員
事
務
所
を
訪
問
｡
イ
ン
ド
国
人
口

･
開
発
部

情
視
察
の
報
告
を
受
け
る
0

5
月
11
日

来
日
中
の
イ
ネ

･
シ
ル
ビ
ア
ネ

･
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
家
族
計
画

協
会
事
務
局
長
'
ム
ハ
マ
ド

･
エ
ヌ
ス

･
イ
リ
ア
ス
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
家
族
計
画
協
会
パ
ン
ダ
ア
チ

ェ
支
部
長
を
迎
え
'

｢
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
津
波
復
旧
支
援
活
動
報
告
｣
が
ジ
ョ
イ

セ
フ
で
開
催
｡
恒
川
ひ
と
み
国
際
課
長
が
参
加
｡

5
月
12
日

ー
ラ
ヤ

･
オ
ペ
イ
ド
国
連
人
口
基
金

(U
N
F
P
A
)
事
務

局
長
'
サ
フ
ィ
エ
･
チ
ャ
ー
同
広
報
渉
外
局
長
を
迎
え
国
際

人
口
問
題
講
月
懇
談
会
幹
部
会
を
開
催
｡
中
山
太
郎
会
長

(衆

･
自
)
､
広
中
和
歌
子
会
長
代
行

(参

･
民
)
､
関
谷
勝

嗣
副
会
長

(参

･
自
)
'
模
井
新
副
会
長

(参

･
自
)～
南
野

知
窓
子
副
会
長

(参

･
自
)
､
逢
沢

一
郎
幹
事
長

(衆

･
自
)
､

太
出
藍
秋
国
内
部
会
長

(参

･
自
)
､
和
悶
ひ
ろ
子
国
内
副

部
会
長

(参

･
民
)
､
高
橋
千
秋

(参

･
民
)
が
出
席
｡
長

浜
博
行

(衆

･
民
)
は
代
理
出
席
｡
U
N
F
P
A
か
ら
は
地

上
晴
子
U
N
F
P
A
東
京
事
務
所
長
'
石
川
か
え
U
N
F
P

A
資
金
調
達
官
､
事
務
局
か
ら
は
楠
本
修
事
務
局
長
代
行
､

木
村
亮
子
渉
外
課
長

･
恒
川
ひ
と
み
国
際
課
長
が
出
席
｡

5
月
15
日

地
球
温
暖
化
防
止
に
関
す
る
京
都
講
定
番
に
つ
い
て
ブ
リ
ー

フ
ィ
ン
グ
を
受
け
る
た
め
､
環
境
省
を
訪
問
｡
梶
原
成
元
地

球
環
境
局
地
球
温
噴
化
対
策
課
長
､
近
藤
亮
太
同
課
長
補
佐

と
協
講
('
A
p
D
A
か
ら
は
楠
本
修
事
務
局
長
代
行
'
竹
本

将
規
業
務
課
長

･
研
究
員
が
参
加
｡

5
月
18
日

竹
本
将
親
業
務
課
長

･
研
究
員
が
外
務
省
で
開
催
さ
れ
た
G

I
I
検
討
会
に
参
加
｡
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5
月
22
日

清
水
要
吉

･
公
認
会
計
士
に
よ
る
平
成
17
年
度
の
会
計
監
査

お
よ
び
降
失
態

?
監
事
に
よ
る
業
務
監
査
O

楠
本
修
事
務
局

長
代
行
､
大
沢
春
美
経
理
課
長
ら
が
立
ち
会
う
｡

5
月
25
日

U
N
F
P
A
･
A
F
P
P
D
の
調
査
事
業
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ー

ベ
イ
実
施
の
た
め
'
楠
本
修
事
務
局
長
代
行
､
竹
本
将
親
業

務
課
長

･
研
究
員
が
楼
井
新
参
談
院
議
員
事
務
所
を
訪
問
｡

横
井
課
員
へ
の
聞
き
取
り
を
行
う
｡

5
月
26
日

U
N
F
P
A
･
A
F
P
P
D
の
調
査
事
業
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ー

ベ
イ
実
施
の
た
め
'
楠
本
修
事
務
局
長
代
行
ー
竹
本
将
規
業

務
課
長

･
研
究
員
が
谷
津
義
男
衆
議
院
議
員
事
務
所

･
清
水

惑
与
子
参
議
院
議
員
事
務
所
を
訪
開
｡
谷
津
議
員

･
清
水
議

員
へ
の
聞
き
取
り
を
行
う
｡

5
月
30
日

U
N
F
P
A
･
A
F
P
P
D
の
調
餐
事
業
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ー

ベ
イ
実
施
の
た
め
､
竹
本
将
親
業
務
課
長

･
研
究
員
､
木
村

亮
子
業
務
課
長
が
南
野
知
恵
子
参
議
院
議
員
事
務
所
を
訪

問
｡
南
野
議
員
へ
の
開
き
耽
り
を
行
う
｡

5
月
31
日

平
成
18
年
度
A
P
D
A
理
節
会

･
評
議
員
会
を
都
内
ホ
テ
ル

で
問
催
｡

(-
)
平
成
17
年
度
事
業
報
告

･
収
支
決
算

(2
)
平
成
は
年
度
事
業
経
過
報
告

(3
)
役
員
選
出

(4
)
寄
附
行
為
の
変
更
に
つ
い
て
他
を
協
議

･
議
決
し
た
｡
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◇

御
苑
の
緑
が
滴
る
よ
う
な
美
し
き
を
見
せ
て
い
る
｡
し
か
し
近
頃
､
気
候

は
不
順
で
地
球
温
暖
化
が
い
よ
い
よ
現
実
の
も
の
に
な
っ
て
き
た
の
か
と

い
う
実
感
が
あ
る
O

◇

本
号
の
巻
頭
言
で
内
嶋
善
兵
衛
先
生
が
､
｢人
類
は
地
球
の
居
候
｣
と
番

か
れ
て
い
る
｡
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
人
間
中
心
主
義
を
無
条
件
に
信
じ
､

自
分
の
都
合
の
よ
い
よ
う
に
地
球
を
利
用
し
て
き
た
｡
そ
の
結
果
､
地
球

の
熱
収
支
は
く
る
い
､
地
球
温
暖
化
が
進
展
し
て
い
る
｡

◇

世
界
は
様
々
な
要
素
で
成
り
立
っ
て
い
る
｡

一
人

一
人
の
人
問
が
そ
の
中

で
生
き
て
い
る
｡

経
済
も
そ
の
要
素
の
一
つ
で
あ
る
が
､
要
素
の
中
の
合

理
性
や
効
用
を
最
大
限
追
求
す
る
こ
と
が
､
実
は
全
体
の
合
理
性
や
効
用

に
繋
が
る
わ
け
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
難
し
さ
が
あ
る
o

l
人

一
人
の
快
適

さ
の
追
求
､
豊
か
さ
の
追
求
が
私
た
ち
に
と
っ
て
の
全
体
で
あ
る
地
球
環

境
そ
の
も
の
を
破
壊
し
っ
つ
あ
る
の
だ
｡

◇

自
ら
を

｢地
球
の
居
候
｣
と
自
覚
す
る
こ
と
で
'
初
め
て
人
類
は
地
球
と

の
共
生
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
｡
こ
れ
は
人
類
が
生
き
残
る
た
め
に
不

可
欠
な
思
考
の
転
換
で
あ
り
､
｢新
し
い
人
間
中
心
主
義
｣
と
で
も
呼
ぶ

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡
人
が
生
き
る
た
め
に
環
境
を
守
り
､
人

間
の
過
剰
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
抑
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
｡

◇
私
た
ち
が
扱
っ
て
い
る
人
口
問
題
は
こ
れ
ら
の
地
球
規
模
的
問
題
の
基
礎

で
あ
る
｡

そ
し
て
こ
の
人
口
問
題
と
は
単
な
る
数
の
問
題
で
は
な
い
｡
人

口
統
計
に
表
れ
る

!
つ
一
つ
の
数
字
は
､

一
人

一
人
の
か
け
が
え
の
な
い

人
生
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
｡
こ
の
人
口
問
題
へ
の
対
処
を
通
じ
て
〟

人

間
ら
し
く
生
き
る
こ
と

″

の
で
き
る
社
会
を
作
る
こ
と
こ
そ
私
た
ち
の
責

務
で
あ
ろ
う
と
信
じ
る
｡

(0
･
K
)

インドの女の子と男の子

ラジャスタンは沙漠の州C大英帝国の

支配に抵抗し､インド共和国発足まで独

立を守り続けた勇猛なラージブー ト族の

拠点である｡ 今回の視察で訪問したウダ

イプールはラジャスタンの南西部に位置

し､アラバリ山脈の山間の谷間にある｡こ

の町の起源は16世紀にムガール帝国の攻
撃を受けたメワ-ル王のウダイ ･スイン

が都を移したことに始まる｡ 王は都を作

るに当たって砂漠地帯で水を確保するた

めに､河をせき止め､いくつも人造湖を

作った｡

視察の帰途､最大のデハバール湖に立

ち寄った｡民族衣装を着た･一･組の子ども

たちが石造りの巨大な象の前で誇らしげ

に立っていたC 湖の水位が上がると安全

のために水が放流されるのだ､という｡
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